
１時限 ：　８：４０ ～ １０：１０ １時限 ：　８：４５ ～ １０：１５    
２時限 ：１０：３０ ～ １２：００ ２時限 ：１０：３０ ～ １２：００     
３時限 ：１３：００ ～ １４：３０ ３時限 ：１３：００ ～ １４：３０     
４時限 ：１４：５０ ～ １６：２０ ４時限 ：１４：４５ ～ １６：１５     
５時限 ：１６：４０ ～ １８：１０ ５時限 ：１６：３０ ～ １８：００     

看
護
学
専
攻
2
年
次

【米子地区授業時間】 【鳥取地区授業時間】

保健学科教育学修プログラム

平成30年度

2年次

看護学専攻



月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
病

気
と

病
理

疫
学

治
療

援
助

論
演

習
生

活
援

助
論

演
習

Ⅱ
周

産
期

医
学

病
気

と
病

理
疫

学
治

療
援

助
論

演
習

生
活

援
助

論
演

習
Ⅱ

心
の

病

2
保

健
統

計
学

疾
病

論
治

療
援

助
論

演
習

生
活

援
助

論
演

習
Ⅱ

病
気

と
微

生
物

保
健

統
計

学
疾

病
論

治
療

援
助

論
演

習
生

活
援

助
論

演
習

Ⅱ
病

気
と

微
生

物

3
母

性
家

族
看

護
学

総
合

英
語

I
老

年
看

護
学

成
人

看
護

学
母

性
家

族
看

護
学

総
合

英
語

I
老

年
看

護
学

成
人

看
護

学
住

民
活

動
と

健
康

4
公

衆
衛

生
看

護
学

Ⅰ
精

神
看

護
学

公
衆

衛
生

看
護

学
Ⅰ

精
神

看
護

学
老

年
医

学
住

民
活

動
と

健
康

5

＊
治

療
援

助
論

演
習

は
、

1
5
時

限
開

講
＊

基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

　
8
月

2
0
日

～
8
月

31
日

に
集

中
実

習
＊

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
ケ

ア
論

　
5
～

6
月

の
土

日
に

集
中

講
義

月
火

水
木

金
月

火
水

木
金

1
主

題
：
臨

床
心

理
学

 
助

産
学

概
論

保
健

福
祉

行
政

論
症

状
コ

ン
ト

ロ
ー

ル
と

看
護

小
児

家
族

看
護

学
主

題
：
臨

床
心

理
学

助
産

学
概

論
保

健
福

祉
行

政
論

小
児

家
族

看
護

学

2
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

健
康

障
害

と
看

護
Ⅱ

在
宅

看
護

学
老

年
看

護
学

演
習

が
ん

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
治

療
国

際
保

健
医

療
論

健
康

障
害

と
看

護
Ⅱ

在
宅

看
護

学
老

年
看

護
学

演
習

が
ん

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
治

療

3
く
す

り
と

作
用

総
合

英
語

Ⅱ
精

神
看

護
学

演
習

母
性

家
族

看
護

学
演

習
Ⅰ

く
す

り
と

作
用

総
合

英
語

Ⅱ
精

神
看

護
学

演
習

母
性

家
族

看
護

学
演

習
Ⅰ

4
健

康
障

害
と

看
護

Ⅰ
疾

病
論

健
康

障
害

と
看

護
Ⅰ

疾
病

論

5

生
命

・
検

査
と

の
合

同
講

義
検

査
と

の
合

同
講

義

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）
　

平
成

3
0
年

度
  
授

業
時

間
配

当
表

（
保

健
学

科
看

護
学

専
攻

2
年

次
）

前
　

　
　

　
期

後
　

　
　

　
期

前
半

（
８

）
後

半
（
８

）
　



週 週

日 月 火 水 木 金 土 数 日 月 火 水 木 金 土 数

1 2 3 4 5 6 7 1 1 2 3 4 5 6 1

8 9 10 11 12 13 14 2 7 8 9 10 11 12 13 2

15 16 17 18 19 20 21 3 14 15 16 17 18 19 20 3

22 23 24 25 26 27 28 4 21 22 23 24 25 26 27 4

29 30 1 2 3 4 5 5 28 29 30 31 1 2 3 5

6 7 8 9 10 11 12 6 4 5 6 7 8 9 10 6

13 14 15 16 17 18 19 7 11 12 13 14 15 16 17 7

20 21 22 23 24 25 26 8 18 19 20 21 22 23 24 8

27 28 29 30 31 1 2 9 25 26 27 28 29 30 1 9

3 4 5 6 7 8 9 10 2 3 4 5 6 7 8 10

10 11 12 13 14 15 16 11 9 10 11 12 13 14 15 11

17 18 19 20 21 22 23 12 16 17 18 19 20 21 22 12

24 25 26 27 28 29 30 13 23 24 25 26 27 28 29 13

1 2 3 4 5 6 7 14 30 31 1 2 3 4 5

8 9 10 11 12 13 14 15 6 7 8 9 10 11 12 14

15 16 17 18 19 20 21 16 13 14 15 16 17 18 19 15

22 23 24 25 26 27 28 17・試 20 21 22 23 24 25 26 16

29 30 31 1 2 3 4 試 27 28 29 30 31 1 2 17・試

5 6 7 8 9 10 11 3 4 5 6 7 8 9 試

12 13 14 15 16 17 18 10 11 12 13 14 15 16

19 20 21 22 23 24 25 17 18 19 20 21 22 23

26 27 28 29 30 31 1 24 25 26 27 28 1 2

2 3 4 5 6 7 8 3 4 5 6 7 8 9

9 10 11 12 13 14 15 10 11 12 13 14 15 16

16 17 18 19 20 21 22 17 18 19 20 21 22 23

23 24 25 26 27 28 29 24 25 26 27 28 29 30

30 31

備考
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇ ◇
◇

※
※
※

Q1 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業
Q2 月曜授業 火曜授業 水曜授業 木曜授業 金曜授業

4月14日(土) 大学入門ゼミ（保）
5月12日(土) 大学入門ゼミ（生）
5月13日(日) 大学入門ゼミ（生）

8月6日(月) 再試験期間開始 2月27日(水) 再試験期間終了
8月17日(金) 再試験期間終了

7月23日(月) 定期試験開始 2月8日(金) 定期試験終了
再試験期間開始8月3日(金) 定期試験終了 2月12日(火)

5月2日(水) 金曜日授業 1月18日(金) 午後は休講
6月1日(金) 開学記念日 1月28日(月) 定期試験開始

4月28日(土) TOEIC（進級生対象） 1月15日(火) 月曜日授業
5月1日(火) 月曜日授業 1月16日(水) 金曜日授業

8

9

平成30年度・七曜表
（看護学専攻2年次）

前　　　　　期 後　　　　　期

4 10

5 11

6
12

7
1

前年度3月末営業日 進級生オリエンテーション 12月27日(木) 月曜日授業

再
試

2
再
試

3

16週制



保健学科看護学専攻2年次目次
前期

授業科目名

必修 基幹（自然） 保健統計学 ・・・・・・ 1
必修 外国語 総合英語Ⅰ（戸野クラス） ・・・・・・ 2
必修 外国語 総合英語Ⅰ（バルディクラス） ・・・・・・ 3

○ 必修 専門科目 心の病 ・・・・・・ 4
必修 専門科目 病気と病理 ・・・・・・ 5
必修 専門科目 病気と微生物 ・・・・・・ 6
必修 専門科目 疾病論（前期） ・・・・・・ 7
必修 専門科目 疫学 ・・・・・・ 8
選必 専門科目 周産期医学 ・・・・・・ 9
選必 専門科目 老年医学 ・・・・・・ 10
必修 専門科目 生活援助論演習Ⅱ ・・・・・・ 11 ～ 12
必修 専門科目 治療援助論演習 ・・・・・・ 13
必修 専門科目 基礎看護学実習Ⅱ ・・・・・・ 14
必修 専門科目 成人看護学 ・・・・・・ 15
必修 専門科目 老年看護学 ・・・・・・ 16

○ 必修 専門科目 母性家族看護学 ・・・・・・ 17
必修 専門科目 公衆衛生看護学Ⅰ ・・・・・・ 18
必修 専門科目 精神看護学 ・・・・・・ 19
選択 専門科目 住民活動と健康 ・・・・・・ 20
選択 専門科目 リプロダクティブ・ヘルスケア論 ・・・・・・ 21

後期
授業科目名

選必 主題 カウンセリング ・・・・・・ 22
選必 基幹（人文社会） 臨床心理学 ・・・・・・ 23
必修 外国語 総合英語Ⅱ（戸野クラス） ・・・・・・ 24
必修 外国語 総合英語Ⅱ（バルディクラス） ・・・・・・ 25
必修 専門科目 疾病論（後期） ・・・・・・ 26
必修 専門科目 くすりと作用 ・・・・・・ 27
必修 専門科目 保健医療福祉行政論（保健福祉行政論） ・・・・・・ 28
必修 専門科目 国際保健医療論 ・・・・・・ 29
選必 専門科目 がんのメカニズムと治療 ・・・・・・ 30
必修 専門科目 症状コントロールと看護 ・・・・・・ 31
必修 専門科目 健康障害と看護Ⅰ ・・・・・・ 32
必修 専門科目 健康障害と看護Ⅱ ・・・・・・ 33
必修 専門科目 老年看護学演習 ・・・・・・ 34
必修 専門科目 母性家族看護学演習Ⅰ ・・・・・・ 35
必修 専門科目 小児家族看護学 ・・・・・・ 36
必修 専門科目 精神看護学演習 ・・・・・・ 37
必修 専門科目 在宅看護学 ・・・・・・ 38
選択 専門科目 助産学概論 ・・・・・・ 39
※選択科目：選択、選択必修科目：選必、必修科目：必修は平成29年度入学者を基準としています。

※主題、基幹（人文・社会分野）から卒業までに15単位以上修得してください。

※専門科目については、課程表を確認してください。

※助産師の取得を目指す者は、周産期医学、ﾘﾌﾟﾛﾀﾞｸﾃｨﾌﾞ･ﾍﾙｽｹｱ論、助産学概論を修得してください。

 ※○は、公開授業講座となり、一般の方が講義を受講されることがあります。

授業のレベルについて

1：入門及び初級レベル

2：中級レベル（基礎科目）

3：中級～上級レベル（応用科目）

4：上級レベル（発展科目）

5：大学院レベル

区分

区分



保
健

統
計

学

到
達

目
標

：
デ

ー
タ

の
要

約
と

統
計

学
的

推
論

の
基

礎
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
保

健
統

計
の

概
要

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
網

崎
  

孝
志

（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
E
-
m

ai
l：

am
is

ak
i＠

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
(月

)
2

1
1
2

デ
ー

タ
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
デ

ー
タ

の
収

集
、

種
類

、
尺

度
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
保

健
統

計
、

実
験

と
観

測
、

誤
差

、
尺

度
、

ヒ
ス

ト
グ

ラ
ム

2
4
/
1
6
(月

)
2

1
1
2

代
表

値
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
代

表
値

と
そ

の
特

性
を

説
明

で
き

、
計

算
で

き
る

。
平

均
値

、
重

み
付

き
平

均
、

中
央

値
、

四
分

位
数

、
最

頻
値

3
4
/
2
3
(月

)
2

1
1
2

散
布

度
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
散

布
度

の
概

念
を

説
明

で
き

、
計

算
で

き
る

。
分

散
、

標
準

偏
差

、
標

準
偏

差
の

和
、

変
動

係
数

4
5
/
1
(火

)
2

1
1
2

人
口

、
疾

病
と

死
亡

の
統

計
天

野
　

宏
紀

健
康

政
策

医
学

わ
が

国
と

人
口

構
成

と
世

界
の

人
口

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

疾
病

と
死

亡
に

関
す

る
保

健
統

計
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
人

口
、

高
齢

化
、

老
年

人
口

割
合

、
従

属
人

口
、

罹
患

率
、

有
病

率
、

死
亡

票

5
5
/
7
(月

)
2

1
1
2

母
子

保
健

天
野

　
宏

紀
健

康
政

策
医

学
母

子
保

健
統

計
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
乳

児
死

亡
率

、
周

産
期

死
亡

率
、

妊
産

婦
死

亡
率

6
5
/
1
4
(月

)
2

1
1
2

確
率

分
布

関
数

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

代
表

的
な

確
率

分
布

関
数

と
そ

の
性

質
を

説
明

で
き

る
。

確
率

変
数

、
二

項
分

布
、

正
規

分
布

7
5
/
2
1
(月

)
2

1
1
2

標
本

分
布

と
信

頼
区

間
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
標

本
の

分
布

を
説

明
で

き
、

信
頼

区
間

を
求

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
標

本
平

均
の

分
布

、
中

心
極

限
定

理
、

標
準

化
、

区
間

推
定

8
5
/
2
8
(月

)
2

1
1
2

中
間

試
験

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

9
6
/
4
(月

)
1

1
1
2

平
均

値
の

検
定

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

１
標

本
検

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
Z
検

定
、

ｔ検
定

、
両

側
、

仮
設

検
定

1
0

6
/
4
(月

)
2

1
1
2

平
均

値
の

差
の

検
定

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

２
標

本
検

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
Z
検

定
、

ｔ検
定

、
仮

設
検

定
、

対
標

本
、

等
分

散

1
1

6
/
1
1
(月

)
2

1
1
2

比
率

の
検

定
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
比

率
の

検
定

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

二
項

検
定

、
正

規
分

布
近

似
、

連
続

性
補

正

1
2

6
/
1
8
(月

)
2

1
1
2

カ
イ

二
乗

検
定

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

代
表

的
な

χ
2
検

定
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
適

合
度

、
独

立
性

、
ピ

ア
ソ

ン
、

帰
無

仮
説

の
「
採

択
」

1
3

6
/
2
5
(月

)
2

1
1
2

効
果

の
大

き
さ

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

効
果

量
と

p値
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
フ

ァ
イ

係
数

、
相

対
リ

ス
ク

、
オ

ッ
ズ

比
、

p値

1
4

7
/
2
(月

)
2

1
1
2

相
関

と
回

帰
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
相

関
に

係
る

基
本

概
念

を
説

明
で

き
る

。
散

布
図

、
相

関
係

数
、

順
位

相
関

、
回

帰
分

析

1
5

7
/
9
(月

)
2

1
1
2

統
計

学
的

推
論

の
ま

と
め

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

統
計

学
的

推
論

に
つ

い
て

の
理

解
を

確
立

す
る

。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
　

価
：
試

験
　

5
0
%
+
5
0
%

- 1 -



総
合

英
語

Ⅰ
（
戸

野
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
健

康
、

医
療

に
関

連
す

る
語

彙
を

増
や

す
、

会
話

力
を

つ
け

る
、

読
解

力
を

つ
け

る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

講
師

）
連

絡
先

：
学

務
課

を
通

し
て

連
絡

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
語

を
学

ぶ
意

義
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
述

べ
る

。
re

as
o
n
s 

w
h
y 

yo
u
 l
e
ar

n
 E

n
gl

is
h

2
4
/
1
0
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

lin
gu

a 
fr

an
c
a

3
4
/
1
7
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

sl
e
e
p 

de
pr

iv
at

io
n

4
4
/
2
4
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

生
活

習
慣

に
つ

い
て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。
h
e
al

th
y 

sl
e
e
pi

n
g 

h
ab

it

5
5
/
8
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

al
le

rg
y,

 i
m

m
u
n
e
 s

ys
te

m
, 
ai

r 
po

llu
ti
o
n

6
5
/
1
5
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

ア
レ

ル
ギ

ー
の

症
状

に
つ

い
て

尋
ね

た
り

答
え

た
り

す
る

。
sy

m
pt

o
m

, 
al

le
rg

e
n
, 
pr

e
ve

n
ti
o
n
, 
tr

e
at

m
e
n
t

7
5
/
2
2
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

st
re

ss
, 
br

e
at

h
in

g

8
5
/
2
9
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

ス
ト

レ
ス

の
原

因
や

対
処

法
に

つ
い

て
話

し
合

う
。

pr
o
bl

e
m

, 
c
au

se
, 
w

ay
 t

o
 r

e
la

x,
 p

e
rs

o
n
al

it
y

9
6
/
5
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

ag
in

g,
 e

n
e
m

ie
s 

to
 s

ki
n

1
0

6
/
1
2
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

肌
の

状
態

、
手

入
れ

に
つ

い
て

述
べ

る
。

sk
in

 p
ro

bl
e
m

, 
tr

e
at

m
e
n
t

1
1

6
/
1
9
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

in
ju

ry
, 
st

ra
in

, 
sp

ra
in

, 
br

u
is

e

1
2

6
/
2
6
(火

)
3

1
2
1

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

怪
我

に
つ

い
て

説
明

す
る

。
H

o
w

?　
W

h
at

? 
W

h
e
n
?

1
3

7
/
3
(火

)
3

1
2
1

re
vi

e
w

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

既
習

事
項

の
復

習

1
4

7
/
1
0
(火

)
3

1
2
1

o
ra

l 
pr

e
se

n
ta

ti
o
n
s

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

会
話

発
表

1
5

7
/
1
7
(火

)
3

1
2
1

試
験

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

4

学
位

授
与

方
針

と
の

関
連

：
1
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

指
定

教
科

書
：
H

e
al

th
 M

at
te

rs
（
金

星
堂

）
　

藤
井

哲
郎

、
A

d
am

 M
u
rr

ay
　

(2
0
0
8
年

)

評
価

：
定

期
試

験
6
0
％

、
課

題
提

出
、

小
テ

ス
ト

2
0
％

、
発

表
2
0
％

S
po

rt
s 

In
ju

ri
e
s

W
h
y 

E
n
gl

is
h
?

S
le

e
p

A
lle

rg
ie

s

S
tr

e
ss

 M
an

ag
e
m

e
n
t

S
ki

n

- 2 -



総
合

英
語

Ⅰ
（
バ

ル
デ

ィ
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
G

e
n
e
ra

l 
E
n
gl

is
h
 c

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 t

h
e
 n

u
rs

in
g 

fi
e
ld

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
デ

イ
ビ

ッ
ド

・
バ

ル
デ

ィ
（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
連

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

4
/
3
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

4
/
1
0
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

4
/
1
7
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

4
/
2
4
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

5
/
8
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

5
/
1
5
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

5
/
2
2
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

5
/
2
9
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

6
/
5
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

6
/
1
2
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

6
/
1
9
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

6
/
2
6
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

7
/
3
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

7
/
1
0
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

7
/
1
7
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
関

連
：
1
、

2
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
連

関
：
2
、

4

授
業

レ
ベ

ル
：
3

評
　

価
：
試

験
　

7
0
％

、
授

業
態

度
　

3
0
%

教
科

書
：
C

am
b
ri
d
ge

 E
n
gl

is
h
 f

o
r 

N
u
rs

in
g,

 C
am

b
ri
d
ge

, 
2
0
1
0

- 3 -



心
の

病

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
吉

岡
　

伸
一

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
3
3
、

E
-
m

ai
l：

sh
iy

o
sh

i@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
6
/
8
(金

)
1

1
1
2

心
の

病
と

は
何

か
吉

岡
　

伸
一

地
域

･精
神

看
護

学
精

神
医

学
の

歴
史

と
現

状
、

精
神

医
学

に
関

連
す

る
法

規
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

精
神

衛
生

、
精

神
保

健
、

ノ
ー

マ
ラ

イ
ゼ

ー
シ

ョ
ン

、
ホ

ス
ピ

タ
リ

ズ
ム

、
脱

施
設

化
、

精
神

療
法

、
精

神
保

健
福

祉
法

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

2
6
/
1
5
(金

)
1

1
1
2

心
の

病
の

治
療

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

精
神

障
害

に
対

す
る

薬
物

療
法

、
精

神
療

法
、

病
態

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
。

向
精

神
薬

、
薬

物
療

法
、

神
経

伝
達

物
質

、
受

容
体

、
精

神
療

法
、

ア
ド

ヒ
ア

ラ
ン

ス

3
6
/
2
2
(金

)
1

1
1
2

発
達

障
害

・
知

的
障

害
の

症
状

・
診

断
・
治

療
前

垣
　

義
弘

脳
神

経
小

児
科

学
発

達
障

害
･知

的
障

害
の

病
因

、
症

状
、

診
断

、
治

療
、

か
か

わ
り

の
視

点
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

発
達

障
害

、
自

閉
症

ス
ペ

ク
ト

ラ
ム

障
害

、
注

意
欠

如
/
多

動
性

障
害

、
　

学
習

障
害

、
知

的
障

害

4
6
/
2
9
(金

)
1

1
1
2

気
分

障
害

と
治

療
吉

岡
　

伸
一

地
域

･精
神

看
護

学
気

分
障

害
の

病
因

、
症

状
、

病
型

、
治

療
薬

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

う
つ

病
、

躁
う

つ
病

、
双

極
型

、
単

極
型

、
躁

病
、

抗
う

つ
薬

、
気

分
安

定
薬

、
抗

躁
薬

、
ノ

ル
ア

ド
レ

ナ
リ

ン
、

セ
ロ

ト
ニ

ン
、

S
S
R

I、
S
N

R
I

5
7
/
6
(金

)
1

1
1
2

統
合

失
調

症
の

治
療

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

統
合

失
調

症
の

病
因

、
症

状
、

病
型

、
治

療
薬

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
幻

覚
、

妄
想

、
陽

性
症

状
、

陰
性

症
状

、
抗

精
神

病
薬

、
ド

ー
パ

ミ
ン

、
セ

ロ
ト

ニ
ン

6
7
/
1
3
(金

)
1

1
1
2

神
経

症
（
不

安
障

害
）
の

治
療

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

神
経

症
の

病
因

、
症

状
、

病
型

、
治

療
薬

、
治

療
法

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
神

経
症

、
抗

不
安

薬
、

精
神

療
法

、
心

理
療

法

7
7
/
2
0
(金

)
1

1
1
2

認
知

症
、

器
質

性
精

神
障

害
、

て
ん

か
ん

、
薬

物
依

存
、

睡
眠

障
害

の
治

療
吉

岡
　

伸
一

地
域

･精
神

看
護

学

認
知

症
、

器
質

性
精

神
障

害
、

て
ん

か
ん

、
薬

物
依

存
、

睡
眠

障
害

の
病

因
、

症
状

、
治

療
薬

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

器
質

性
精

神
障

害
、

認
知

症
、

せ
ん

妄
、

て
ん

か
ん

発
作

、
抗

て
ん

か
ん

薬
、

薬
物

依
存

、
抗

酒
薬

不
眠

症
、

過
眠

症
、

睡
眠

覚
醒

ス
ケ

ジ
ュ

ー
ル

障
害

、
パ

ラ
ソ

ム
ニ

ア
、

睡
眠

導
入

薬

8
7
/
2
7
(金

)
1

1
1
2

地
域

社
会

と
心

の
病

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

精
神

障
害

者
の

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

、
地

域
生

活
、

社
会

参
加

、
偏

見

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
小

テ
ス

ト
6
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
4
0
％

（
総

合
的

に
評

価
）

参
考

書
：
1
．

こ
こ

ろ
の

病
に

効
く
薬

（
星

和
書

店
、

渡
辺

雅
幸

、
2
0
0
4
）

　
2
．

向
精

神
薬

ﾏ
ﾆ
ｭ
ｱ

ﾙ
 第

3
版

（
医

学
書

院
、

融
道

男
、

2
0
0
8
）

　
3
．

精
神

薬
理

学
ｴ
ｯ
ｾ

ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ

ｽ
ﾞ 
第

４
版

（
ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｶ
ﾙ

・
ｻ

ｲ
ｴ
ﾝ
ｽ

・
ｲ
ﾝ
ﾀ
ｰ

ﾅ
ｼ
ｮﾅ

ﾙ
、

2
0
1
5
）

　
4
．

精
神

科
の

薬
が

わ
か

る
本

第
2
版

(医
学

書
院

、
姫

井
昭

男
、

2
0
1
1
)

そ
の

他
：
公

開
授

業
講

座
と

な
り

、
一

般
の

方
が

講
義

に
受

講
す

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。

到
達

目
標

：
精

神
障

害
の

病
態

と
治

療
を

神
経

科
学

的
に

理
解

し
、

説
明

で
き

る
。
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病
気

と
病

理

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
北

村
　

幸
郷

（
病

態
検

査
学

）
連

絡
先

：
n
sh

yk
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

講
義

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
(月

)
1

1
1
2

総
論

：
病

因
、

先
天

性
疾

患
、

組
織

細
胞

障
害

と
そ

の
修

復
北

村
　

幸
郷

病
態

検
査

学
病

気
の

成
り

立
ち

に
お

け
る

内
因

と
外

因
を

説
明

で
き

る
。

病
気

、
ﾎ

ﾒ
ｵ

ｽ
ﾀ
ｰ

ｼ
ｽ

、
病

因
、

奇
形

、
変

性
・
萎

縮
、

壊
死

2
4
/
9
(月

)
1

1
1
2

総
論

：
代

謝
異

常
、

循
環

障
害

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

代
謝

異
常

に
伴

う
細

胞
・
組

織
の

変
化

を
説

明
で

き
る

。
体

液
循

環
の

異
常

に
よ

る
病

変
の

種
類

を
説

明
で

き
る

。
代

謝
異

常
症

、
血

栓
症

、
D

IC
、

梗
塞

、
浮

腫
、

ｼ
ｮｯ

ｸ

3
4
/
9
(月

)
2

1
1
2

総
論

：
炎

症
、

免
疫

異
常

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

炎
症

の
原

因
と

仕
組

み
、

種
類

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
乱

れ
と

病
気

を
説

明
で

き
る

。

四
大

特
徴

、
急

性
・
慢

性
炎

症
、

一
般

炎
症

と
特

殊
炎

症
、

肉
芽

組
織

、
ｱ

ﾚ
ﾙ

ｷ
ﾞｰ

、
自

己
免

疫
疾

患
、

膠
原

病

4
4
/
1
6
(月

)
1

1
1
2

総
論

：
炎

症
、

免
疫

異
常

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

炎
症

の
原

因
と

仕
組

み
、

種
類

を
説

明
で

き
る

。
免

疫
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

の
乱

れ
と

病
気

を
説

明
で

き
る

。

四
大

特
徴

、
急

性
・
慢

性
炎

症
、

一
般

炎
症

と
特

殊
炎

症
、

肉
芽

組
織

、
ｱ

ﾚ
ﾙ

ｷ
ﾞｰ

、
自

己
免

疫
疾

患
、

膠
原

病

5
4
/
2
3
(月

)
1

1
1
2

総
論

：
腫

瘍
北

村
　

幸
郷

病
態

検
査

学
腫

瘍
の

特
徴

と
種

類
を

説
明

で
き

る
。

が
ん

の
特

徴
と

種
類

を
説

明
で

き
る

。
癌

腫
と

肉
腫

、
白

血
病

、
前

癌
状

態
、

転
移

、
良

性
と

悪
性

腫
瘍

、
上

皮
性

と
非

上
皮

性
腫

瘍

6
5
/
1
(火

)
1

1
1
2

循
環

器
系

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

心
臓

と
血

管
の

代
表

的
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

狭
心

症
、

心
筋

梗
塞

、
心

臓
弁

膜
症

、
心

筋
症

、
肺

性
心

、
心

不
全

、
動

脈
硬

化
症

、
動

脈
瘤

7
5
/
7
(月

)
1

1
1
2

呼
吸

器
系

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

呼
吸

器
の

代
表

的
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

気
管

支
喘

息
、

肺
炎

と
肺

線
維

症
、

肺
結

核
、

塵
肺

症
、

肺
癌

8
5
/
1
4
(月

)
1

1
1
2

消
化

器
系

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

消
化

器
の

代
表

的
な

病
気

を
説

明
で

き
る

。
食

道
癌

、
胃

炎
、

胃
潰

瘍
、

胃
癌

、
早

期
癌

、
ｸ
ﾛ
ｰ

ﾝ
病

、
潰

瘍
性

大
腸

炎
、

腺
腫

と
大

腸
癌

、
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
性

肝
炎

、
肝

硬
変

症
、

肝
細

胞
癌

、
胆

管
癌

、
胆

石
症

、
急

性
膵

炎

9
5
/
2
1
(月

)
1

1
1
2

血
液

・
造

血
器

系
北

村
　

幸
郷

病
態

検
査

学
血

液
と

ﾘ
ﾝ
ﾊ

ﾟ節
の

代
表

的
な

疾
患

を
説

明
で

き
る

。
貧

血
、

白
血

病
、

多
発

性
骨

髄
腫

、
悪

性
ﾘ
ﾝ
ﾊ

ﾟ腫

1
0

5
/
2
8
(月

)
1

1
1
2

内
分

泌
系

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

内
分

泌
の

代
表

的
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

糖
尿

病
、

甲
状

腺
機

能
異

常
、

副
腎

機
能

異
常

、
甲

状
腺

腫
瘍

、
副

腎
腫

瘍

1
1

6
/
1
1
(月

)
1

1
1
2

神
経

・
運

動
器

系
北

村
　

幸
郷

病
態

検
査

学
脳

・
脊

髄
、

運
動

器
の

代
表

的
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

脳
梗

塞
と

脳
出

血
、

脳
腫

瘍
、

変
性

疾
患

1
2

6
/
1
8
(月

)
1

1
1
2

生
殖

器
系

北
村

　
幸

郷
松

下
　

倫
子

病
態

検
査

学
生

殖
器

の
代

表
的

な
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

子
宮

癌
、

卵
巣

腫
瘍

、
睾

丸
腫

瘍

1
3

6
/
2
5
(月

)
1

1
1
2

感
覚

器
系

、
皮

膚
、

胸
壁

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

感
覚

器
、

皮
膚

、
胸

壁
の

代
表

的
疾

患
を

説
明

で
き

る
。

難
聴

、
視

力
障

害
、

め
ま

い
、

乳
腺

腫
瘍

、
皮

膚
腫

瘍

1
4

7
/
2
(月

)
1

1
1
2

病
理

総
括

北
村

　
幸

郷
病

態
検

査
学

病
理

総
論

の
全

体
像

を
総

括
す

る
。

1
5

7
/
9
(月

)
1

1
1
2

細
胞

診
北

村
　

幸
郷

松
下

　
倫

子
病

態
検

査
学

細
胞

診
の

意
義

を
理

解
す

る
細

胞
診

、
ス

ク
リ

ー
ナ

ー
、

細
胞

検
査

、
検

診

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

：
2
、

3
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
：
2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

教
科

書
：

な
し

（
ﾌ
ﾟﾘ

ﾝ
ﾄ配

布
）

参
考

書
：

わ
か

り
や

す
い

病
理

学
 2

0
0
8
年

改
訂

第
5
版

（
南

江
堂

）

評
　

価
：

定
期

試
験

、
授

業
態

度

到
達

目
標

：
知

っ
て

お
く
べ

き
病

気
の

基
本

的
概

念
と

特
徴

を
理

解
す

る
（
具

体
的

に
は

、
国

家
試

験
に

出
題

さ
れ

る
内

容
）
。
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病
気

と
微

生
物

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
鰤

岡
　

直
人

（
病

態
検

査
学

）
連

絡
先

：
研

究
室

 T
E
L
 0

8
5
9
-
3
8
-
6
3
8
5

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
6
(金

)
2

1
1
2

臨
床

研
究

の
倫

理
遠

藤
　

佑
輔

新
規

医
療

研
究

推
進

セ
ン

タ
ー

臨
床

研
究

の
注

意
点

と
倫

理
に

つ
い

て
臨

床
研

究
，

ヘ
ル

シ
ン

キ
宣

言

2
4
/
1
3
(金

)
2

1
1
2

B
型

肝
炎

の
臨

床
的

問
題

点
岡

野
　

淳
一

第
二

内
科

診
療

群
B

型
肝

炎
の

問
題

点
を

理
解

す
る

。
B

型
肝

炎
 ,
標

準
予

防
策

，
歴

史
的

背
景

，
偏

見
差

別
防

止
，

実
際

の
患

者
さ

ん
の

声
を

聞
く

3
4
/
2
0
(金

)
2

1
1
2

病
原

体
の

種
類

鰤
岡

　
直

人
病

態
検

査
学

微
生

物
と

感
染

症
を

理
解

す
る

。
細

菌
、

ﾘ
ｹ

ｯ
ﾁ
ｱ

、
ｸ
ﾗ
ﾐｼ

ﾞｱ
、

真
菌

、
ｳ

ｲ
ﾙ

ｽ
、

他

4
4
/
2
7
(金

)
2

1
1
2

滅
菌

、
消

毒
廣

岡
　

保
明

病
態

検
査

学
滅

菌
、

消
毒

の
違

い
を

理
解

す
る

。
手

術
室

の
臨

床
。

手
術

室
の

臨
床

5
5
/
2
(水

)
2

1
1
2

循
環

器
領

域
の

感
染

症
濱

田
　

紀
宏

地
域

医
療

学
循

環
器

系
の

危
険

な
感

染
症

を
理

解
す

る
。

（
1
）
感

染
性

心
内

膜
炎

、
（
2
）
急

性
心

筋
炎

な
ど

6
5
/
1
1
(金

)
2

1
1
2

抗
菌

薬
分

類
、

ﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ
，

感
染

症
法

高
田

　
美

也
子

病
態

検
査

学
抗

菌
薬

の
種

類
と

作
用

機
序

お
よ

び
ﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ
，

感
染

症
法

を
理

解
す

る
。

抗
菌

薬
、

ﾜ
ｸ
ﾁ
ﾝ
，

感
染

症
法

7
5
/
1
8
(金

)
2

1
1
2

耳
鼻

咽
喉

科
領

域
の

感
染

症
片

岡
　

英
幸

成
人

・
老

人
看

護
学

耳
鼻

咽
喉

科
領

域
の

感
染

症
に

関
し

て
理

解
す

る
。

耳
鼻

咽
喉

科
領

域
の

感
染

症

8
5
/
2
5
(金

)
2

1
1
2

消
化

器
感

染
症

鰤
岡

　
直

人
病

態
検

査
学

消
化

器
感

染
症

の
病

態
を

知
る

。
消

化
器

感
染

症

9
6
/
8
(金

)
2

1
1
2

呼
吸

器
感

染
症

中
本

  
成

紀
高

次
感

染
症

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

呼
吸

器
感

染
症

の
病

態
を

知
る

。
市

中
・
院

内
肺

炎
、

肺
結

核

1
0

6
/
1
5
(金

)
2

1
1
2

抗
菌

薬
、

M
IC

千
酌

　
浩

樹
感

染
制

御
部

抗
菌

薬
の

臨
床

を
理

解
す

る
。

各
種

抗
菌

薬
、

最
小

発
育

阻
止

濃
度

（
M

IC
）

1
1

6
/
2
2
(金

)
2

1
1
2

泌
尿

生
殖

器
感

染
症

花
木

　
啓

一
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

泌
尿

生
殖

器
感

染
症

の
病

態
を

知
る

。
尿

路
感

染
症

、
性

感
染

症

1
2

6
/
2
9
(金

)
2

1
1
2

中
枢

神
経

感
染

症
・
敗

血
症

花
木

　
啓

一
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

中
枢

神
経

感
染

症
・
敗

血
症

の
病

態
を

知
る

。
髄

膜
炎

、
脳

炎
、

敗
血

症

1
3

7
/
6
(金

)
2

1
1
2

日
和

見
感

染
・
感

染
予

防
上

灘
　

紳
子

看
護

部
(非

常
勤

講
師

)
日

和
見

感
染

・
感

染
予

防
を

知
る

。
医

療
関

連
感

染
、

標
準

予
防

策
、

感
染

経
路

別
予

防
策

、
針

刺
し

等
血

液
曝

露
対

策
、

ワ
ク

チ
ン

接
種

1
4

7
/
1
3
(金

)
2

1
1
2

特
殊

な
感

染
症

鰤
岡

　
直

人
病

態
検

査
学

節
足

動
物

な
ど

を
介

す
る

感
染

症
，

寄
生

虫
症

を
知

る
。

寄
生

虫
症

，
節

足
動

物
媒

介

1
5

7
/
2
0
(金

)
2

1
1
2

ま
と

め
高

田
　

美
也

子
病

態
検

査
学

臨
床

で
重

要
な

微
生

物
検

査
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

臨
床

検
査

法

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
：
１

授
業

の
レ

ベ
ル

：
1

教
科

書
：
1
．

ｽ
ﾀ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ﾄﾞ
微

生
物

学
 最

新
版

（
分

光
堂

、
土

肥
・
山

本
・
宇

賀
監

修
）
，

2
．

 感
染

と
生

体
防

御
（
第

二
版

）
 （

建
帛

社
，

酒
井

徹
・
森

口
覚

・
山

本
茂

 編
著

）

評
価

：
定

期
試

験
　

1
0
0
%

到
達

目
標

：
感

染
症

に
つ

い
て

、
臨

床
的

背
景

と
疾

病
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
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疾
病

論
（
前

期
）

到
達

目
標

：
主

要
臓

器
の

解
剖

学
、

生
理

学
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

疾
患

の
原

因
、

症
状

、
診

断
、

治
療

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
片

岡
　

英
幸

（
成

人
・
老

人
看

護
学

）
連

絡
先

：
h
ka

ta
o
ka

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
2

1
1
2

循
環

器
疾

患
（
1
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

循
環

器
の

疾
患

を
理

解
す

る
。

心
機

能
、

心
電

図
、

不
整

脈
、

狭
心

症
、

心
筋

梗
塞

2
4
/
1
0
(火

)
2

1
1
2

乳
腺

疾
患

の
診

断
、

治
療

廣
岡

　
保

明
病

態
検

査
学

乳
腺

疾
患

の
診

断
、

治
療

が
理

解
で

き
る

。
乳

癌
、

乳
腺

症
、

線
維

腺
腫

3
4
/
1
7
(火

)
2

1
1
2

循
環

器
疾

患
（
2
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

循
環

器
の

疾
患

を
理

解
す

る
。

心
音

、
先

天
性

心
疾

患
、

心
臓

弁
膜

症

4
4
/
2
4
(火

)
2

1
1
2

消
化

器
疾

患
総

論
廣

岡
　

保
明

病
態

検
査

学
消

化
器

疾
患

の
特

徴
を

理
解

で
き

る
（
総

論
）
。

消
化

器
臓

器
の

役
割

と
機

能
、

消
化

器
の

構
造

、
腹

膜
炎

、
急

性
腹

症
、

腹
膜

刺
激

症
状

、
消

化
酵

素
、

経
管

栄
養

、
末

梢
静

脈
栄

養
、

中
心

静
脈

栄
養

5
5
/
8
(火

)
2

1
1
2

消
化

管
疾

患
の

診
断

、
治

療
廣

岡
　

保
明

病
態

検
査

学
消

化
管

疾
患

の
症

状
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

口
腔

の
疾

患
、

食
道

癌
、

胃
癌

、
 胃

潰
瘍

、
小

腸
腫

瘍
、

大
腸

癌

6
5
/
1
5
(火

)
2

1
1
2

循
環

器
疾

患
（
3
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

循
環

器
の

疾
患

を
理

解
す

る
。

心
不

全
、

動
脈

硬
化

、
高

血
圧

7
5
/
2
2
(火

)
2

1
1
2

肝
胆

膵
疾

患
の

診
断

、
治

療
廣

岡
　

保
明

病
態

検
査

学
肝

・
胆

・
膵

疾
患

の
症

状
、

診
断

、
治

療
が

理
解

で
き

る
。

肝
臓

癌
、

肝
硬

変
、

胆
石

、
胆

道
癌

、
膵

炎
、

膵
癌

8
5
/
2
9
(火

)
2

1
1
2

移
植

医
療

廣
岡

　
保

明
病

態
検

査
学

肝
移

植
、

腎
移

植
が

理
解

で
き

る
。

生
体

肝
移

植
、

腎
移

植
、

ﾄﾞ
ﾅ

ｰ
、

ﾚ
ｼ
ﾋ
ﾟｴ

ﾝ
ﾄ

9
6
/
5
(火

)
2

1
1
2

代
謝

性
疾

患
（
1
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

糖
尿

病
を

理
解

す
る

。
１

型
糖

尿
病

、
２

型
糖

尿
病

1
0

6
/
1
2
(火

)
2

1
1
2

運
動

器
疾

患
（
1
）

萩
野

　
浩

基
礎

看
護

学
運

動
器

疾
患

の
診

断
・
治

療
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
変

形
性

関
節

症
、

関
節

ﾘ
ｳ

ﾏ
ﾁ
、

痛
風

性
関

節
炎

1
1

6
/
1
9
(火

)
2

1
1
2

代
謝

性
疾

患
（
2
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

糖
尿

病
の

合
併

症
、

脂
質

異
常

を
理

解
す

る
。

神
経

障
害

、
網

膜
症

、
腎

症
、

脂
質

異
常

1
2

6
/
2
6
(火

)
2

1
1
2

運
動

器
疾

患
（
2
）

萩
野

　
浩

基
礎

看
護

学
運

動
器

疾
患

の
診

断
・
治

療
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
頚

椎
、

腰
椎

疾
患

、
骨

折

1
3

7
/
3
(火

)
2

1
1
2

免
疫

・
ア

レ
ル

ギ
ー

・
膠

原
病

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

ア
レ

ル
ギ

ー
疾

患
、

免
疫

疾
患

、
膠

原
病

を
理

解
す

る
。

ア
レ

ル
ギ

ー
、

自
己

免
疫

疾
患

、
A

N
C

A
関

連
血

管
炎

1
4

7
/
1
0
(火

)
2

1
1
2

腎
・
泌

尿
器

疾
患

（
1
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

腎
機

能
を

理
解

す
る

。
糸

球
体

、
尿

細
管

、
酸

塩
基

平
衡

、
ネ

フ
ロ

ー
ゼ

1
5

7
/
1
7
(火

)
2

1
1
2

腎
・
泌

尿
器

疾
患

（
2
）

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

腎
・
泌

尿
器

疾
患

を
理

解
す

る
。

透
析

、
膀

胱
、

前
立

腺

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

参
考

書
：
1
．

内
科

学
（
朝

倉
書

店
）
、

2
．

病
気

が
み

え
る

（
医

療
情

報
科

学
研

究
所

）
、

3
．

成
人

看
護

学
 (
系

統
看

護
学

講
座

 専
門

分
野

、
医

学
書

院
)

評
　

価
：
定

期
試

験
に

よ
り

評
価

す
る

。

  
各

担
当

者
が

出
題

し
、

そ
れ

ぞ
れ

の
配

点
は

担
当

時
間

に
比

例
す

る
よ

う
配

分
す

る
。
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疫
学

科
目

到
達

目
標

：
保

健
統

計
学

の
理

論
と

手
法

を
理

解
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
浦

上
　

克
哉

（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
E
-
m

ai
l：

ku
ra

ka
m

i@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

　
　

　
　

　
研

究
室

 T
E
L
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
5
4
　

生
体

制
御

学
講

座
、

阿
部

ま
で

伝
言

し
て

く
だ

さ
い

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
1

1
1
2

公
衆

衛
生

と
は

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

公
衆

衛
生

の
概

念
と

基
本

的
な

内
容

を
理

解
す

る
健

康
、

予
防

、
ヘ

ル
ス

ケ
ア

2
4
/
1
0
(火

)
1

1
1
2

健
康

と
環

境
、

疫
学

的
方

法
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
健

康
の

成
り

立
ち

を
理

解
す

る
。

疫
学

の
考

え
方

と
方

法
を

理
解

す
る

。
環

境
、

母
集

団
、

危
険

度
、

ス
ク

リ
ー

ニ
ン

グ
テ

ス
ト

、
デ

ー
タ

の
偏

り

3
4
/
1
7
(火

)
1

1
1
2

健
康

の
指

標
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
健

康
の

指
標

を
理

解
す

る
。

集
団

の
健

康
水

準
を

理
解

す
る

。
人

口
問

題
、

国
勢

調
査

、
少

子
高

齢
社

会
、

P
M

I、
IC

D
、

平
均

寿
命

4
4
/
2
4
(火

)
1

1
1
2

感
染

症
と

そ
の

予
防

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

感
染

症
の

成
立

要
因

と
伝

播
様

式
を

理
解

す
る

。
流

行
、

新
興

感
染

症
、

予
防

接
種

、
院

内
感

染
、

性
感

染
症

5
5
/
8
(火

)
1

1
1
2

食
品

保
健

と
栄

養
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
食

品
衛

生
の

制
度

を
理

解
す

る
。

食
中

毒
、

細
菌

性
食

中
毒

、
毒

素
型

食
中

毒
、

食
事

摂
取

基
準

6
5
/
1
5
(火

)
1

1
1
2

地
域

保
健

活
動

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

ヘ
ル

ス
サ

ー
ビ

ス
の

た
め

の
ハ

ー
ド

ウ
エ

ア
と

マ
ン

パ
ワ

ー
、

シ
ス

テ
ム

を
理

解
す

る
。

地
域

医
療

保
健

計
画

、
地

域
保

健
法

、
地

域
防

災
計

画

7
5
/
2
2
(火

)
1

1
1
2

精
神

保
健

福
祉

古
川

　
勝

敏
生

体
制

御
学

精
神

保
健

福
祉

に
つ

い
て

学
ぶ

。
ア

ル
コ

ー
ル

依
存

症
、

ア
ル

ツ
ハ

イ
マ

ー
型

認
知

症
、

う
つ

病

8
5
/
2
9
(火

)
1

1
1
2

母
子

保
健

浦
上

　
克

哉
非

常
勤

講
師

わ
が

国
の

母
子

保
健

の
現

状
と

今
後

の
方

向
を

学
ぶ

。
母

子
保

健
法

、
周

産
期

死
亡

率
、

垂
直

感
染

、
保

健
指

導
、

訪
問

指
導

9
6
/
5
(火

)
1

1
1
2

学
校

保
健

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

学
校

保
健

の
内

容
を

理
解

す
る

。
学

校
教

育
法

、
学

校
保

健
安

全
法

、
保

健
教

育
、

学
校

安
全

1
0

6
/
1
2
(火

)
1

1
1
2

こ
れ

か
ら

の
公

衆
衛

生
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
公

衆
衛

生
は

今
後

い
か

に
あ

る
べ

き
か

を
考

察
す

る
。

社
会

の
変

貌
、

地
球

環
境

へ
の

対
応

、
疾

病
構

造
の

変
化

、
価

値
観

変
容

へ
の

対
応

1
1

6
/
1
9
(火

)
1

1
1
2

実
践

保
健

統
計

学
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
実

践
統

計
学

の
２

手
法

を
理

解
す

る
。

カ
イ

二
乗

検
定

、
相

関
係

数
、

t-
検

定
、

W
ilk

o
xo

n
検

定

1
2

6
/
2
6
(火

)
1

1
1
2

生
活

環
境

の
保

全
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
現

代
の

生
活

環
境

問
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

球
環

境
問

題
、

生
活

環
境

の
安

全
、

廃
棄

物
処

理

1
3

7
/
3
(火

)
1

1
1
2

生
活

習
慣

病
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
生

活
習

慣
病

の
現

状
と

対
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
生

活
習

慣
病

、
３

大
死

因
、

老
人

保
健

、
健

康
増

進
、

メ
タ

ボ
リ

ッ
ク

シ
ン

ド
ロ

ー
ム

1
4

7
/
1
0
(火

)
1

1
1
2

健
康

教
育

と
ヘ

ル
ス

プ
ロ

モ
ー

シ
ョ

ン
高

村
　

歩
美

生
体

制
御

学
健

康
教

育
と

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
や

そ
の

取
り

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
健

康
教

育
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
P

la
n
・
D

o
・
S
e
e

1
5

7
/
1
7
(火

)
1

1
1
2

産
業

保
健

高
村

　
歩

美
生

体
制

御
学

健
康

に
影

響
す

る
労

働
環

境
、

お
よ

び
職

業
病

の
予

防
と

対
策

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
労

働
安

全
衛

生
法

、
職

業
病

、
作

業
環

境
管

理
、

V
D

T
作

業
に

よ
る

障
害

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

3
、

6
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

指
定

教
科

書
：
わ

か
り

や
す

い
公

衆
衛

生
学

、
N

o
u
ve

lle
 h

ir
o
ka

w
a 

dフ
ァ

イ
3
版

（
浦

上
、

高
村

担
当

書
）

参
考

書
：
1
．

系
統

看
護

学
講

座
　

専
門

基
礎

８
　

公
衆

衛
生

学
、

医
学

書
院

、
2
0
1
8
年

（
浦

上
担

当
書

）

 　
2
．

臨
床

検
査

医
学

講
座

　
公

衆
衛

生
学

、
医

歯
薬

出
版

、
2
0
1
8
年

（
浦

上
担

当
書

）

評
価

：
定

期
試

験
　

7
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
・
授

業
態

度
評

価
　

3
0
％

（
浦

上
、

高
村

）
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周
産

期
医

学
 

科
目

到
達

目
標

：
周

産
期

の
母

体
と

胎
児

・
新

生
児

に
つ

い
て

、
そ

の
生

理
機

序
と

、
疾

病
の

病
態

・
治

療
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
花

木
　

啓
一

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
6
(金

)
1

1
1
2

妊
娠

と
分

娩
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
妊

娠
と

分
娩

の
生

理
が

理
解

で
き

る
妊

娠
と

分
娩

の
臨

床
経

過
、

分
娩

の
三

要
素

2
4
/
1
3
(金

)
1

1
1
2

母
体

の
疾

患
と

新
生

児
疾

患
長

田
　

郁
夫

子
育

て
長

田
子

ど
も

ｸ
ﾘ
ﾆ
ｯ
ｸ

(非
常

勤
講

師
)

母
体

の
疾

患
が

新
生

児
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

妊
婦

の
栄

養
、

内
分

泌
疾

患
、

母
子

感
染

3
4
/
2
0
(金

)
1

1
1
2

母
子

相
互

作
用

・
母

乳
栄

養
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
母

子
相

互
作

用
と

育
児

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
母

子
相

互
作

用
，

母
乳

栄
養

，
育

児
支

援

4
4
/
2
7
(金

)
1

1
1
2

新
生

児
の

特
徴

と
疾

病
(1

)
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
新

生
児

の
生

理
と

疾
病

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
正

期
産

児
、

早
期

産
児

、
低

出
生

体
重

児
、

新
生

児
黄

疸

5
5
/
2
(水

)
1

1
1
2

周
産

期
医

療
の

実
際

三
浦

　
眞

澄
小

児
科

新
生

児
を

中
心

と
し

た
周

産
期

医
療

の
実

際
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

周
産

期
医

療
体

制
、

N
IC

U
、

人
工

呼
吸

器

7
5
/
1
1
(金

)
1

1
1
2

新
生

児
の

特
徴

と
疾

病
(2

)
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
新

生
児

の
生

理
と

疾
病

つ
い

て
理

解
で

き
る

新
生

児
仮

死
、

呼
吸

窮
迫

症
候

群

6
5
/
1
8
(金

)
1

1
1
2

遺
伝

性
疾

患
、

遺
伝

相
談

（
1
）

(花
木

啓
一

)
遺

伝
子

診
療

科
遺

伝
性

疾
患

と
そ

の
遺

伝
形

式
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

表
現

型
、

遺
伝

子
型

、
遺

伝
子

変
異

、
遺

伝
形

式
、

先
天

異
常

、
家

系
図

8
5
/
2
5
(金

)
1

1
1
2

遺
伝

性
疾

患
、

遺
伝

相
談

（
2
）

(花
木

啓
一

)
遺

伝
子

診
療

科
遺

伝
性

疾
患

の
遺

伝
相

談
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

染
色

体
異

常
症

、
単

一
遺

伝
子

病
、

出
生

前
診

断
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

6
、

7
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

定
期

試
験

8
0
%

レ
ポ

ー
ト

2
0
%
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老
年

医
学

科
目
責

任
者

（
所

属
）
：
花
島
　
律
子
（
脳
神
経
内
科
学
）

連
絡

先
：

脳
神

経
内

科
学

分
野
教
室
（
内
線
6
7
5
7
）

回
数

月
日

時
限

講
義
室

授
業
内
容

担
当
者

講
座
・

分
野
・
診
療
科

到
達
目
標

授
業
の
キ
ー
ワ
ー
ド

1
6
/
7
(木

)
4

1
1
2

循
環

器
・
代

謝
性

疾
患

大
倉

　
毅

第
一
内
科

診
療
科
群

高
齢
者
に
お
け
る
内
分
泌
、
生
活
習
慣
病

高
齢
者
の
代
謝
、
内
分
泌
機
能

2
6
/
1
4
(木

)
4

1
1
2

神
経
疾
患

河
瀬
真
也

脳
神
経
内
科
学

高
齢
者
の
神
経
疾
患

を
理
解
す
る
。

神
経
疾
患

3
6
/
2
1
(木

)
4

1
1
2

老
年
医
学
総
論

花
島
　
律
子

脳
神
経
内
科
学

高
齢
者
の
特
徴
，
健
康
長
寿
へ
の
取
り
組
み
を
理
解
す
る
。

高
齢
者
，
健
康
長
寿

4
6
/
2
8
(木

)
4

1
1
2

循
環

器
・
代

謝
性

疾
患

小
倉

　
一

能
第
一
内
科

診
療
科
群

高
齢
者
に
お
け
る
循
環
器
疾
患

心
血
管
系
の
老
化
、
動
脈
硬
化

5
7
/
5
(木

)
4

1
1
2

老
年
医
学
総
論
・
消
化
器
疾
患

岡
野
　
淳
一

機
能
病
態
内
科
学

老
化
の
概
念
を
理
解

す
る
。

老
化
の
実
態
、
老
化
の
研
究

6
7
/
1
2
(木

)
4

1
1
2

高
齢
者
に
多
い
消
化
器
疾
患

岡
野
　
淳
一

機
能
病
態
内
科
学

高
齢
者
に
多
い
消
化

器
疾
患
の
病
態
を
理
解
す
る
。

消
化
器
疾
患
各
論

7
7
/
1
9
(木

)
4

1
1
2

呼
吸
器
疾
患

井
岸
　
正

卒
後
臨
床
研
修

セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
疾
患
の
老
化
と
関
連
を
理
解
す
る
。

呼
吸
機
能
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

8
7
/
2
6
(木

)
4

1
1
2

呼
吸
器
疾
患

井
岸
　
正

卒
後
臨
床
研
修

セ
ン
タ
ー

呼
吸
器
疾
患
の
老
化
と
関
連
を
理
解
す
る
。

誤
嚥
、
高
齢
者
肺
炎

教
育
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
の
関
連
：
2
、
3
、
4

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
確

認
の

上
、
予

習
・
復

習
し
て
く
だ
さ
い
。

学
位
授
与
の
方
針
と
の
関

連
：
1
、
2

授
業

の
レ
ベ
ル

：
3

評
　
価

：
定

期
試

験
　
1
0
0
％

参
考

書
：

1
．
ｴ
ｯ
ｾ
ﾝ
ｼ
ｬ
ﾙ
老
年
病
学
（
医
歯
薬
出
版

、
小

沢
利

男
編

、
1
9
9
8
）

2
．
老

年
医

学
ﾃ
ｷ
ｽ
ﾄ改

訂
3
版

（
ﾒ
ｼ
ﾞｶ
ﾙ
ﾋ
ﾞｭ
ｰ
社
、
日

本
老

年
医

学
会

編
、
2
0
0
8
）

到
達
目

標
：
高

齢
者

の
特
徴
と
高
齢
者
の
疾
患
に
多

い
疾

患
に
つ
い
て
理

解
す
る
。
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生
活

援
助

論
演

習
Ⅱ

①
 看

護
援

助
の

思
考

プ
ロ

セ
ス

を
活

用
し

て
生

活
援

助
を

実
施

で
き

る
。

　
②

 生
活

援
助

に
つ

い
て

看
護

援
助

の
た

め
の

基
本

的
機

能
の

視
点

か
ら

理
解

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。
　

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
奥

田
　

 玲
子

（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

：
教

員
室

 T
E
L
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
0
3
　

　
E
-
m

ai
l：

re
o
kd

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1

2
2

3
1

4
2

5
1

6
2

7
1

8
2

9
1

1
0

2

1
1

1

1
2

2

1
3

1

1
4

2

5
/
1
0
(木

)

4
/
5
(木

)

4
/
1
2
(木

)

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
足

浴
　

②
　

　
事

例
を

用
い

た
援

助

4
/
1
1
(水

)

4
/
1
9
(木

)

1
1
2

実
習

室

実
習

室

4
/
1
8
(水

)
実

習
室

実
習

室

科
目

到
達

目
標

：

皮
膚

・
粘

膜
の

構
造

と
機

能
、

洗
浄

剤
、

熱
放

散
、

清
拭

、
部

分
用

、
入

浴
介

助
、

口
腔

ｹ
ｱ

、
清

潔
の

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
、

情
報

の
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ、

必
要

な
援

助
の

判
断

、
援

助
の

実
施

計
画

、
援

助
の

実
施

・
評

価
、

看
護

援
助

の
た

め
の

基
本

的
機

能
、

（
環

境
整

備
、

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
ﾎ

ﾞﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｸ
ｽ

、
倫

理
、

安
全

・
安

楽
）

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
部

分
清

拭
　

①
　

　
基

本
的

な
留

意
点

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
部

分
清

拭
　

②
　

　
事

例
を

用
い

た
援

助

・
皮

膚
と

粘
膜

の
保

護
お

よ
び

清
潔

保
持

に
関

す
る

生
理

的
学

的
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｽ

ﾞﾑ
を

理
解

す
る

。
・
清

潔
の

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
に

関
す

る
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄの

視
点

を
理

解
す

る
。

・
清

潔
の

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
の

充
足

状
態

を
対

象
者

の
情

報
か

ら
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄし

、
必

要
な

援
助

を
判

断
す

る
。

・
清

潔
に

か
か

わ
る

技
術

の
基

本
的

留
意

点
を

ふ
ま

え
、

対
象

者
に

応
じ

た
実

施
計

画
を

立
て

る
。

・
援

助
を

実
施

・
評

価
し

、
安

全
・
安

楽
・
自

立
性

を
考

慮
し

た
よ

り
よ

い
援

助
方

法
を

検
討

す
る

。
・
事

例
に

お
け

る
清

潔
の

援
助

に
つ

い
て

基
本

的
機

能
の

視
点

か
ら

理
解

を
深

め
る

。

実
習

室

1
1
2

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
洗

髪
　

②
　

　
事

例
を

用
い

た
援

助
4
/
2
6
(木

)

基
礎

看
護

学
身

体
の

清
潔

を
援

助
す

る
技

術
　

足
浴

　
①

　
/
　

C
　

洗
髪

　
①

　
　

基
本

的
な

留
意

点

科
目

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
身

体
の

清
潔

を
援

助
す

る
技

術
　

皮
膚

・
粘

膜
の

生
理

的
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
ケ

ア
　

清
潔

ニ
ー

ズ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
清

潔
の

援
助

方
法

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
入

浴
介

助
・
　

口
腔

ケ
ア

奥
田

　
玲

子

深
田

　
美

香

笠
城

　
典

子

藤
原

  
由

記
子

山
本

　
陽

子

青
戸

　
春

香
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回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5

1

1
6

2

1
7

1

1
8

2

1
9

1

2
0

2

2
1

1

2
2

2

2
3

1

2
4

2

2
5

1

2
6

2

2
7

1

2
8

2

2
9

1

3
0

2

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

レ
ベ

ル
：
2

評
価

：
小

テ
ス

ト
5
0
％

・
振

り
返

り
シ

ー
ト

4
0
％

・
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

1
0
％

教
科

書
：

1
.　

深
井

喜
代

子
　

編
集

：
新

体
系

　
看

護
学

全
書

　
基

礎
看

護
学

②
　

基
礎

看
護

技
術

Ⅰ
、

メ
ヂ

カ
ル

フ
レ

ン
ド

社

2
.　

深
井

喜
代

子
　

編
集

：
新

体
系

　
看

護
学

全
書

　
基

礎
看

護
学

③
　

基
礎

看
護

技
術

Ⅱ
、

メ
ヂ

カ
ル

フ
レ

ン
ド

社

・
基

本
的

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
の

充
足

状
態

を
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄし

、
必

要
な

援
助

を
判

断
す

る
。

・
対

象
者

に
応

じ
た

援
助

の
実

施
計

画
を

立
て

る
。

・
援

助
を

実
施

・
評

価
し

、
安

全
・
安

楽
・
自

立
性

を
考

慮
し

た
よ

り
よ

い
援

助
方

法
を

検
討

す
る

。
・
事

例
に

お
け

る
日

常
生

活
の

援
助

に
つ

い
て

基
本

的
機

能
の

視
点

か
ら

理
解

を
深

め
る

。
・
基

本
的

ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
の

関
連

性
を

情
報

の
つ

な
が

り
か

ら
整

理
し

、
広

い
視

野
で

対
象

者
を

捉
え

、
援

助
の

意
図

を
明

確
に

す
る

。

6
/
2
1
(木

)

6
/
1
4
(木

)

6
/
7
(木

)

5
/
2
4
(木

)

実
習

室

7
/
1
9
(木

)

7
/
1
2
(木

)
統

合
技

術
演

習
　

 事
例

を
用

い
た

援
助

実
習

室

奥
田

　
玲

子

深
田

　
美

香

笠
城

　
典

子

藤
原

  
由

記
子

山
本

　
陽

子

青
戸

　
春

香

5
/
1
7
(木

)

日
常

生
活

（
食

事
・
排

泄
・
衣

服
・
活

動
・
清

潔
）
の

援
助

基
本

的
ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
、

情
報

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

必
要

な
援

助
の

判
断

、
援

助
の

実
施

計
画

、
援

助
の

実
施

・
評

価
、

看
護

援
助

の
た

め
の

基
本

的
機

能
（
環

境
整

備
、

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
ﾎ

ﾞﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｸ
ｽ

、
倫

理
、

安
全

・
安

楽
）

・
衣

生
活

の
ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
に

関
す

る
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄの

視
点

を
理

解
す

る
。

・
衣

生
活

の
ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
の

充
足

状
態

を
対

象
者

の
情

報
か

ら
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄし

、
必

要
な

援
助

を
判

断
す

る
。

・
衣

生
活

に
か

か
わ

る
技

術
の

基
本

的
留

意
点

を
ふ

ま
え

、
対

象
者

に
応

じ
た

実
施

計
画

を
立

て
る

。
・
援

助
を

実
施

・
評

価
し

、
安

全
・
安

楽
・
自

立
性

を
考

慮
し

た
よ

り
よ

い
援

助
方

法
を

検
討

す
る

。
・
事

例
に

お
け

る
衣

生
活

の
援

助
に

つ
い

て
基

本
的

機
能

の
視

点
か

ら
理

解
を

深
め

る
。

被
服

気
候

、
寝

衣
交

換
衣

生
活

の
ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
、

情
報

の
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ、

必
要

な
援

助
の

判
断

、
援

助
の

実
施

計
画

、
援

助
の

実
施

・
評

価
、

看
護

援
助

の
た

め
の

基
本

的
機

能
（
環

境
整

備
、

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
ﾎ

ﾞﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｸ
ｽ

、
倫

理
、

安
全

・
安

楽
）

・
排

尿
と

排
便

に
関

す
る

生
理

的
学

的
ﾒ
ｶ
ﾆ
ｽ

ﾞﾑ
を

理
解

す
る

。
・
排

泄
の

ニ
ー

ド
に

関
す

る
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄの

視
点

を
理

解
す

る
。

・
排

泄
の

ニ
ー

ド
の

充
足

状
態

を
対

象
者

の
情

報
か

ら
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄし

、
必

要
な

援
助

を
判

断
す

る
。

・
排

泄
に

か
か

わ
る

技
術

の
基

本
的

留
意

点
を

ふ
ま

え
、

対
象

者
に

応
じ

た
実

施
計

画
を

立
て

る
。

・
援

助
を

実
施

・
評

価
し

、
安

全
・
安

楽
・
自

立
性

を
考

慮
し

た
よ

り
よ

い
援

助
方

法
を

検
討

す
る

。
・
事

例
に

お
け

る
排

泄
の

援
助

に
つ

い
て

基
本

的
機

能
の

視
点

か
ら

理
解

を
深

め
る

。

排
便

・
排

尿
の

し
く
み

、
床

上
排

泄
、

持
続

的
導

尿
、

排
泄

の
ﾆ
ｰ

ﾄﾞ
、

情
報

の
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ、

必
要

な
援

助
の

判
断

、
援

助
の

実
施

計
画

、
援

助
の

実
施

・
評

価
、

看
護

援
助

の
た

め
の

基
本

的
機

能
（
環

境
整

備
、

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
ﾎ

ﾞﾃ
ﾞｨ

ﾒ
ｶ
ﾆ
ｸ
ｽ

、
倫

理
、

安
全

・
安

楽
）

実
習

室

6
/
2
8
(木

)

基
礎

看
護

学

排
泄

を
促

す
技

術
　

持
続

的
導

尿
　

②
　

　
事

例
を

用
い

た
援

助

実
習

室

実
習

室

実
習

室

実
習

室

排
泄

を
促

す
技

術
　

床
上

排
泄

　
②

　
　

事
例

を
用

い
た

援
助

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
寝

衣
交

換
　

②
　

　
事

例
を

用
い

た
援

助
の

実
施

排
泄

を
促

す
技

術
　

排
尿

・
排

便
の

生
理

的
メ

カ
ニ

ズ
ム

　
排

尿
・
排

便
の

ニ
ー

ズ
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

　
　

床
上

排
泄

　
①

/
 H

　
持

続
的

導
尿

　
①

　
　

基
本

的
な

留
意

点

実
習

室

身
体

の
清

潔
を

援
助

す
る

技
術

　
寝

衣
交

換
　

①
　

　
基

本
的

な
留

意
点
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治
療

援
助

論
演

習

科
目

到
達

目
標

：
治

療
･検

査
を

医
療

安
全

の
視

点
か

ら
理

解
し

、
看

護
の

役
割

が
理

解
で

き
る

。
検

査
や

治
療

に
必

要
な

基
本

的
技

術
を

習
得

で
き

る
。

安
全

管
理

、
感

染
予

防
の

視
点

を
理

解
し

て
援

助
を

行
う

こ
と

が
で

き
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
）
：
藤

原
 　

由
記

子
（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

：
ア

レ
ス

コ
棟

１
階

　
教

員
室

1
0
7
室

　
T
E
L
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
0
7
 　

aw
an

o
u
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

(メ
ー

ル
)

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
5
(水

)
2

1
2
2

安
全

な
医

療
環

境
と

看
護

業
務

/
治

療
・
検

査
に

お
け

る
看

護
の

役
割

救
命

救
急

処
置

技
術

：
心

肺
蘇

生
法

検
査

や
治

療
に

共
通

し
て

必
要

な
基

本
的

技
術

に
つ

い
て

安
全

管
理

の
視

点
が

理
解

で
き

る
。

救
急

法
の

流
れ

を
理

解
し

、
１

次
救

命
処

置
の

方
法

を
習

得
す

る
。

医
療

に
お

け
る

危
険

要
因

、
診

療
補

助
業

務
に

お
け

る
危

険
な

医
療

行
為

、
救

命
処

置
、

除
細

動

2
1

3
2

4
1

5
2

6
1

7
2

8
1

9
2

1
0

1

1
1

2

1
2

1

1
3

2

1
4

1

1
5

2

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
2

指
定

教
科

書
：
１

．
深

井
喜

代
子

：
基

礎
看

護
学

③
基

礎
看

護
学

技
術

Ⅰ
・
Ⅱ

　
メ

ヂ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

参
考

書
：
1
．

香
春

知
栄

、
斎

藤
や

よ
い

：
基

礎
看

護
技

術
　

看
護

過
程

の
中

で
技

術
を

理
解

す
る

、
南

江
堂

　
　

　
　

 　
2．

三
上

れ
つ

、
小

松
万

喜
子

：演
習

・実
習

に
役

立
つ

基
礎

看
護

技
術

　
根

拠
に

基
づ

い
た

実
践

を
目

指
し

て
、

ヌ
ー

ベ
ル

ヒ
ロ

カ
ワ

  
　

3
．

川
村

治
子

：
医

療
安

全
　

看
護

の
統

合
と

実
践

２
、

医
学

書
院

  
　

4
．

川
村

治
子

：
医

療
安

全
ワ

ー
ク

ブ
ッ

ク
、

医
学

書
院

評
価

：
演

習
課

題
3
0
％

　
定

期
試

験
　

7
0
％

静
脈

血
採

血
、

注
射

器
の

扱
い

方
、

検
体

の
取

り
扱

い

感
染

予
防

技
術

：
無

菌
操

作

5
/
1
6
(水

)

5
/
3
0
(水

)

6
/
1
3
(水

)

6
/
2
0
(水

)

7
/
4
(水

)

7
/
1
1
(水

)

無
菌

操
作

技
術

薬
物

の
種

類
と

管
理

、
体

内
に

お
け

る
吸

収
経

路
、

検
体

検
査

、
生

体
検

査
、

検
査

値
に

影
響

す
る

要
因

、
検

体
採

取
と

取
り

扱
い

点
滴

静
脈

内
注

射

刺
入

方
法

、
皮

下
・
皮

内
・
筋

肉
内

注
射

輸
液

管
理

方
法

、
輸

液
ポ

ン
プ

基
礎

看
護

学

安
全

で
正

確
な

、
無

菌
操

作
を

習
得

す
る

。

安
全

で
正

確
に

与
薬

を
行

う
た

め
の

知
識

と
技

術
を

習
得

す
る

。
与

薬
の

種
類

と
そ

の
特

徴
に

つ
い

て
習

得
す

る
。

検
査

の
種

類
と

そ
の

内
容

を
理

解
で

き
る

。
検

体
の

適
切

な
採

取
方

法
を

理
解

で
き

る
。

安
全

で
正

確
な

点
滴

の
準

備
を

習
得

す
る

。

安
全

で
正

確
な

筋
肉

注
射

の
技

術
を

習
得

す
る

．

安
全

で
正

確
な

点
滴

の
管

理
を

習
得

す
る

。

安
全

で
正

確
な

静
脈

血
採

血
技

術
を

習
得

す
る

。

与
薬

の
技

術
：
静

脈
内

持
続

点
滴

与
薬

の
技

術
：
筋

肉
注

射

検
体

採
取

と
取

り
扱

い
方

法
症

状
･生

体
機

能
管

理
技

術
：
採

血

藤
原

　
由

記
子

深
田

　
美

香
笠

城
　

典
子

奥
田

　
玲

子
山

本
　

陽
子

青
戸

　
春

香

感
染

予
防

技
術

の
原

則
の

も
と

、
無

菌
操

作
の

基
本

知
識

を
習

得
す

る
。

与
薬

の
技

術
：
静

脈
内

持
続

点
滴

感
染

予
防

技
術

、
清

潔
と

不
潔

5
/
9
(水

)
基

礎
看

護
学

実
習

室

基
礎

看
護

学
実

習
室

1
2
2

基
礎

看
護

学
実

習
室

基
礎

看
護

学
実

習
室

基
礎

看
護

学
実

習
室

基
礎

看
護

学
実

習
室

感
染

予
防

技
術

：
無

菌
操

作

与
薬

を
安

全
に

行
う

技
術
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基
礎

看
護

学
実

習
Ⅱ

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
深

田
美

香
（
基

礎
看

護
学

）
連

絡
先

：
教

員
室

T
E
L
　

0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
0
6
　

E
-
m

ai
l：

m
ik

af
kd

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
～

3
 

1
～

3
1
1
2

A
T
U

1
～

1
0

実
習

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

実
習

の
目

的
、

内
容

、
方

法
を

理
解

し
、

自
己

の
課

題
を

見
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

4
～

8
1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

9
～

1
3

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

1
4
～

1
8

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

1
9
～

2
3

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

2
4
～

2
8

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

2
9
～

3
3

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

3
4
～

3
8

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

3
9
～

4
3

1
～

5
A

T
U

1
～

1
0

4
4
～

4
5

1
～

2
1
1
2

学
習

内
容

の
ま

と
め

実
習

体
験

を
も

と
に

学
習

内
容

を
深

く
考

察
し

、
整

理
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
実

習
目

標
に

つ
い

て
の

到
達

度
に

つ
い

て
、

実
習

記
録

を
含

め
た

実
習

内
容

7
0
、

レ
ポ

ー
ト

2
0
、

受
講

態
度

1
0
の

配
分

で
評

価
す

る
。

そ
の

他
：
7
月

に
実

習
ガ

イ
ダ

ン
ス

を
行

う
の

で
、

必
ず

出
席

す
る

こ
と

。

　
　

　
　

　
看

護
学

生
の

臨
床

実
習

用
損

害
賠

償
保

険
に

加
入

し
な

け
れ

ば
受

講
で

き
な

い
。

　
　

　
　

  
 麻

疹
、

風
疹

、
流

行
性

耳
下

腺
炎

、
水

痘
の

抗
体

価
の

確
認

あ
る

い
は

ワ
ク

チ
ン

接
種

が
終

了
し

て
い

な
い

と
受

講
で

き
な

い
。

8
月

2
0
日

（
月

）
～

8
月

2
4
日

（
金

）
8
月

2
7
日

（
月

）
～

8
月

3
1
日

（
金

）

科
目

到
達

目
標

：
対

象
者

と
の

人
間

関
係

を
形

成
し

な
が

ら
、

看
護

の
原

基
形

態
に

そ
っ

て
看

護
を

実
践

し
、

対
象

者
を

統
合

さ
れ

た
全

体
的

存
在

で
あ

る
生

活
者

と
し

て
理

解
し

、
対

象
者

が
目

指
す

健
康

を
共

有
し

、
支

援
す

る
（
対

象
者

に
価

値
あ

る
変

化
を

も
た

ら
す

）
看

護
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

深
田

　
美

香
笠

城
　

典
子

藤
原

　
由

記
子

奥
田

　
玲

子
山

本
　

陽
子

青
戸

　
春

香

基
礎

看
護

学

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

対
人

関
係

形
成

過
程

、
基

本
的

欲
求

、
臨

床
判

断
、

計
画

、
看

護
援

助
の

実
施

、
協

働
、

反
応

の
観

察
、

援
助

技
術

の
評

価
、

生
活

者
、

生
活

行
動

、
生

活
過

程
、

健
康

と
病

む
こ

と
、

看
護

目
標

と
看

護
計

画

同
意

の
得

ら
れ

た
患

者
を

1
人

受
け

持
ち

、
受

け
持

ち
患

者
の

看
護

を
中

心
に

実
習

す
る

。

１
．

対
象

者
の

思
い

や
考

え
を

理
解

（
し

よ
う

と
）
し

、
そ

の
理

解
に

基
づ

い
て

意
思

疎
通

を
図

り
、

人
間

関
係

を
形

成
す

る
。

２
．

意
思

疎
通

を
重

ね
つ

つ
援

助
す

る
過

程
を

通
し

て
信

頼
関

係
が

形
成

さ
れ

る
こ

と
を

理
解

し
、

援
助

的
人

間
関

係
の

形
成

に
及

ぼ
す

自
己

の
あ

り
方

を
内

省
す

る
。

３
．

目
的

を
も

っ
て

対
象

者
に

必
要

な
観

察
を

行
う

。
４

．
観

察
し

た
結

果
を

活
用

し
な

が
ら

看
護

の
原

基
形

態
に

そ
っ

て
看

護
行

為
を

実
施

す
る

。
５

．
実

施
し

た
看

護
行

為
に

つ
い

て
評

価
す

る
。

６
．

対
象

者
を

統
合

さ
れ

た
全

体
的

な
存

在
と

し
て

理
解

（
し

よ
う

と
）
す

る
。

７
．

統
合

さ
れ

た
全

体
的

存
在

と
し

て
の

対
象

者
が

目
指

す
看

護
の

方
向

性
（
目

標
、

望
ま

し
い

姿
）
を

捉
え

（
よ

う
と

す
）
る

。
８

．
「
対

象
者

に
と

っ
て

の
健

康
」
を

支
援

す
る

看
護

に
つ

い
て

、
実

習
体

験
か

ら
自

己
の

考
え

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
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成
人

看
護

学

科
目

到
達

目
標

：
1
．

成
人

（
大

人
）
の

発
達

の
特

徴
、

役
割

を
理

解
し

、
成

人
期

に
あ

る
人

を
総

合
的

に
理

解
す

る
視

点
・
方

法
を

学
ぶ

。
 2

．
成

人
期

に
み

ら
れ

る
健

康
障

害
を

、
成

人
の

生
活

に
焦

点
を

あ
て

て
理

解
で

き
る

。
 3

．
成

人
へ

の
看

護
に

有
用

な
概

念
・
理

論
を

理
解

で
き

る
。

連
絡

先
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
1
4

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
5
(木

)
3

1
1
2

成
人

の
特

徴
：
発

達
の

特
徴

と
身

体
機

能
の

特
徴

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

本
科

目
の

学
習

目
標

を
理

解
す

る
。

成
人

の
定

義
を

理
解

し
、

看
護

の
見

方
・
考

え
方

を
知

る
。

成
人

の
定

義
、

発
達

か
ら

考
え

る
看

護
の

視
点

2
4
/
1
2
(木

)
3

1
1
2

成
人

看
護

学
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

①

3
4
/
1
9
(木

)
3

1
1
2

成
人

看
護

学
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

②

4
4
/
2
0
(金

)
3

1
1
2

成
人

看
護

学
に

関
す

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

③

5
4
/
2
6
(木

)
3

1
1
2

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
の

発
表

6
5
/
1
7
(木

)
3

1
1
2

成
人

の
学

習
の

特
徴

と
看

護
：

ｱ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾗ
ｺ
ﾞｼ

ﾞｰ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

、
ｴ
ﾝ
ﾊ

ﾟﾜ
ﾒ
ﾝ
ﾄﾓ

ﾃ
ﾞﾙ

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

成
人

の
「
成

熟
性

」
と

い
う

特
徴

を
取

り
入

れ
た

健
康

教
育

の
方

法
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ﾚ
ﾃ
ﾞｨ

ﾈ
ｽ

、
ﾓ
ﾁ
ﾍ
ﾞｰ

ｼ
ｮﾝ

7
5
/
2
4
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

ｹ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

ｹ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

つ
い

て
理

解
す

る
。

ｹ
ｱ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

8
5
/
3
1
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

病
み

の
軌

跡
、

不
確

か
さ

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

病
み

の
軌

跡
、

不
確

か
さ

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
病

み
の

行
路

、
軌

跡
の

局
面

、
不

確
か

さ

9
6
/
7
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

自
己

効
力

、
ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

自
己

効
力

感
、

ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
結

果
期

待
、

効
力

期
待

、
予

防

1
0

6
/
1
4
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

ﾛ
ｲ
適

応
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

谷
村

　
千

華
成

人
･老

人
看

護
学

適
応

と
は

何
か

、
ﾛ
ｲ
看

護
適

応
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

の
概

念
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

理
論

、
調

節
器

、
認

知
器

、
効

果
器

1
1

6
/
2
1
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

ｾ
ﾙ

ﾌ
ｹ

ｱ
、

ｾ
ﾙ

ﾌ
ｹ

ｱ
理

論
中

條
　

雅
美

成
人

･老
人

看
護

学
ｾ

ﾙ
ﾌ
ｹ

ｱ
理

論
を

用
い

た
介

入
の

視
点

を
学

ぶ
。

ｾ
ﾙ

ﾌ
ｹ

ｱ
ｴ
ｰ

ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ｼ
ｰ

、
治

療
的

ｾ
ﾙ

ﾌ
ｹ

ｱ
ﾃ
ﾞﾏ

ﾝ
ﾄﾞ

1
2

6
/
2
8
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
認

知
理

論
、

危
機

理
論

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
-
ｺ
ｰ

ﾋ
ﾟﾝ

ｸ
ﾞﾌ

ﾟﾛ
ｾ

ｽ
、

危
機

ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

を
理

解
し

、
介

入
の

視
点

を
学

ぶ
。

ｽ
ﾄﾚ

ｯ
ｻ

ｰ
、

ｱ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
ｻ

ﾞﾙ
、

対
処

、
ｽ

ﾄﾚ
ｽ

反
応

、
危

機
介

入

1
3

7
/
5
(木

)
3

1
1
2

継
続

看
護

、
ﾁ
ｰ

ﾑ
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ
、

ｾ
ﾙ

ﾌ
ﾍ
ﾙ

ﾌ
ﾟｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟ

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

継
続

看
護

の
必

要
性

、
ﾁ
ｰ

ﾑ
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

ｾ
ﾙ

ﾌ
ﾍ
ﾙ

ﾌ
ﾟｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟ、

ｻ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄｸ

ﾞﾙ
ｰ

ﾌ
ﾟ

1
4

7
/
1
2
(木

)
3

1
1
2

成
人

へ
の

看
護

に
有

用
な

概
念

・
理

論
：

ｺ
ﾞｰ

ﾄﾞ
ﾝ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾙ

大
庭

　
桂

子
成

人
･老

人
看

護
学

機
能

的
健

康
バ

タ
ー

ン
と

は
何

か
、

ゴ
ー

ド
ン

の
看

護
モ

デ
ル

の
概

念
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

健
康

パ
タ

ー
ン

、
生

活
統

合
体

モ
デ

ル

1
5

7
/
1
9
(木

)
3

1
1
2

が
ん

看
護

中
條

　
雅

美
成

人
･老

人
看

護
学

が
ん

の
治

療
と

そ
の

看
護

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
遺

伝
、

手
術

療
法

、
放

射
線

療
法

、
化

学
療

法

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
,2

,3
,5

,6
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

方
針

と
の

関
連

：
1
,2

,4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
2

評
価

：
定

期
試

験
　

8
5
％

　
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

及
び

そ
の

他
発

表
内

容
　

1
5
％

　
　

教
科

書
：
成

人
看

護
学

概
論

　
メ

デ
ィ

カ
出

版
参

考
書

：
国

民
衛

生
の

動
向

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
中

條
　

雅
美

（
成

人
・
老

人
看

護
学

）

ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

に
お

け
る

成
長

・
発

達
を

考
慮

し
て

対
象

を
理

解
す

る
。

対
象

を
援

助
す

る
た

め
必

要
な

生
活

者
の

視
点

、
健

康
観

の
変

化
・
動

向
、

健
康

観
に

影
響

を
及

ぼ
す

要
因

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
・
医

療
・
福

祉
に

お
け

る
動

向
と

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
健

康
障

害
を

生
活

習
慣

、
職

業
、

生
活

ｽ
ﾄﾚ

ｽ
ｾ

ｸ
ｼ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ、

余
暇

活
動

、
更

年
期

の
視

点
か

ら
理

解
す

る
。

各
健

康
ﾚ

ﾍ
ﾞﾙ

で
必

要
と

さ
れ

る
援

助
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

成
熟

、
発

達
課

題
、

役
割

、
生

活
者

、
環

境
、

生
活

の
場

、
疾

病
構

造
の

変
化

、
健

康
の

定
義

、
保

健
行

動
、

一
次

予
防

、
二

次
予

防
、

三
次

予
防

、
生

活
習

慣
病

、
危

険
因

子
、

職
業

性
疾

病
、

ﾗ
ｲ
ﾌ
ｲ
ﾍ
ﾞﾝ

ﾄ、
ｼ
ﾞｪ

ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

、
性

感
染

症
、

外
傷

、
更

年
期

障
害

中
條

　
雅

美
酒

井
　

知
恵

子
長

谷
川

　
慶

幸

成
人

･老
人

看
護

学
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老
年

看
護

学

科
目

到
達

目
標

：
加

齢
に

伴
う

変
化

を
理

解
し

、
高

齢
者

や
そ

の
家

族
の

Q
O

L
を

支
え

る
看

護
援

助
を

考
察

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
山

本
　

美
輪

（
成

人
・
老

人
看

護
学

）
連

絡
先

：
質

問
等

は
メ

ー
ル

で
連

絡
を

く
だ

さ
い

。
そ

の
後

対
応

し
ま

す
。

m
-
ya

m
am

o
to

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
4
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
理

解
（
加

齢
に

伴
う

変
化

）
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
加

齢
に

伴
う

精
神

的
変

化
と

、
発

達
課

題
・
適

応
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
老

化
の

定
義

、
老

年
看

護
の

役
割

2
4
/
1
1
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
に

与
え

る
住

居
環

境
の

影
響

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

住
環

境
が

高
齢

者
に

与
え

る
影

響
や

環
境

調
整

の
重

要
性

を
理

解
す

る
。

住
環

境
、

環
境

調
整

3
4
/
1
8
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
の

Ｑ
Ｏ

Ｌ
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
在

宅
高

齢
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

に
つ

い
て

考
察

す
る

。
在

宅
、

Ｑ
Ｏ

Ｌ

4
4
/
2
5
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
の

A
D

L
・
IA

D
L
の

援
助

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

高
齢

者
の

A
D

L
/
IA

D
L
評

価
の

重
要

性
を

把
握

し
、

A
D

L
/
IA

D
L
を

支
え

る
看

護
援

助
を

考
察

す
る

。
A

D
L
/
IA

D
L
、

評
価

5
5
/
9
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
の

A
D

L
・
IA

D
L
の

援
助

・
福

祉
機

器
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
高

齢
者

の
A

D
L
/
IA

D
L
援

助
に

お
い

て
、

福
祉

機
器

を
用

い
た

看
護

援
助

を
考

察
す

る
。

A
D

L
/
IA

D
L
,福

祉
機

器

6
5
/
1
6
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
へ

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

ケ
ア

①
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
高

齢
者

へ
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
の

効
果

を
理

解
す

る
。

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ケ

ア

7
5
/
2
3
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
へ

の
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

ケ
ア

②
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
高

齢
者

へ
の

ア
ク

テ
ィ

ビ
テ

ィ
ケ

ア
を

体
験

す
る

。
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

ケ
ア

、
体

験

8
5
/
3
0
(水

)
3

1
1
2

認
知

症
ケ

ア
①

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

認
知

症
状

と
認

知
症

状
に

よ
る

生
活

障
害

を
理

解
し

看
護

援
助

を
考

察
す

る
。

認
知

症
と

は
，

認
知

症
の

評
価

，
環

境
ケ

ア
、

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
、

療
法

的
ア

プ
ロ

ー
チ

9
6
/
6
(水

)
3

1
1
2

認
知

症
ケ

ア
②

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

認
知

症
高

齢
者

や
そ

の
家

族
に

対
す

る
看

護
援

助
を

考
察

す
る

。
認

知
症

、
認

知
機

能
低

下
予

防
、

リ
ア

リ
テ

ィ
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

1
0

6
/
1
3
(水

)
3

1
1
2

認
知

症
ケ

ア
③

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

認
知

症
キ

ャ
ラ

バ
ン

、
認

知
症

サ
ポ

ー
タ

ー
制

度
を

理
解

し
、

認
知

症
高

齢
者

へ
の

地
域

包
括

ケ
ア

を
考

察
す

る
。

介
護

保
険

制
度

、
介

護
予

防
、

家
族

介
護

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム

1
1

6
/
2
0
(水

)
3

1
1
2

新
し

い
介

護
ス

タ
イ

ル
　

共
生

型
介

護
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
共

生
型

介
護

の
効

果
や

高
齢

者
に

与
え

る
影

響
を

理
解

す
る

。
共

生
型

介
護

、
世

代
間

交
流

1
2

6
/
2
7
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
虐

待
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
高

齢
者

に
関

す
る

倫
理

的
問

題
、

虐
待

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
倫

理
的

問
題

、
虐

待
、

介
護

殺
人

、
認

認
介

護

1
3

7
/
4
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
の

性
の

問
題

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

高
齢

者
が

抱
え

る
性

の
問

題
に

つ
い

て
理

解
し

、
看

護
専

門
職

と
し

て
の

援
助

を
考

察
す

る
。

身
体

拘
束

、
高

齢
者

虐
待

、
権

利
擁

護

1
4

7
/
1
1
(水

)
3

1
1
2

高
齢

者
の

終
末

期
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
終

末
期

に
あ

る
高

齢
者

へ
の

看
護

援
助

を
考

察
す

る
。

高
齢

者
、

性
、

家
族

1
5

7
/
1
1
(水

)
4

1
1
2

災
害

看
護

と
高

齢
者

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

災
害

時
に

災
害

弱
者

と
な

り
や

す
い

高
齢

者
の

特
性

を
理

解
す

る
。

災
害

看
護

、
災

害
弱

者
、

災
害

時
の

看
護

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

 ：
 1

、
2
、

3
、

4
学

位
授

与
と

の
関

連
 ：

1
、

2
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

授
業

レ
ベ

ル
：
3

指
定

教
科

書
 ：

 山
本

美
輪

監
修

：
高

齢
者

疑
似

体
験

か
ら

学
ぶ

　
高

齢
者

の
尊

厳
を

支
え

る
ケ

ア
　

三
報

社

参
考

書
 ：

 ナ
ー

シ
ン

グ
グ

ラ
フ

ィ
カ

　
老

年
看

護
学

②
　

高
齢

者
看

護
の

実
践

，
メ

デ
ィ

カ
出

版

評
価

 ：
 筆

記
試

験
：
7
0
％

，
レ

ポ
ー

ト
/
課

題
3
0
％
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母
性

家
族

看
護

学

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
佐

々
木

　
く
み

子
（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
2
4
  
 E

-
m

ai
l: 

ks
as

ak
i@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
(月

)
3

1
1
2

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
人

の
一

生
と

母
性

看
護

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

母
性

看
護

に
お

け
る

母
性

の
と

ら
え

方
お

よ
び

母
性

看
護

の
対

象
に

つ
い

て
概

説
で

き
る

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
、

母
性

看
護

、
母

性
看

護
学

2
4
/
9
(月

)
3

1
1
2

親
に

な
る

こ
と

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

親
性

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
母

性
、

父
性

、
親

性
、

母
子

・
父

子
相

互
作

用
、

愛
着

理
論

、
内

的
作

業
モ

デ
ル

、
乳

幼
児

虐
待

3
4
/
1
6
(月

)
3

1
1
2

人
間

の
性

（
セ

ク
シ

ュ
ア

リ
テ

ィ
）

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

の
概

念
お

よ
び

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

の
健

康
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

セ
ク

シ
ュ

ア
リ

テ
ィ

、
セ

ッ
ク

ス
、

ジ
ェ

ン
ダ

ー
、

性
同

一
性

、
性

的
指

向
、

L
G

B
T
I/

Q
、

性
同

一
性

障
害

4
4
/
2
3
(月

)
3

1
1
2

女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

現
代

女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

と
抱

え
る

課
題

を
概

説
で

き
る

女
性

の
社

会
進

出
、

労
働

、
M

字
カ

ー
ブ

、
婚

姻
、

少
子

高
齢

化
、

マ
ル

ト
リ

ー
ト

メ
ン

ト
、

乳
幼

児
虐

待
、

D
V

5
5
/
1
(火

)
3

1
1
2

生
殖

器
の

形
態

と
機

能
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
ヒ

ト
の

生
殖

器
の

形
態

と
機

能
を

図
示

し
説

で
き

る
生

殖
器

の
形

態
（
解

剖
）
、

性
周

期
、

性
行

動
、

性
反

応
、

配
偶

子
産

生

6
5
/
7
(月

)
3

1
1
2

ヒ
ト

の
発

生
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
ヒ

ト
の

発
生

と
性

分
化

、
遺

伝
疾

患
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

発
生

（
受

精
か

ら
妊

娠
成

立
、

妊
娠

の
診

断
）
、

性
分

化
、

遺
伝

、
遺

伝
性

疾
患

7
5
/
1
4
(月

)
3

1
1
2

女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

と
健

康
（
思

春
期

・
成

熟
期

①
）

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

思
春

期
・
成

熟
期

の
健

康
課

題
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

第
二

次
性

徴
、

ｱ
ｲ
ﾃ
ﾞﾝ

ﾃ
ｨﾃ

ｨ、
月

経
、

性
感

染
症

、
人

工
妊

娠
中

絶
、

家
族

計
画

・
受

胎
調

節
、

女
性

生
殖

器
の

疾
患

(子
宮

筋
腫

・
子

宮
内

膜
症

)、
女

性
特

有
の

が
ん

の
リ

ス
ク

8
5
/
2
1
(月

)
3

1
1
2

女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

と
健

康
（
成

熟
期

②
）

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

成
熟

期
の

健
康

課
題

に
つ

い
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
不

妊
症

(女
性

不
妊

症
・
男

性
不

妊
症

)、
不

妊
検

査
、

不
妊

治
療

、
生

殖
補

助
医

療
、

不
妊

症
看

護

9
5
/
2
8
(月

)
3

1
1
2

女
性

の
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

と
健

康
（
更

年
期

・
老

年
期

）
池

田
　

智
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
更

年
期

・
老

年
期

の
健

康
課

題
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

更
年

期
症

状
、

ホ
ル

モ
ン

の
変

化
と

検
査

・
治

療
、

閉
経

、
空

の
巣

症
候

群
、

骨
盤

臓
器

脱
、

尿
失

禁
、

骨
祖

鬆
症

、
萎

縮
性

腟
炎

、
外

陰
炎

1
0

6
/
4
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

と
社

会
①

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

日
本

の
母

性
看

護
の

変
遷

を
母

子
保

健
統

計
か

ら
説

明
で

き
る

母
子

保
健

統
計

、
現

代
日

本
の

周
産

期
医

療
・
母

性
看

護
の

課
題

1
1

6
/
1
1
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

と
社

会
②

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

社
会

と
母

性
看

護
の

か
か

わ
り

に
つ

い
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
母

子
保

健
関

連
法

規
、

母
子

保
健

施
策

、
周

産
期

医
療

シ
ス

テ
ム

、
産

科
医

療
補

償
制

度
、

子
育

て
世

代
包

括
支

援

1
2

6
/
1
8
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

の
基

盤
と

看
護

の
実

践
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

母
性

看
護

の
基

盤
と

な
る

考
え

を
説

明
で

き
る

母
性

看
護

の
実

践
の

イ
メ

ー
ジ

が
形

成
で

き
る

ﾘ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾀ
ﾞｸ

ﾃ
ｨﾌ

ﾞﾍ
ﾙ

ｽ
・
ﾗ
ｲ
ﾂ
、

ｾ
ｸ
ｼ
ｭ
ｱ

ﾘ
ﾃ
ｨ、

ﾍ
ﾙ

ｽ
ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

、
ｳ

ｴ
ﾙ

ﾈ
ｽ

、
ｴ
ﾝ
ﾊ

ﾟﾜ
ﾒ
ﾝ
ﾄ、

ﾚ
ｼ
ﾞﾘ

ｴ
ﾝ
ｽ

、
自

己
決

定
、

母
性

看
護

1
3

6
/
2
5
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

を
支

え
る

看
護

専
門

職
者

千
葉

　
貴

子
(非

常
勤

講
師

)
母

性
看

護
を

支
え

る
職

種
と

そ
の

仕
事

に
つ

い
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
保

健
師

・
助

産
師

・
看

護
師

・
専

門
看

護
師

・
認

定
看

護
師

1
4

7
/
2
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

学
領

域
に

お
け

る
倫

理
的

課
題

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

母
性

看
護

学
領

域
の

倫
理

課
題

に
つ

い
て

討
議

し
自

身
の

考
え

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

母
性

看
護

の
倫

理
課

題

1
5

7
/
9
(月

)
3

1
1
2

母
性

看
護

に
関

連
す

る
健

康
課

題
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

母
性

看
護

に
か

か
わ

る
健

康
課

題
の

病
態

・
病

理
・

検
査

・
治

療
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

先
天

異
常

、
性

分
化

疾
患

、
等

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
1

評
価

：
定

期
試

験
: 
7
0
, 
小

試
験

:1
5
, 
課

題
:1

5

教
科

書
：
母

性
看

護
学

Ⅰ
概

論
・
ラ

イ
フ

サ
イ

ク
ル

、
南

江
堂

、
大

平
光

子
他

編
、

2
0
1
8
．

参
考

書
：
女

性
生

涯
看

護
学

1
版

3
刷

、
真

興
交

易
、

吉
澤

豊
予

子
編

、
2
0
1
1
．

そ
の

他
：
（
特

に
周

知
を

要
す

る
事

項
）

到
達

目
標

：
母

性
看

護
の

概
念

と
対

象
と

な
る

人
々

の
特

徴
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
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公
衆

衛
生

看
護

学
Ⅰ

科
目

到
達

目
標

：
地

域
看

護
の

基
本

的
概

念
と

意
義

を
理

解
し

、
地

域
看

護
が

展
開

で
き

る
知

識
と

技
術

を
修

得
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
松

浦
　

治
代

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

−
ワ

—
ド

1
4
/
2
(月

)
4

1
1
2

公
衆

衛
看

護
の

理
念

と
目

的
松

浦
  
治

代
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

の
目

的
、

目
標

、
機

能
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
個

人
、

家
族

、
地

域
集

団
間

の
か

か
わ

り
と

各
々

の
特

性
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

公
衆

衛
生

看
護

の
定

義
、

健
康

概
念

、
ｳ

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾛ
ｰ

、
予

防
の

5
段

階
、

ﾌ
ﾟﾗ

ｲ
ﾏ

ﾘ
ﾍ

ﾙ
ｽ

ｹ
ｱ

、
ﾍ

ﾙ
ｽ

ﾌ
ﾟﾛ

ﾓ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

、
個

別
的

ｱ
ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

と
集

団
ｱ

ﾌ
ﾟﾛ

ｰ
ﾁ

，
地

区
活

動
、

協
働

、
連

携
、

調
整

、
保

健
所

、
市

町
村

、
保

健
活

動
指

針

2
4
/
9
(月

)
4

1
1
2

公
衆

衛
生

看
護

活
動

松
浦

  
治

代
地

域
・
精

神
看

護
学

個
人

、
家

族
、

地
域

集
団

間
の

か
か

わ
り

と
各

々
の

特
性

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
都

市
部

，
へ

き
地

・
離

島
，

山
村

地
な

ど
の

地
区

特
性

に
応

じ
た

保
健

師
の

役
割

・
活

動
方

法
，

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
師

の
就

業
実

態
を

把
握

し
、

行
政

機
関

，
学

校
、

産
業

、
介

護
支

援
活

動
等

に
お

け
る

保
健

師
の

役
割

と
活

動
方

法
の

特
性

、
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

生
活

、
環

境
，

個
別

的
ア

プ
ロ

ー
チ

と
集

団
ア

プ
ロ

ー
チ

，
地

区
活

動
、

協
働

、
連

携
、

調
整

、
施

策
化

、
評

価
、

保
健

所
、

市
町

村
、

保
健

活
動

指
針

3
4
/
1
6
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

の
歴

史
（
１

）
健

康
概

念
の

変
遷

と
地

域
看

護
金

田
　

由
紀

子
地

域
・
精

神
看

護
学

健
康

・
地

域
保

健
の

概
念

の
歴

史
的

変
遷

と
地

域
看

護
活

動
の

関
連

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

疾
病

構
造

、
社

会
、

保
健

婦
規

則
、

G
H

Q
、

保
健

師
教

育
、

看
護

行
政

、
生

活
環

境
と

保
健

問
題

、
わ

が
国

の
疾

病
構

造
、

人
口

動
態

、
保

健
衛

生
統

計

4
4
/
2
3
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

の
歴

史
（
2
）

健
康

概
念

の
変

遷
と

地
域

看
護

金
田

　
由

紀
子

地
域

・
精

神
看

護
学

健
康

・
地

域
保

健
の

概
念

の
歴

史
的

変
遷

と
地

域
看

護
活

動
の

関
連

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

疾
病

構
造

、
社

会
、

保
健

婦
規

則
、

G
H

Q
、

保
健

師
教

育
、

看
護

行
政

、
生

活
環

境
と

保
健

問
題

、
わ

が
国

の
疾

病
構

造
、

人
口

動
態

、
保

健
衛

生
統

計

5
5
/
1
(火

)
4

1
1
2

保
健

師
活

動
の

実
際

宮
脇

　
圭

子
非

常
勤

講
師

市
町

村
で

活
躍

す
る

先
輩

保
健

師
の

活
動

を
視

、
聞

く
こ

と
か

ら
保

健
師

活
動

の
実

際
及

び
本

質
を

理
解

す
る

。
市

町
村

保
健

師
の

活
動

6
5
/
7
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

活
動

の
展

開
（
1
）

松
浦

  
治

代
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

活
動

展
開

の
基

本
と

な
る

地
域

診
断

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

域
診

断
、

事
業

計
画

、
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ

ｨｱ
ｽ

ﾞﾊ
ﾟｰ

ﾄﾅ
ｰ

ﾓ
ﾃ

ﾞﾙ
、

e
m

po
w

e
rm

e
n
t、

P
re

c
e
de

 p
ro

c
e
e
d-

m
o
de

l

7
5
/
1
4
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

活
動

の
展

開
（
2
）

松
浦

  
治

代
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

活
動

展
開

の
基

本
と

な
る

地
域

診
断

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

計
画

、
実

施
、

評
価

8
5
/
2
1
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

活
動

の
方

法
（
1
）

金
田

　
由

紀
子

地
域

・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

活
動

を
展

開
す

る
た

め
に

有
用

な
モ

デ
ル

の
概

要
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

K
A

B
m

o
de

l、
h
e
al

th
 b

e
lie

f 
m

o
de

l、
自

己
効

力
、

9
5
/
2
8
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

活
動

の
方

法
（
2
）

金
田

　
由

紀
子

地
域

・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

活
動

の
方

法
と

し
て

集
団

健
診

、
健

康
相

談
、

健
康

教
育

、
地

区
組

織
活

動
支

援
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
集

団
健

診
、

健
康

相
談

、
健

康
教

育
、

地
区

組
織

活
動

、
グ

ル
ー

プ
づ

く
り

1
0

6
/
4
(月

)
4

1
1
2

地
域

看
護

活
動

の
方

法
（
3
）

松
浦

  
治

代
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

看
護

活
動

の
一

方
法

と
し

て
の

家
庭

訪
問

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
家

庭
訪

問
計

画
立

案
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

新
生

児
訪

問
、

計
画

1
1

6
/
1
1
(月

)
4

1
1
2

対
象

や
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

地
域

看
護

活
動

（
１

）
德

嶋
　

靖
子

地
域

・
精

神
看

護
学

母
子

保
健

活
動

に
お

け
る

保
健

師
の

役
割

と
活

動
方

法
、

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
母

子
保

健
行

政
施

策
、

母
子

保
健

事
業

、

1
2

6
/
1
8
(月

)
4

1
1
2

対
象

や
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

地
域

看
護

活
動

（
２

）
德

嶋
　

靖
子

地
域

・
精

神
看

護
学

成
人

・
老

人
保

健
福

祉
活

動
に

お
け

る
保

健
師

の
役

割
と

活
動

方
法

、
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

成
人

・
老

人
保

健
行

政
施

策
、

成
人

・
老

人
保

健
事

業
、

健
康

づ
く
り

、
介

護
予

防

1
3

6
/
2
5
(月

)
4

1
1
2

対
象

や
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

地
域

看
護

活
動

（
３

）
德

嶋
　

靖
子

地
域

・
精

神
看

護
学

成
人

・
老

人
保

健
福

祉
活

動
に

お
け

る
保

健
師

の
役

割
と

活
動

方
法

、
課

題
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

成
人

・
老

人
保

健
行

政
施

策
、

健
康

づ
く
り

、
介

護
予

防

1
4

7
/
2
(月

)
4

1
1
2

対
象

や
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

地
域

看
護

活
動

（
４

）
德

嶋
　

靖
子

地
域

・
精

神
看

護
学

障
害

児
者

・
難

病
患

者
の

保
健

福
祉

活
動

に
お

け
る

保
健

師
の

役
割

と
活

動
方

法
、

課
題

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
障

害
児

者
へ

の
行

政
施

策
、

精
神

保
健

事
業

、
難

病
患

者
支

援

1
5

7
/
9
(月

)
4

1
1
2

対
象

や
地

域
の

特
性

に
応

じ
た

地
域

看
護

活
動

（
５

）
德

嶋
　

靖
子

地
域

・
精

神
看

護
学

感
染

症
対

策
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

感
染

症
対

策
、

予
防

接
種

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
2

指
定

教
科

書
：
1
．

公
衆

衛
生

看
護

学
jp

 第
4
版

，
荒

賀
直

子
，

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
カ

ル
、

2
0
1
5
　

　
　

2
．

　
国

民
衛

生
の

動
向

2
0
1
7
/
2
0
1
8
、

厚
生

の
指

標
増

刊
、

厚
生

労
働

統
計

協
会

，
2
0
1
7

参
考

書
：
 1

．
地

域
看

護
診

断
第

2
版

、
東

京
大

学
出

版
会

、
金

川
克

子
、

 2
0
1
1
年

　
　

　
　

　
2
．

看
護

法
令

要
覧

平
成

2
9
年

度
版

,日
本

看
護

協
会

出
版

会
、

2
0
1
7
　

  
 　

  
  
  
 3

．
新

版
保

健
師

業
務

要
覧

、
第

3
版

、
日

本
看

護
協

会
出

版
会

、
2
0
1
3
年

　
　

　
  
4
．

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨｱ

ｽ
ﾞﾊ

ﾟｰ
ﾄﾅ

ｰ
、

第
2
版

、
医

学
書

院
、

ｴ
ﾘ
ｻ

ﾞﾍ
ﾞﾙ

T
．

ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ｿ
ﾝ
等

編
・
金

川
克

子
他

訳
、

2
0
0
7
年

評
価

：
定

期
試

験
1
0
0
％
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精
神

看
護

学

到
達

目
標

：
精

神
看

護
実

践
に

必
要

な
精

神
障

害
に

つ
い

て
理

解
し

、
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
吉

岡
　

伸
一

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
3
3
、

E
-
m

ai
l：

sh
iy

o
sh

i@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
3
(火

)
4

1
1
2

精
神

医
療

の
歴

史
と

精
神

科
医

療
の

特
性

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

医
療

の
歴

史
を

理
解

し
、

精
神

看
護

の
特

性
と

看
護

師
の

役
割

に
つ

い
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

精
神

保
健

、
精

神
医

療
、

社
会

参
加

、
ﾉｰ

ﾏ
ﾗ
ｲ
ｾ

ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ

、
発

達
過

程
、

基
本

的
信

頼
感

、
共

感
的

理
解

2
4
/
1
0
(火

)
4

1
1
2

精
神

障
害

者
の

抱
え

る
症

状
の

理
解

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

症
状

の
概

略
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
精

神
科

診
断

、
精

神
症

状
（
気

分
と

意
欲

の
障

害
、

思
考

障
害

、
意

識
障

害
、

知
覚

障
害

、
高

次
機

能
障

害
）
、

精
神

状
態

の
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ

3
4
/
1
7
(火

)
4

1
1
2

精
神

障
害

者
の

地
域

支
援

植
田

　
俊

幸
地

域
・
精

神
看

護
学

（
非

常
勤

講
師

）
精

神
障

害
者

の
地

域
支

援
の

理
論

と
、

実
際

の
活

動
を

理
解

で
き

る
。

精
神

障
害

、
障

害
構

造
、

訪
問

支
援

、
ｽ

ﾄﾚ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

、
ﾘ
ｶ
ﾊ

ﾞﾘ
ｰ

4
4
/
2
4
(火

)
4

1
1
2

統
合

失
調

症
の

看
護

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

統
合

失
調

症
の

看
護

の
概

略
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
統

合
失

調
症

、
陽

性
症

状
、

陰
性

症
状

、
ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

5
5
/
8
(火

)
4

1
1
2

気
分

障
害

の
看

護
吉

岡
　

伸
一

地
域

・
精

神
看

護
学

気
分

障
害

の
看

護
の

概
略

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

躁
う

つ
病

、
う

つ
病

、
精

神
症

状
と

身
体

症
状

、
小

精
神

療
法

6
5
/
1
5
(火

)
4

1
1
2

神
経

症
・
心

因
反

応
・
人

格
障

害
・
睡

眠
障

害
の

看
護

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

神
経

症
・
心

因
反

応
・
人

格
障

害
・
睡

眠
障

害
の

看
護

の
概

略
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
神

経
症

の
分

類
、

適
応

障
害

、
P

T
S
D

、
人

格
障

害
の

分
類

、
不

眠
症

、
過

眠
症

、
睡

眠
薬

7
5
/
2
2
(火

)
4

1
1
2

脳
器

質
性

精
神

障
害

・
認

知
症

の
看

護
吉

岡
　

伸
一

地
域

・
精

神
看

護
学

脳
器

質
性

精
神

障
害

・
認

知
症

の
看

護
の

概
略

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

脳
器

質
性

精
神

障
害

、
外

因
性

精
神

障
害

、
認

知
症

8
5
/
2
9
(火

)
4

1
1
2

総
合

病
院

に
お

け
る

精
神

看
護

(病
院

見
学

）
吉

岡
　

伸
一

安
部

　
由

紀
地

域
・
精

神
看

護
学

総
合

病
院

に
お

け
る

精
神

科
看

護
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
総

合
病

院
、

身
体

合
併

症
、

精
神

科
救

急
、

精
神

科
ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

1
1

6
/
5
(火

)
4

1
1
2

症
状

精
神

病
・
て

ん
か

ん
の

看
護

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

症
状

精
神

病
・
て

ん
か

ん
の

看
護

の
概

略
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
症

状
精

神
病

、
身

体
疾

患
、

内
分

泌
精

神
病

、
て

ん
か

ん
発

作
、

抗
て

ん
か

ん
薬

1
2

6
/
1
2
(火

)
4

1
1
2

薬
物

関
連

性
精

神
障

害
の

看
護

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

薬
物

関
連

性
精

神
障

害
の

看
護

の
概

略
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
ｱ

ﾙ
ｺ
ｰ

ﾙ
依

存
症

、
薬

物
依

存
症

、
断

酒
会

、
自

助
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ、

嫌
酒

薬

1
1

6
/
1
9
(火

)
4

1
1
2

精
神

科
看

護
に

お
け

る
治

療
と

患
者

の
生

活
岩

崎
　

茜
地

域
・
精

神
看

護
学

（
非

常
勤

講
師

）
精

神
科

に
お

け
る

治
療

と
患

者
の

生
活

を
理

解
で

き
る

。
心

理
・
社

会
的

療
法

、
生

活
ケ

ア
、

退
院

支
援

1
2

6
/
2
6
(火

)
4

1
1
2

精
神

科
看

護
に

お
け

る
看

護
師

の
役

割
岩

崎
　

茜
地

域
・
精

神
看

護
学

（
非

常
勤

講
師

）
精

神
科

看
護

に
お

け
る

看
護

師
の

役
割

を
理

解
で

き
る

。
身

体
ケ

ア
、

精
神

的
ケ

ア
、

服
薬

援
助

、
保

護
と

権
利

、
心

の
痛

み
、

安
全

管
理

と
危

機
介

入
（
自

傷
行

為
と

自
殺

企
図

へ
の

ケ
ア

）

1
3

7
/
3
(火

)
4

1
1
2

精
神

科
に

お
け

る
患

者
―

看
護

師
関

係
瀧

尻
　

明
子

地
域

・
精

神
看

護
学

（
非

常
勤

講
師

）
精

神
科

に
お

け
る

患
者

－
看

護
師

関
係

を
理

解
で

き
る

。
精

神
科

に
お

け
る

患
者

ー
看

護
師

関
係

、
自

己
理

解
と

他
者

理
解

、
相

互
作

用

1
4

7
/
1
0
(火

)
4

1
1
2

精
神

看
護

に
お

け
る

ア
セ

ス
メ

ン
ト

視
点

瀧
尻

　
明

子
地

域
・
精

神
看

護
学

（
非

常
勤

講
師

）
精

神
看

護
に

お
け

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
視

点
を

理
解

で
き

る
。

精
神

看
護

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

IC
F
、

ス
ト

レ
ン

グ
ス

、
リ

カ
バ

リ
ー

1
5

7
/
1
7
(火

)
4

1
1
2

精
神

看
護

を
取

り
巻

く
社

会
と

制
度

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

障
害

に
関

す
る

法
規

、
社

会
資

源
、

社
会

参
加

に
お

け
る

概
要

を
理

解
で

き
る

。

精
神

保
健

福
祉

法
、

障
害

者
基

本
法

、
障

害
者

総
合

支
援

法
、

発
達

障
害

者
支

援
法

、
自

殺
対

策
基

本
法

、
児

童
・
高

齢
者

・
障

害
者

虐
待

防
止

法
、

成
年

後
見

制
度

、
医

療
観

察
法

、
障

害
者

差
別

解
消

法

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

授
業

の
レ

ベ
ル

：
２

評
価

：
定

期
試

験
　

9
0
％

・
提

出
物

1
0
％

（
総

合
的

に
評

価
）

教
科

書
：
１

．
精

神
看

護
学

[2
] 

精
神

障
害

を
も

つ
人

の
看

護
 第

4
版

（
メ

ヂ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

、
岩

崎
弥

生
編

、
2
0
1
6
）

参
考

書
：
１

．
精

神
看

護
学

[1
]精

神
看

護
学

概
論

・
精

神
保

健
 第

4
版

（
メ

ジ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

、
岩

崎
弥

生
編

、
2
0
1
5
）

　
2
．

精
神

看
護

学
①

精
神

看
護

の
基

礎
　

第
5
版

（
医

学
書

院
、

武
井

麻
子

他
編

、
2
0
1
7
）
　

　
3
．

精
神

看
護

学
②

精
神

看
護

の
展

開
 第

5
版

（
医

学
書

院
、

武
井

麻
子

編
、

2
0
1
7
）

　
4
．

精
神

看
護

学
Ⅰ

精
神

保
健

・
多

職
種

の
つ

な
が

り
　

改
訂

第
２

版
（
南

江
堂

、
萱

間
真

美
他

編
、

2
0
1
5
）
　

　
5
．

精
神

看
護

学
Ⅱ

臨
床

で
活

か
す

ケ
ア

　
改

訂
第

２
版

（
南

江
堂

、
萱

間
真

美
他

編
、

2
0
1
5
）

　
6
．

学
生

の
た

め
の

精
神

看
護

学
（
医

学
書

院
、

吉
浜

文
洋

、
末

安
民

生
編

集
、

2
0
1
0
）
　

　
　

7
．

根
拠

が
わ

か
る

精
神

看
護

技
術

（
ﾒ
ﾁ
ﾞｶ

ﾙ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

社
、

山
本

勝
則

、
藤

井
博

英
著

編
、

2
0
0
8
）

　
8
．

福
祉

法
学

（
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

書
房

、
野

崎
和

義
著

、
2
0
1
3
）
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住
民

活
動

と
健

康

科
目

到
達

目
標

：
1
．

コ
ミ

ュ
ニ

テ
ィ

（
住

民
・
地

域
）
を

理
解

す
る

た
め

の
方

法
を

理
解

す
る

。
2
．

地
域

で
実

施
さ

れ
て

い
る

住
民

主
体

の
健

康
づ

く
り

活
動

へ
の

参
加

を
と

お
し

て
地

域
保

健
活

動
の

あ
り

方
を

理
解

す
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
）
：
松

浦
　

治
代

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
4
/
2
7
(金

)
3

1
1
2

科
目

の
概

要
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

地
域

保
健

活
動

に
つ

い
て

地
域

診
断

、
情

報
収

集
の

方
法

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
健

康
、

予
防

、
住

民
活

動
、

2
5
/
9
(水

)
4

1
1
2

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

計
画

立
案

（
内

容
と

方
法

の
検

討
・

共
有

）
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

地
域

診
断

（
情

報
収

集
）

3
5
/
1
0
(木

)
3

4
5
/
1
0
(木

)
4

5
5
/
1
8
(金

)
3

1
1
2

6
5
/
1
8
(金

)
4

1
1
2

7
6
/
8
(金

)
3

1
1
2

モ
デ

ル
地

区
（
市

）
の

人
口

動
態

、
健

康
指

標
の

把
握

モ
デ

ル
地

区
の

健
康

課
題

の
概

要
を

理
解

す
る

地
域

診
断

、
二

次
資

料
（
既

存
資

料
）
、

分
析

8
6
/
8
(金

)
4

1
1
2

健
康

課
題

か
ら

地
区

視
診

の
計

画
立

案

9
6
/
1
5
(金

)
3

1
0

6
/
1
5
(金

)
4

1
1

6
/
2
2
(金

)
3

1
1
2

1
2

6
/
2
2
(金

)
4

1
1
2

1
3

6
/
2
9
(金

)
3

1
1
2

1
4

6
/
2
9
(金

)
4

1
1
2

1
5

7
/
6
(金

)
3

1
1
2

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

の
ま

と
め

：
（
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

・
発

表
）

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
3

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
、

提
出

物
1
0
0

教
科

書
：
1
．

公
衆

衛
生

看
護

学
jp

 第
4
版

，
荒

賀
直

子
，

イ
ン

タ
ー

メ
デ

ィ
カ

ル
、

2
0
1
5

参
考

書
：
 1

．
地

域
看

護
診

断
第

2
版

、
東

京
大

学
出

版
会

、
金

川
克

子
、

 2
0
1
1
年

　
　

　
　

 2
．

看
護

法
令

要
覧

平
成

2
9
年

度
版

,日
本

看
護

協
会

出
版

会
、

2
0
1
7
　

そ
の

他
：
市

内
で

2
回

程
度

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

を
実

施
す

る
予

定
。

自
転

車
も

し
く
は

天
候

等
に

よ
り

交
通

費
負

担
の

可
能

性
あ

り
。

住
民

活
動

、
保

健
師

活
動

地
区

視
診

の
視

点
が

わ
か

る
地

区
視

診
の

方
法

が
わ

か
る

地
区

視
診

か
ら

得
ら

れ
る

情
報

、
地

区
視

診
の

意
義

が
わ

か
る

地
区

視
診

、
地

区
視

診
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
質

的
情

報
の

要
約

  
 　

  
  

  
 3

．
新

版
保

健
師

業
務

要
覧

、
第

3
版

、
日

本
看

護
協

会
出

版
会

、
2
0
1
3
年

　
　

　
  

4
．

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ﾃ
ｨｱ

ｽ
ﾞﾊ

ﾟｰ
ﾄﾅ

ｰ
、

第
2
版

、
医

学
書

院
、

ｴ
ﾘ
ｻ

ﾞﾍ
ﾞﾙ

T
．

ｱ
ﾝ
ﾀ
ﾞｰ

ｿ
ﾝ
等

編
・
金

川
克

子
他

訳
、

2
0
0
7
年

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

、
イ

ン
タ

ビ
ュ

ー
ガ

イ
ド

市
内

市
内

松
浦

　
治

代

金
田

　
由

紀
子

德
嶋

　
靖

子

地
域

・
精

神
看

護
学

地
域

保
健

活
動

に
お

け
る

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

の
概

念
の

理
解

地
域

診
断

に
お

け
る

情
報

収
集

の
方

法
の

理
解

地
域

住
民

の
エ

ン
パ

ワ
メ

ン
ト

プ
ロ

セ
ス

の
理

解

人
と

接
す

る
場

合
の

適
切

な
態

度
、

言
葉

遣
い

の
理

解 意
図

し
た

質
問

を
相

手
に

わ
か

り
や

す
く
伝

え
、

や
り

取
り

を
深

め
る

方
法

の
理

解
地

域
住

民
の

エ
ン

パ
ワ

メ
ン

ト
プ

ロ
セ

ス
の

理
解

地
域

に
お

け
る

健
康

づ
く
り

活
動

の
理

解

住
民

活
動

に
参

加
す

る
活

動
の

リ
ー

ダ
ー

へ
の

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ま
と

め

地
区

視
診

ま
と

め

イ
ン

タ
ビ

ュ
ー

ま
と

め
・
地

区
視

診
の

結
果

を
ま

と
め

討
議

す
る

地
区

視
診

（
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
）

足
を

使
っ

て
地

域
を

知
る

地
域

で
の

健
康

づ
く
り

に
お

け
る

住
民

活
動

の
意

義
お

よ
び

住
民

活
動

を
支

援
す

る
保

健
師

の
役

割
を

理
解

す
る

。
言

語
化

で
き

る
。

- 20 -



科
目

到
達

目
標

：
思

春
期

の
心

身
の

課
題

に
つ

い
て

理
解

で
き

る

1
)思

春
期

の
発

達
課

題
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

2
)思

春
期

の
支

援
方

法
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
大

島
　

麻
美

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
2
7
　

as
am

i-
o
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
5
/
1
2
(土

)
1

2
6
1

思
春

期
保

健
の

課
題

大
島

　
麻

美
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

思
春

期
に

お
け

る
心

身
の

発
達

課
題

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
思

春
期

，
発

達
課

題

2
5
/
1
2
(土

)
2

2
6
1

思
春

期
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

の
基

本
概

念
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
思

春
期

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
、

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

ラ
ー

、
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン

3
5
/
1
2
(土

)
3

2
6
1

ア
ク

テ
ィ

ブ
リ

ス
ニ

ン
グ

：
基

本
的

な
向

き
合

い
方

鈴
木

　
康

江
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

基
本

的
な

向
き

合
い

方
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

8
つ

の
誓

約
、

ア
ク

テ
ィ

ブ
リ

ス
ニ

ン
グ

4
5
/
1
2
(土

)
4

2
6
1

感
情

と
向

き
合

う
大

島
　

麻
美

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
感

情
と

向
き

合
う

と
い

う
意

味
が

理
解

で
き

る
感

情
を

表
す

言
葉

5
5
/
1
3
(日

)
1

2
6
1

コ
・
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

演
習

大
島

　
麻

美
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

今
ま

で
の

学
習

を
織

り
交

ぜ
て

演
習

が
で

き
る

ピ
ア

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ

6
5
/
1
3
(日

)
2

2
6
1

価
値

討
論

鈴
木

　
康

江
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

「
価

値
」
と

は
何

か
？

デ
ィ

ス
カ

ッ
シ

ョ
ン

で
き

る
価

値

7
5
/
1
3
(日

)
3

2
6
1

セ
ク

シ
ャ

リ
テ

ィ
総

論
：
思

春
期

の
性

の
特

徴
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
思

春
期

の
性

の
特

徴
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

セ
ク

シ
ャ

リ
テ

ィ
、

生
殖

、
思

春
期

、
第

2
次

性
徴

、
自

尊
感

情

8
5
/
1
3
(日

)
4

2
6
1

セ
ク

シ
ャ

リ
テ

ィ
総

論
：
妊

娠
・
出

産
、

性
感

染
症

大
島

　
麻

美
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

思
春

期
の

性
に

関
す

る
課

題
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

デ
ー

ト
D

V
、

妊
娠

・
出

産
、

性
感

染
症

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

指
定

教
科

書
：
当

日
配

布
予

定

集
中

講
義

に
し

ま
す

評
価

：
事

前
課

題
1
0
％

、
演

習
等

の
参

加
状

況
8
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
1
0
％

＊
 助

産
師

国
家

試
験

の
受

験
要

件
講

義

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

ヘ
ル

ス
ケ

ア
論

そ
の

他
：
こ

の
コ

ー
ス

受
講

終
了

後
、

追
加

で
1
日

研
修

を
受

け
る

こ
と

に
よ

り
受

講
証

を
発

行
。

そ
の

後
3
月

以
降

に
開

講
す

る
「
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

講
座

」
受

講
者

に
は

「
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
ラ

ー
」
の

資
格

が
「
日

本
ピ

ア
カ

ウ
ン

セ
リ

ン
グ

・
ピ

ア
エ

デ
ュ

ケ
ー

シ
ョ

ン
研

究
会

」
か

ら
授

与
さ

れ
る

。
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カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ

到
達

目
標

：
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

に
つ

い
て

の
基

礎
的

な
知

識
を

踏
ま

え
、

臨
床

心
理

学
的

な
対

人
援

助
の

代
表

的
な

方
法

で
あ

り
、

　
　

　
多

く
の

分
野

で
用

い
ら

れ
て

い
る

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

つ
い

て
の

考
え

方
や

技
法

に
つ

い
て

学
ぶ

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
最

上
　

多
美

子
（
臨

床
心

理
学

）
連

絡
先

：
最

上
研

究
室

に
伝

言
し

て
く
だ

さ
い

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(月

)
2

1
1
2

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞと

は
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

特
徴

と
基

礎
的

な
倫

理
規

定
に

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

専
門

性
、

ｸ
ﾗ
ｲ
ｴ
ﾝ
ﾄ、

目
標

志
向

、
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾗ
ｰ

の
倫

理
規

定

2
1
0
/
1
5
(月

)
2

1
1
2

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

基
礎

理
論

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
来

談
者

中
心

療
法

に
基

づ
い

た
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

基
礎

理
論

と
ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

ｷ
ﾙ

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

傾
聴

、
共

感
、

ﾏ
ｲ
ｸ
ﾛ
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞｽ

ｷ
ﾙ

3
1
0
/
2
2
(月

)
2

1
1
2

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

お
け

る
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

関
連

し
て

行
う

ｱ
ｾ

ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄの

種
類

を
理

解
し

、
例

を
あ

げ
る

こ
と

が
で

き
る

。
心

理
検

査
、

自
殺

の
危

険
因

子
、

入
退

院
時

ｱ
ｾ

ｽ
ﾒ

ﾝ
ﾄ

4
1
0
/
2
9
(月

)
2

1
1
2

多
様

な
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ理

論
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

多
様

な
種

類
の

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
理

論
の

基
礎

を
理

解
す

る
。

精
神

分
析

、
行

動
療

法
、

認
知

療
法

、
芸

術
療

法

5
1
1
/
5
(月

)
2

1
1
2

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

種
類

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
1
対

1
で

行
う

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ以

外
の

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ手

法
を

理
解

し
、

例
を

あ
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ・

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ、

ﾋ
ﾟｱ

・
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ、

バ
ー

ン
ア

ウ
ト

6
1
1
/
1
2
(月

)
2

1
1
2

ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

と
ｺ
ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
相

談
以

外
の

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾗ
ｰ

の
業

務
に

つ
い

て
例

を
あ

げ
て

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

、
ｺ
ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

7
1
1
/
1
9
(月

)
2

1
1
2

医
療

場
面

に
お

け
る

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
医

療
場

面
に

お
け

る
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞに

つ
い

て
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

医
療

場
面

で
の

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

8
1
1
/
2
6
(月

)
2

1
1
2

ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

実
際

最
上

　
多

美
子

臨
床

心
理

学
学

校
や

医
療

場
面

を
例

と
し

た
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞの

具
体

的
な

業
務

内
容

や
事

例
を

理
解

す
る

。
医

療
場

面
で

の
ｶ
ｳ

ﾝ
ｾ

ﾘ
ﾝ
ｸ
ﾞ

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2
（
中

級
レ

ベ
ル

）

参
考

書
：
授

業
時

に
適

宜
紹

介
。

評
　

価
：
レ

ポ
ー

ト
　

5
0
％

 授
業

態
度

 　
3
0
％

 課
題

　
2
0
％
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臨
床

心
理

学

科
目

到
達

目
標

：
人

間
行

動
お

よ
び

人
間

関
係

の
理

解
に

必
要

な
心

理
学

の
知

識
や

考
え

方
を

学
ぶ

と
共

に
、

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

学
生

自
身

に
よ

る
自

己
分

析
体

験
を

通
し

て
自

身
の

人
格

形
成

に
つ

い
て

の
問

題
点

や
在

り
方

に
も

気
づ

か
せ

る
こ

と
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
井

上
　

雅
彦

（
臨

床
心

理
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(月

)
1

1
1
2

心
理

学
と

臨
床

心
理

学
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

心
理

学
と

臨
床

心
理

学
の

成
り

立
ち

を
理

解
す

る
。

心
理

学
の

研
究

法
、

心
理

的
な

援
助

法
・
測

定
法

、
臨

床
心

理
士

資
格

等

2
1
0
/
1
5
(月

)
1

1
1
2

知
覚

と
認

知
の

心
理

学
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

人
間

の
知

覚
、

認
知

、
思

考
の

仕
組

み
を

理
解

す
る

。
感

覚
、

知
覚

、
閾

値
、

知
覚

の
体

制
化

、
認

知
心

理
学

3
1
0
/
2
2
(月

)
1

1
1
2

欲
求

と
動

機
付

け
の

心
理

学
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

人
間

の
欲

求
、

動
機

付
け

の
仕

組
み

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
欲

求
、

動
機

付
け

、
知

覚

4
1
0
/
2
9
(月

)
1

1
1
2

学
習

と
行

動
の

心
理

学
井

上
　

雅
彦

臨
床

心
理

学
行

動
科

学
と

学
習

理
論

の
考

え
方

を
理

解
す

る
。

刺
激

と
反

応
、

学
習

性
行

動
、

条
件

づ
け

、
行

動
分

析
学

5
1
1
/
5
(月

)
1

1
1
2

発
達

と
教

育
の

心
理

学
井

上
　

雅
彦

臨
床

心
理

学
人

間
の

心
理

的
な

発
達

と
教

育
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

発
達

と
は

何
か

、
発

達
と

そ
の

支
援

、
教

育
心

理
学

6
1
1
/
1
2
(月

)
1

1
1
2

ス
ト

レ
ス

と
そ

の
反

応
菊

池
　

義
人

臨
床

心
理

学
ス

ト
レ

ス
と

そ
の

援
助

方
法

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
心

身
相

関
、

ス
ト

レ
ス

反
応

、
ス

ト
レ

ス
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト

7
1
1
/
1
9
(月

)
1

1
1
2

人
格

心
理

学
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

主
要

な
性

格
類

型
論

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
パ

ー
ソ

ナ
リ

テ
ィ

、
ク

レ
ッ

チ
マ

ー
、

ギ
ル

フ
ォ

ー
ド

8
1
1
/
2
6
(月

)
1

1
1
2

異
常

心
理

学
最

上
　

多
美

子
臨

床
心

理
学

精
神

状
態

の
異

常
に

つ
い

て
基

礎
的

な
分

類
を

理
解

す
る

。
正

常
と

異
常

、
精

神
障

害

9
1
2
/
3
(月

)
1

1
1
2

対
人

関
係

の
心

理
学

菊
池

　
義

人
臨

床
心

理
学

社
会

関
係

の
中

で
の

人
間

の
行

動
を

理
解

す
る

。
社

会
、

集
団

力
動

、
役

割

1
0

1
2
/
1
0
(月

)
1

1
1
2

心
理

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
心

の
理

解
①

菊
池

　
義

人
臨

床
心

理
学

心
理

検
査

と
そ

の
活

用
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

心
理

検
査

の
仕

組
み

　
測

定
と

解
釈

1
1

1
2
/
1
7
(月

)
1

1
1
2

心
理

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
心

の
理

解
②

井
上

　
雅

彦
臨

床
心

理
学

行
動

観
察

法
、

一
事

例
の

実
験

デ
ザ

イ
ン

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
行

動
観

察
法

、
一

事
例

の
実

験
デ

ザ
イ

ン

1
2

1
2
/
2
7
(木

)
1

1
1
2

認
知

行
動

療
法

井
上

　
雅

彦
臨

床
心

理
学

認
知

行
動

療
法

と
そ

の
発

展
を

理
解

す
る

。
無

意
識

、
欲

求
、

抑
圧

、
退

行

1
3

1
/
7
(月

)
1

1
1
2

精
神

分
析

療
法

菊
池

　
義

人
臨

床
心

理
学

精
神

分
析

や
精

神
力

動
論

的
な

考
え

方
を

理
解

す
る

。
行

動
療

法
の

発
展

、
認

知
理

論
、

社
会

学
習

理
論

1
4

1
/
1
5
(火

)
1

1
1
2

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
と

人
間

性
心

理
学

菊
池

　
義

人
臨

床
心

理
学

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
ア

プ
ロ

ー
チ

の
考

え
方

を
学

ぶ
。

受
容

・
共

感
・
自

己
一

致

1
5

1
/
2
1
(月

)
1

1
1
2

大
学

で
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

学
生

相
談

井
上

　
雅

彦
臨

床
心

理
学

大
学

生
活

で
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
と

相
談

支
援

大
学

生
活

・
メ

ン
タ

ル
ヘ

ル
ス

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
7

評
価

：
定

期
試

験
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
5
0
％

、
授

業
に

伴
う

提
出

物
5
0
％

指
定

教
科

書
：
使

用
し

な
い

、
購

入
不

要

参
考

書
：
授

業
時

、
適

宜
紹

介
す

る
。

各
種

資
料

や
心

理
検

査
用

紙
を

配
付

し
、

視
聴

覚
教

材
も

活
用

す
る

。
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総
合

英
語

Ⅱ
（
戸

野
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
健

康
、

医
療

に
関

連
す

る
語

彙
を

増
や

す
、

会
話

力
を

伸
ば

す
、

読
解

力
を

伸
ば

す

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
戸

野
　

康
恵

（
非

常
勤

講
師

）
連

絡
先

：
学

務
課

を
通

し
て

連
絡

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

pe
rs

o
n
al

it
y,

 b
e
h
av

io
u
r,
 h

e
ar

t 
pr

o
bl

e
m

2
1
0
/
9
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

性
格

や
行

動
様

式
に

つ
い

て
述

べ
る

。
be

h
av

io
r 

te
st

3
1
0
/
1
6
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

n
u
tr

it
io

n
, 
fo

o
d 

gr
o
u
p

4
1
0
/
2
3
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

望
ま

し
い

食
生

活
に

つ
い

て
述

べ
る

。
h
e
al

th
y 

di
e
t

5
1
0
/
3
0
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

sm
e
ll,

 a
ro

m
at

h
e
ra

py

6
1
1
/
6
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

精
油

の
効

能
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

e
ss

e
n
ti
al

 o
il

7
1
1
/
1
3
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

ag
in

g,
 e

xe
rc

is
e

8
1
1
/
2
0
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

身
体

の
状

態
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

h
e
ig

h
t,
 w

e
ig

h
t,
 b

o
dy

 f
at

, 
pu

ls
e

9
1
1
/
2
7
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

fl
o
w

 o
f 
Q

i, 
ba

la
n
c
e
 o

f 
e
n
e
rg

y

1
0

1
2
/
4
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

身
体

の
不

調
と

部
位

を
説

明
す

る
。

ac
u
pu

n
c
tu

re
 p

o
in

ts

1
1

1
2
/
1
1
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

英
文

読
解

、
関

連
表

現
の

習
熟

c
an

c
e
r,
 s

tr
o
ke

, 
h
e
ar

t 
at

ta
ck

1
2

1
2
/
1
8
(火

)
3

1
1
2

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

臓
器

と
疾

患
に

つ
い

て
説

明
す

る
。

o
rg

an
, 
fu

n
c
ti
o
n
, 
ill

n
e
ss

1
3

1
2
/
2
5
(火

)
3

1
1
2

re
vi

e
w

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

既
習

事
項

の
復

習

1
4

1
/
8
(火

)
3

1
1
2

o
ra

l 
pr

e
se

n
ta

ti
o
n
s

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

会
話

発
表

1
5

1
/
2
2
(火

)
3

1
1
2

試
験

戸
野

　
康

恵
非

常
勤

講
師

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

 4

学
位

授
与

方
針

と
の

関
連

：
1
、

 3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

指
定

教
科

書
：
H

e
al

th
 M

at
te

rs
（
金

星
堂

）
　

藤
井

哲
郎

、
A

da
m

 M
u
rr

ay
  
2
0
0
8
年

評
価

：
定

期
試

験
6
0
％

、
課

題
提

出
、

小
テ

ス
ト

2
0
％

、
発

表
2
0
％

T
h
re

e
 M

aj
o
r 

C
au

se
s 

o
f 

D
e
at

h

P
e
rs

o
n
al

it
y

N
u
tr

it
io

n

A
ro

m
at

h
e
ra

py

A
gi

n
g

A
c
u
pu

n
c
tu

re
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総
合

英
語

Ⅱ
（
バ

ル
デ

ィ
ク

ラ
ス

）

科
目

到
達

目
標

：
G

e
n
e
ra

l 
E
n
gl

is
h
 c

o
m

m
u
n
ic

at
io

n
 i
n
 t

h
e
 n

u
rs

in
g 

fi
e
ld

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
デ

イ
ビ

ッ
ド

・
バ

ル
デ

ィ
（
非

常
勤

講
師

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
連

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
0
/
2
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
0
/
9
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
0
/
1
6
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
0
/
2
3
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
0
/
3
0
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
1
/
6
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
1
/
1
3
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
1
/
2
0
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
1
/
2
7
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
2
/
4
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
2
/
1
1
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
2
/
1
8
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
2
/
2
5
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
/
8
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

1
/
2
2
(火

)
バ

ル
デ

ィ
非

常
勤

講
師

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

の
関

連
：
1
、

2
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
連

関
：
2
、

4

授
業

レ
ベ

ル
：
3

評
　

価
：
試

験
　

7
0
％

、
授

業
態

度
　

3
0
%

教
科

書
：
C

am
br

id
ge

 E
n
gl

is
h
 f
o
r 

N
u
rs

in
g,

 C
am

br
id

ge
, 
2
0
1
0

- 25 -



疾
病

論
（
後

期
）

到
達

目
標

：
主

要
臓

器
の

解
剖

学
、

生
理

学
に

つ
い

て
理

解
す

る
と

と
も

に
、

疾
患

の
原

因
、

症
状

、
診

断
、

治
療

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
片

岡
　

英
幸

（
成

人
・
老

人
看

護
学

）
連

絡
先

：
h
ka

ta
o
ka

@
to

to
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(火

)
4

1
1
2

視
床

下
部

下
垂

体
と

内
分

泌
疾

患
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
視

床
下

部
下

垂
体

と
内

分
泌

疾
患

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

下
垂

体
機

能
低

下
症

、
尿

崩
症

、
下

垂
体

腺
腫

2
1
0
/
9
(火

)
4

1
1
2

皮
膚

・
形

成
・
眼

・
歯

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

皮
膚

・
形

成
・
眼

・
歯

の
疾

患
を

理
解

す
る

。
褥

瘡
、

再
建

、
白

内
障

、
緑

内
障

、
歯

周
病

3
1
0
/
1
5
(月

)
5

1
1
2

血
液

疾
患

（
赤

血
球

と
血

小
板

の
疾

患
）

本
倉

　
徹

臨
床

検
査

医
学

血
液

の
組

成
が

わ
か

る
。

貧
血

と
血

小
板

減
少

の
病

態
を

理
解

で
き

る
。

ヘ
モ

グ
ロ

ビ
ン

、
鉄

欠
乏

性
貧

血
、

自
己

免
疫

性
溶

血
性

貧
血

、
免

疫
性

血
小

板
減

少
症

4
1
0
/
1
6
(火

)
4

1
1
2

甲
状

腺
疾

患
の

診
断

・
治

療
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
甲

状
腺

疾
患

の
診

断
・
治

療
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
甲

状
腺

機
能

亢
進

症
、

橋
本

病

5
1
0
/
2
3
(火

)
4

1
1
2

副
腎

疾
患

の
診

断
・
治

療
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
副

腎
疾

患
の

診
断

・
治

療
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
副

腎
不

全
、

ｸ
ｯ
ｼ
ﾝ
ｸ
ﾞ症

候
群

、
褐

色
細

胞
腫

6
1
0
/
2
9
(月

)
5

1
1
2

血
液

疾
患

（
白

血
球

の
疾

患
）

本
倉

　
徹

臨
床

検
査

医
学

白
血

球
増

多
と

減
少

の
病

態
を

理
解

で
き

る
。

骨
髄

検
査

、
急

性
白

血
病

、
慢

性
白

血
病

、
悪

性
リ

ン
パ

腫

7
1
0
/
3
0
(火

)
4

1
1
2

小
児

期
の

感
染

症
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
小

児
期

の
感

染
症

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

麻
疹

、
風

疹
、

水
痘

、
溶

連
菌

感
染

症
、

ﾑ
ﾝ
ﾌ
ﾟｽ

8
1
1
/
6
(火

)
4

1
1
2

視
床

下
部

下
垂

体
を

介
し

た
ﾎ

ﾙ
ﾓ

ﾝ
調

節
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
視

床
下

部
下

垂
体

に
よ

る
ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
機

構
を

理
解

で
き

る
。

ﾈ
ｶ
ﾞﾃ

ｨﾌ
ﾞ・

ﾌ
ｨｰ

ﾄﾞ
ﾊ

ﾞｯ
ｸ
、

下
垂

体
前

葉
・
後

葉

9
1
1
/
1
3
(火

)
4

1
1
2

耳
鼻

咽
喉

・
頭

頸
部

片
岡

　
英

幸
成

人
・
老

人
看

護
学

耳
・
鼻

・
咽

頭
・
喉

頭
の

疾
患

を
理

解
す

る
。

鼻
出

血
、

嗄
声

、
嚥

下
障

害
、

頭
頸

部
癌

1
0

1
2
/
4
(火

)
5

1
1
2

閉
塞

性
肺

疾
患

，
拘

束
性

肺
疾

患
鰤

岡
　

直
人

病
態

検
査

学
閉

塞
性

肺
疾

患
，

拘
束

性
肺

疾
患

の
概

念
を

理
解

す
る

。
Ｃ

Ｏ
Ｐ

Ｄ
，

気
管

支
喘

息
，

間
質

性
肺

炎
，

じ
ん

肺
，

過
敏

性
肺

臓
炎

，
肺

腫
瘍

1
1

1
2
/
1
1
(火

)
4

1
1
2

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

の
診

断
と

治
療

井
岸

　
正

卒
後

臨
床

研
修

セ
ン

タ
ー

慢
性

閉
塞

性
肺

疾
患

の
診

断
と

治
療

が
理

解
で

き
る

。
慢

性
閉

塞
性

肺
疾

患
、

喫
煙

、
間

質
性

肺
炎

1
2

1
2
/
1
8
(火

)
4

1
1
2

神
経

内
科

学
総

論
、

神
経

感
染

症
、

脳
腫

瘍
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
神

経
疾

患
の

特
殊

性
を

理
解

す
る

。
髄

膜
炎

、
脳

炎
の

髄
液

検
査

所
見

を
説

明
で

き
る

。
髄

膜
炎

、
脳

炎
、

髄
液

検
査

、
脳

腫
瘍

、
ｶ
ﾞﾝ

ﾏ
ﾅ

ｲ
ﾌ

1
3

1
2
/
2
5
(火

)
4

1
1
2

脳
血

管
障

害
、

神
経

変
性

疾
患

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

脳
血

管
障

害
の

成
因

、
病

態
、

危
険

因
子

を
説

明
で

き
る

。
疾

患
神

経
変

性
疾

患
の

病
態

、
症

状
、

検
査

所
見

を
説

明
で

き
る

。

脳
梗

塞
、

脳
出

血
、

ｱ
ﾐﾛ

ｲ
ﾄﾞ

ｱ
ﾝ
ｷ

ﾞｵ
ﾊ

ﾟﾁ
ｰ

、
く
も

膜
下

出
血

、
ﾊ

ﾟｰ
ｷ

ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
筋

萎
縮

性
側

策
硬

化
症

、
脊

髄
小

脳
変

性
症

1
4

1
/
8
(火

)
4

1
1
2

認
知

症
浦

上
　

克
哉

生
体

制
御

学
神

経
変

性
疾

患
、

認
知

症
の

病
態

、
症

状
、

検
査

所
見

を
説

明
で

き
る

。
多

発
性

硬
化

症
、

筋
無

力
症

、
自

己
免

疫
性

疾
患

、
髄

鞘
、

筋
電

図
、

神
経

伝
道

速
度

1
5

1
/
2
2
(火

)
4

1
1
2

免
疫

性
神

経
疾

患
、

筋
疾

患
、

末
梢

神
経

障
害

浦
上

　
克

哉
生

体
制

御
学

免
疫

性
神

経
疾

患
、

筋
疾

患
、

末
梢

神
経

障
害

の
病

態
、

症
状

、
検

査
所

見
を

説
明

で
き

る
。

多
発

性
硬

化
症

、
筋

無
力

症
、

自
己

免
疫

性
疾

患
、

髄
鞘

、
筋

電
図

、
神

経
伝

道
速

度

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

参
考

書
：

１
．

内
科

学
（
朝

倉
書

店
）
、

２
．

病
気

が
み

え
る

（
医

療
情

報
科

学
研

究
所

）
、

３
．

成
人

看
護

学
 (
系

統
看

護
学

講
座

 専
門

分
野

、
医

学
書

院
)

評
　

価
：

定
期

試
験

に
よ

り
評

価
す

る
。

各
担

当
者

が
出

題
し

、
そ

れ
ぞ

れ
の

配
点

は
担

当
時

間
に

比
例

す
る

よ
う

配
分

す
る

。
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く
す

り
と

作
用

科
目

到
達

目
標

：
疾

病
に

お
け

る
臓

器
・
細

胞
・
分

子
の

異
常

の
理

解
の

上
に

、
代

表
的

な
薬

物
の

作
用

機
序

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

  
  
  
  
  
  
  
  
  
  
薬

物
相

互
作

用
や

医
薬

品
開

発
臨

床
試

験
な

ど
効

果
的

で
安

全
な

薬
物

療
法

の
た

め
の

薬
物

治
療

学
関

連
事

項
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
網

崎
　

孝
志

（
生

体
制

御
学

）
連

絡
先

：
 E

-
m

ai
l：

am
is

ak
i＠

の
あ

と
に

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(月

)
3

1
1
2

総
論

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

医
薬

品
に

か
か

る
法

律
と

薬
動

力
学

の
基

礎
が

理
解

で
き

る
。

医
薬

品
医

療
機

器
等

法
、

薬
局

方
、

薬
物

動
態

、
薬

力
学

、
受

容
体

、
拮

抗
作

用
、

ｱ
ｺ
ﾞﾆ

ｽ
ﾄ、

ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ

ｽ
ﾄ

2
1
0
/
1
5
(月

)
3

1
1
2

自
律

神
経

作
用

薬
（
1
）

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

ｱ
ｾ

ﾁ
ﾙ

ｺ
ﾘ
ﾝ
関

連
薬

物
と

薬
物

受
容

体
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
ｱ

ｾ
ﾁ
ﾙ

ｺ
ﾘ
ﾝ
、

ﾑ
ｽ

ｶ
ﾘ
ﾝ
様

作
用

、
B

B
B

、
A

C
h
E
、

副
作

用

3
1
0
/
2
2
(月

)
3

1
1
2

自
律

神
経

作
用

薬
（
2
）

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

ｱ
ﾄﾞ

ﾚ
ﾅ

ﾘ
ﾝ
関

連
薬

物
と

薬
物

受
容

体
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
ｶ
ﾃ
ｺ
ﾗ
ﾐﾝ

、
α

と
β

、
β

遮
断

、
ｱ

ｺ
ﾞﾆ

ｽ
ﾄ、

ｱ
ﾝ
ﾀ
ｺ
ﾞﾆ

ｽ
ﾄ

4
1
0
/
2
9
(月

)
3

1
1
2

中
枢

神
経

作
用

薬
（
1
）

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

G
A

B
A

に
関

連
す

る
薬

物
と

ｵ
ﾋ
ﾟｵ

ｲ
ﾄﾞ

の
基

本
が

理
解

で
き

る
。

全
身

麻
酔

薬
、

抗
て

ん
か

ん
薬

、
ﾍ
ﾞﾝ

ｿ
ﾞｼ

ﾞｱ
ｾ

ﾞﾋ
ﾟﾝ

、
耐

性
、

薬
物

依
存

5
1
1
/
5
(月

)
3

1
1
2

中
枢

神
経

作
用

薬
（
2
）

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

ﾄﾞ
ﾊ

ﾟﾐ
ﾝ
や

ｾ
ﾛ
ﾄﾆ

ﾝ
に

関
連

す
る

薬
物

の
基

本
が

理
解

で
き

る
。

統
合

失
調

症
、

ﾊ
ﾟｰ

ｷ
ﾝ
ｿ
ﾝ
病

、
う

つ
病

、
錐

体
外

路
、

C
T
Z

6
1
1
/
1
2
(月

)
3

1
1
2

血
液

・
造

血
器

系
作

用
薬

、
薬

害
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
血

液
・
造

血
器

系
作

用
薬

が
理

解
で

き
る

。
薬

害
を

理
解

し
、

そ
れ

に
対

し
て

自
分

の
考

え
を

も
つ

こ
と

が
で

き
る

。
貧

血
、

止
血

、
抗

血
栓

療
法

、
血

液
製

剤
、

薬
害

（
課

題
あ

り
）

7
1
1
/
1
9
(月

)
3

1
1
2

臨
床

薬
理

学
総

論
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
個

人
個

人
に

合
わ

せ
た

薬
物

治
療

の
考

え
方

が
理

解
で

き
る

。
E
B

M
、

薬
物

動
態

、
相

互
作

用
、

遺
伝

子
多

型
、

T
D

M

8
1
1
/
2
6
(月

)
3

1
1
2

臨
床

薬
理

学
総

論
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
医

薬
品

開
発

・
治

験
、

薬
物

速
度

論
に

関
す

る
事

項
が

理
解

で
き

る
。

ﾍ
ﾙ

ｼ
ﾝ
ｷ

宣
言

、
ｲ
ﾝ
ﾌ
ｫ
ｰ

ﾑ
ﾄﾞ

・
ｺ
ﾝ
ｾ

ﾝ
ﾄ、

P
M

D
A

、
剤

形
、

添
付

文
書

、
P

K
P

D

9
1
2
/
3
(月

)
3

1
1
2

心
臓

・
血

管
系

作
用

薬
(1

)
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
心

不
全

、
狭

心
症

治
療

薬
が

理
解

で
き

る
。

A
C

E
阻

害
薬

、
強

心
薬

、
ﾆ
ﾄﾛ

類
、

C
a拮

抗
薬

、
ｽ

ﾀ
ﾁ
ﾝ
、

ﾘ
ﾓ
ﾃ
ﾞﾘ

ﾝ
ｸ
ﾞ

1
0

1
2
/
1
0
(月

)
3

1
1
2

心
臓

・
血

管
系

作
用

薬
(2

)
網

崎
　

孝
志

生
体

制
御

学
不

整
脈

、
高

血
圧

の
治

療
薬

が
理

解
で

き
る

。
局

所
麻

酔
薬

、
N

aチ
ャ

ネ
ル

、
β

遮
断

薬
、

C
a拮

抗
薬

、
A

C
E
阻

害
薬

、
A

R
B

1
1

1
2
/
1
7
(月

)
3

1
1
2

腎
臓

作
用

薬
・
呼

吸
器

作
用

薬
上

田
　

悦
子

生
体

制
御

学
腎

臓
作

用
薬

・
呼

吸
器

作
用

薬
の

作
用

機
序

・
主

な
薬

物
名

を
説

明
で

き
る

。

浸
透

圧
利

尿
薬

、
ﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟ利

尿
薬

、
Ａ

Ｄ
Ｈ

、
ｱ

ﾙ
ﾄﾞ

ﾞｽ
ﾃ
ﾛ
ﾝ
拮

抗
薬

、
降

圧
薬

、
中

枢
性

鎮
咳

薬
、

末
梢

性
鎮

咳
薬

、
去

痰
薬

、
気

管
支

拡
張

薬
、

ｷ
ｻ

ﾝ
ﾁ
ﾝ
誘

導
体

1
2

1
2
/
2
7
(木

)
3

1
1
2

消
化

器
作

用
薬

上
田

　
悦

子
生

体
制

御
学

消
化

器
作

用
薬

の
作

用
機

序
・
主

な
薬

物
名

を
説

明
で

き
る

。
炭

酸
脱

水
酵

素
、

ﾑ
ｽ

ｶ
ﾘ
ﾝ
受

容
体

、
ﾋ
ｽ

ﾀ
ﾐﾝ

受
容

体
、

ﾌ
ﾟﾛ

ﾄﾝ
ﾎ

ﾟﾝ
ﾌ
ﾟ、

制
酸

薬
、

催
吐

薬
、

嘔
吐

薬

1
3

1
/
7
(月

)
3

1
1
2

内
分

泌
・
代

謝
作

用
薬

、
ﾋ
ﾞﾀ

ﾐﾝ
片

岡
　

英
幸

成
人

・
老

人
看

護
学

内
分

泌
お

よ
び

代
謝

作
用

薬
の

作
用

機
序

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

成
長

ﾎ
ﾙ

ﾓ
ﾝ
、

抗
甲

状
腺

薬
、

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾘ
ﾝ
、

経
口

血
糖

降
下

薬
、

ｲ
ﾝ
ｽ

ﾘ
ﾝ
抵

抗
性

改
善

薬

1
4

1
/
1
5
(火

)
3

1
1
2

抗
炎

症
薬

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

抗
炎

症
薬

、
ｱ

ﾚ
ﾙ

ｷ
ﾞｰ

用
薬

、
免

疫
抑

制
薬

の
基

本
が

理
解

で
き

る
。

炎
症

と
免

疫
、

ﾒ
ﾃ
ﾞｨ

ｴ
ｰ

ﾀ
ｰ

、
N

S
A

ID
、

C
O

X
、

抗
ﾋ
ｽ

ﾀ
ﾐﾝ

薬

1
5

1
/
2
1
(月

)
3

1
1
2

抗
菌

薬
、

抗
が

ん
薬

、
消

毒
薬

網
崎

　
孝

志
生

体
制

御
学

抗
菌

薬
と

抗
が

ん
薬

と
消

毒
薬

の
基

本
が

理
解

で
き

る
。

選
択

性
、

耐
性

、
有

害
作

用
、

β
ﾗ
ｸ
ﾀ
ﾑ

、
ｱ

ﾐﾉ
ｸ
ﾞﾘ

ｺ
ｼ
ﾄﾞ

、
ｷ

ﾉﾛ
ﾝ

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

5
、

7
 

※
到

達
目

標
・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
 定

期
試

験
　

9
5
%
、

課
題

　
5
%

指
定

教
科

書
：
シ

ン
プ

ル
薬

理
学

【
改

訂
第

５
版

】
、

野
村

・
石

川
編

、
南

江
堂

、
2
0
1
4
年

参
考

書
：
１

．
よ

く
わ

か
る

薬
理

学
の

基
本

と
し

く
み

、
當

瀬
規

嗣
著

、
秀

和
シ

ス
テ

ム
、

2
0
0
8
年

  
  

  
  

  
  

２
．

臨
床

薬
理

学
、

日
本

臨
床

薬
理

学
会

編
、

医
学

書
院

、
2
0
1
1
年
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保
健

医
療

福
祉

行
政

論
（
保

健
福

祉
行

政
論

）
到

達
目

標
：
保

健
・
医

療
・
福

祉
行

政
の

基
礎

的
知

識
を

習
得

す
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
）
：
金

田
　

由
紀

子
（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
研

究
室

T
E
L
　

0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
3
5

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
3
(水

)
1

1
1
2

保
健

医
療

福
祉

行
政

の
基

本
概

念
変

遷
と

制
度

の
変

遷
松

浦
　

治
代

地
域

・
精

神
看

護
学

公
衆

衛
生

の
基

本
概

念
、

国
内

外
の

社
会

情
勢

と
公

衆
衛

生
政

策
の

沿
革

を
理

解
す

る
。

健
康

、
プ

ラ
イ

マ
リ

ヘ
ル

ス
ケ

ア
、

ヘ
ル

ス
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

、
国

際
活

動

2
1
0
/
1
7
(水

)
1

1
1
2

社
会

保
障

制
度

　
（
1
）
概

要
松

浦
　

治
代

地
域

・
精

神
看

護
学

社
会

保
障

の
概

念
と

社
会

保
険

制
度

の
概

要
が

述
べ

ら
れ

る
。

社
会

保
障

、
社

会
福

祉
の

制
度

3
1
1
/
1
(木

)
1

1
1
2

地
域

政
策

（
1
）

竹
川

　
俊

夫
地

域
学

部
(非

常
勤

講
師

)
行

政
組

織
の

仕
組

み
と

役
割

を
理

解
す

る
地

方
自

治
法

、
条

例
、

規
則

、
地

方
分

権
、

住
民

参
加

4
1
1
/
1
(木

)
2

1
1
2

地
域

政
策

（
2
）

竹
川

　
俊

夫
地

域
学

部
(非

常
勤

講
師

)
地

方
自

治
を

理
解

す
る

。
保

健
医

療
福

祉
財

政
、

地
方

財
政

、
財

源
、

予
算

5
1
1
/
1
(木

)
3

1
1
2

地
域

政
策

（
3
）

竹
川

　
俊

夫
地

域
学

部
(非

常
勤

講
師

)
社

会
問

題
を

解
決

す
る

手
段

と
し

て
の

政
策

形
成

過
程

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
地

域
福

祉
計

画
策

定
、

住
民

参
加

6
1
1
/
7
(水

)
1

1
1
2

社
会

保
障

制
度

　
（
2
）
医

療
提

供
体

制
松

浦
　

治
代

地
域

・
精

神
看

護
学

医
療

提
供

体
制

を
理

解
す

る
。

医
療

法
、

医
療

計
画

、
医

療
保

険
制

度

7
1
1
/
1
4
(水

)
1

1
1
2

社
会

保
障

制
度

　
（
3
）
介

護
保

険
制

度
松

浦
　

治
代

地
域

・
精

神
看

護
学

介
護

保
険

制
度

を
理

解
す

る
。

介
護

保
険

制
度

、
介

護
保

険
法

、
地

域
支

援
事

業

8
1
1
/
2
1
(水

)
1

1
1
2

公
衆

衛
生

活
動

と
保

健
所

の
役

割
（
総

論
）

吉
田

　
良

平
中

部
総

合
事

務
所

福
祉

保
健

局
(非

常
勤

講
師

)

公
衆

衛
生

行
政

に
お

け
る

保
健

所
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
所

の
機

能
と

役
割

（
総

論
）

9
1
1
/
2
8
(水

)
1

1
1
2

公
衆

衛
生

活
動

と
保

健
所

の
役

割
（
各

論
）

未
定

西
部

総
合

事
務

所
福

祉
保

健
局

(非
常

勤
講

師
)

鳥
取

県
米

子
保

健
所

の
事

例
を

通
じ

て
、

公
衆

衛
生

行
政

に
お

け
る

保
健

所
の

役
割

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
所

の
機

能
と

役
割

（
各

論
）

1
0

1
2
/
5
(水

)
1

1
1
2

地
域

保
健

行
政

と
保

健
師

活
動

（
1
）

地
域

保
健

の
体

系
金

田
　

由
紀

子
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

保
健

体
制

の
変

遷
を

理
解

し
た

上
で

、
保

健
所

、
市

町
村

保
健

セ
ン

タ
ー

を
中

心
と

す
る

保
健

師
活

動
を

理
解

す
る

。
地

域
保

健
体

系
、

地
域

保
健

法
、

保
健

所
、

市
町

村
保

健
ｾ

ﾝ
ﾀ
ｰ

1
1

1
2
/
1
2
(水

)
1

1
1
2

地
域

保
健

行
政

と
保

健
師

活
動

（
2
）

健
康

危
機

管
理

、
情

報
管

理
金

田
　

由
紀

子
地

域
・
精

神
看

護
学

地
域

保
健

行
政

に
お

け
る

感
染

症
対

策
及

び
健

康
危

機
管

理
に

つ
い

て
学

び
、

併
せ

て
情

報
管

理
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

感
染

症
対

策
、

個
人

情
報

保
護

法
、

情
報

公
開

法

1
2

1
2
/
1
9
(水

)
1

1
1
2

地
域

保
健

行
政

と
保

健
師

活
動

（
3
）

保
健

・
医

療
・
福

祉
及

び
介

護
に

お
け

る
連

携
・
協

働
岩

井
　

里
美

日
南

町
地

域
包

括
支

援
セ

ン
タ

ー
（
非

常
勤

講
師

）

地
域

包
括

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

け
る

支
援

を
通

じ
て

、
保

健
、

医
療

・
福

祉
及

び
介

護
に

お
け

る
連

携
・
協

働
の

在
り

方
を

理
解

す
る

地
域

包
括

ケ
ア

シ
ス

テ
ム

、
地

域
包

括
支

援
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
構

築
、

チ
ー

ム
ア

プ
ロ

ー
チ

1
3

1
2
/
2
6
(水

)
1

1
1
2

保
健

医
療

福
祉

の
計

画
と

評
価

（
1
）

地
方

公
共

団
体

の
保

健
医

療
福

祉
計

画
金

田
　

由
紀

子
地

域
・
精

神
看

護
学

地
方

公
共

団
体

の
総

合
計

画
と

関
連

づ
け

な
が

ら
保

健
医

療
福

祉
分

野
の

代
表

的
な

計
画

に
つ

い
て

理
解

す
る

。

市
町

村
総

合
計

画
、

地
域

福
祉

保
健

計
画

母
子

、
健

康
づ

く
り

、
高

齢
者

、
精

神
保

健
、

が
ん

、
自

死
、

障
害

者
対

策

1
4

1
/
9
(水

)
1

1
1
2

保
健

医
療

福
祉

の
計

画
と

評
価

（
2
）

保
健

計
画

の
策

定
プ

ロ
セ

ス
金

田
　

由
紀

子
地

域
・
精

神
看

護
学

保
健

計
画

策
定

プ
ロ

セ
ス

に
お

け
る

各
段

階
の

ポ
イ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
保

健
計

画
策

定
手

順
、

課
題

・
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞの

把
握

、
目

標
値

の
設

定
、

住
民

参
画

、
関

係
機

関
と

の
協

働

1
5

1
/
2
3
(水

)
1

1
1
2

保
健

医
療

福
祉

の
計

画
と

評
価

（
3
）

保
健

計
画

の
推

進
と

評
価

金
田

　
由

紀
子

地
域

・
精

神
看

護
学

保
健

計
画

の
推

進
・
評

価
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

住
民

参
画

、
関

係
機

関
と

の
協

働
、

保
健

計
画

評
価

、
予

算
管

理
、

P
D

C
A

サ
イ

ク
ル

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

評
価

：
定

期
試

験
　

8
0
%

 　
レ

ポ
ー

ト
　

2
0
%

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

教
科

書
：
１

．
標

準
保

健
師

講
座

　
別

巻
1
　

保
健

医
療

福
祉

行
政

論
、

医
学

書
院

 　
 　

　
　

２
．

国
民

衛
生

の
動

向
2
0
1
7
/
2
0
1
8
、

厚
生

の
指

標
増

刊
、

厚
生

労
働

統
計

協
会

、
2
0
1
8

参
考

書
：
授

業
中

に
紹

介
す

る
。

※
1
1
/
1
（
木

）
の

集
中

講
義

に
関

し
て

、
検

査
学

専
攻

の
学

生
さ

ん
は

講
義

を
録

画
し

た
D

V
D

の
貸

出
で

対
応

し
ま

す
。
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国
際

保
健

医
療

論
  

科
目

到
達

目
標

：
諸

外
国

の
医

療
事

情
に

つ
い

て
理

解
し

、
そ

の
問

題
点

と
本

邦
と

の
差

異
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
花

木
　

啓
一

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(金

)
5

1
1
2

海
外

で
の

医
療

支
援

活
動

京
極

　
敬

典
聖

隷
富

士
病

院
小

児
科

(非
常

勤
講

師
)

海
外

へ
の

医
療

支
援

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
国

境
な

き
医

師
団

、
海

外
へ

の
災

害
派

遣
、

熱
帯

医
学

2
1
2
/
3
(月

)
2

1
1
2

国
際

保
健

医
療

と
は

（
１

）
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
国

際
保

健
医

療
の

概
念

が
理

解
で

き
る

。
途

上
国

の
医

療
環

境
、

南
北

格
差

、
感

染
症

撲
滅

3
1
2
/
1
0
(月

)
2

1
1
2

国
際

保
健

医
療

と
は

（
２

）
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
国

際
保

健
医

療
活

動
の

実
際

が
理

解
で

き
る

。
W

H
O

、
ユ

ニ
セ

フ
、

J
IC

A
、

J
O

C
V

4
1
2
/
1
7
(月

)
2

1
1
2

フ
ィ

リ
ピ

ン
の

医
療

事
情

谷
村

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
フ

ィ
リ

ピ
ン

の
医

療
事

情
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

フ
ィ

リ
ピ

ン
、

生
活

習
慣

病
、

保
健

指
導

、
低

所
得

5
1
2
/
2
7
(木

)
2

1
1
2

グ
ア

テ
マ

ラ
の

医
療

事
情

前
田

　
隆

子
鳥

取
看

護
大

学
(非

常
勤

講
師

)
開

発
途

上
国

に
お

け
る

保
健

医
療

の
問

題
点

や
保

健
医

療
活

動
の

実
際

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

中
南

米
、

医
療

事
情

、
助

産
師

、
周

産
期

6
1
/
7
(月

)
2

1
1
2

ア
フ

リ
カ

の
医

療
事

情
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学

ア
フ

リ
カ

等
の

開
発

途
上

国
に

お
け

る
保

健
医

療
の

問
題

点
、

保
健

医
療

活
動

、
健

康
管

理
と

注
意

す
べ

き
疾

患
,に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
サ

ブ
サ

ハ
ラ

、
東

ア
フ

リ
カ

、
途

上
国

、
J
IC

A

7
1
/
2
1
(月

)
2

1
1
2

ハ
ワ

イ
大

学
で

の
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
教

育
三

好
　

雅
之

医
学

教
育

学
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン
を

用
い

た
教

育
方

法
の

改
善

に
つ

い
て

理
解

す
る

。
海

外
で

開
催

さ
れ

る
教

育
セ

ミ
ナ

ー
受

講

8
1
/
2
8
(月

)
2

1
1
2

国
際

保
健

と
旅

行
医

学
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学

開
発

途
上

国
に

お
け

る
保

健
医

療
の

問
題

点
、

保
健

医
療

活
動

、
健

康
管

理
と

注
意

す
べ

き
疾

患
,に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

輸
入

感
染

症
、

渡
航

前
の

注
意

事
項

、
飲

料
水

、
予

防
接

種

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

4

授
業

レ
ベ

ル
：
2

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
8
0
％

、
小

テ
ス

ト
2
0
％
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が
ん

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
治

療

科
目

到
達

目
標

：
発

が
ん

と
治

療
・
予

防
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
を

理
解

す
る

．

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
岡

田
　

太
（
病

態
生

化
学

）
連

絡
先

：
病

態
生

化
学

分
野

に
伝

言
し

て
く
だ

さ
い

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
0
/
5
(金

)
発

が
ん

の
基

本
概

念
岡

田
　

太
病

態
生

化
学

発
が

ん
に

関
わ

る
基

本
概

念
を

理
解

す
る

。
加

齢
、

内
的

・
外

的
発

が
ん

要
因

、
酸

化
ス

ト
レ

ス

1
0
/
1
2
(金

)
ゲ

ノ
ム

解
析

新
時

代
の

が
ん

研
究

井
上

　
敏

昭
ゲ

ノ
ム

医
工

学
ゲ

ノ
ム

研
究

の
最

前
線

を
理

解
で

き
る

．
ゲ

ノ
ム

、
遺

伝
子

新
大

陸
、

遺
伝

子
診

断

1
0
/
1
9
(金

)
が

ん
化

の
機

構
と

予
防

岡
田

　
太

病
態

生
化

学
が

ん
化

機
構

と
予

防
戦

略
を

理
解

す
る

．
発

が
ん

の
促

進
要

因
と

抑
制

要
因

1
0
/
2
6
(金

)
が

ん
の

病
理

組
織

尾
﨑

　
充

彦
病

態
生

化
学

が
ん

の
組

織
学

的
特

徴
を

説
明

で
き

る
。

前
が

ん
病

変
、

扁
平

上
皮

が
ん

、
腺

が
ん

，
肉

腫
，

多
発

が
ん

，
重

複
が

ん

1
1
/
2
(金

)
が

ん
の

遺
伝

子
治

療
中

村
　

貴
史

生
体

高
次

機
能

学
が

ん
の

遺
伝

子
治

療
の

研
究

情
報

を
理

解
で

き
る

。
遺

伝
子

組
換

え
技

術
、

ウ
イ

ル
ス

ベ
ク

タ
ー

、
　

が
ん

ウ
イ

ル
ス

療
法

、
G

M
P

1
1
/
9
(金

)
が

ん
の

免
疫

療
法

林
　

眞
一

免
疫

学
腫

瘍
免

疫
を

理
解

で
き

る
。

抗
腫

瘍
免

疫
、

免
疫

療
法

1
1
/
1
6
(金

)
骨

軟
部

肉
腫

の
診

断
と

治
療

尾
﨑

　
ま

り
ﾘ
ﾊ

ﾋ
ﾞﾘ

ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

部
骨

軟
部

肉
腫

の
診

断
、

治
療

を
理

解
で

き
る

．
骨

肉
腫

、
軟

骨
肉

腫
、

軟
部

肉
腫

、
転

移
性

骨
腫

瘍

1
1
/
3
0
(金

)
が

ん
の

予
防

（
1
）

岡
田

　
太

病
態

生
化

学
が

ん
予

防
の

標
的

と
戦

略
を

理
解

す
る

．
国

別
が

ん
予

防
戦

略

1
2
/
7
(金

)
が

ん
の

予
防

（
2
）

岡
田

　
太

病
態

生
化

学
が

ん
予

防
の

標
的

と
戦

略
を

理
解

す
る

．
学

校
教

育
に

よ
る

が
ん

予
防

1
2
/
1
4
(金

)
婦

人
科

が
ん

の
診

断
と

治
療

大
石

　
徹

郎
女

性
診

療
科

群
婦

人
科

癌
の

発
生

と
治

療
を

説
明

で
き

る
．

子
宮

頚
が

ん
、

子
宮

体
が

ん
、

卵
巣

が
ん

、
化

学
療

法

1
2
/
2
1
(金

)
造

血
器

腫
瘍

の
診

断
と

治
療

本
倉

　
徹

臨
床

検
査

医
学

白
血

病
、

リ
ン

パ
腫

の
治

療
の

説
明

が
で

き
る

。
抗

体
医

薬
、

分
子

標
的

薬
、

造
血

幹
細

胞
移

植

1
2
/
2
8
(金

)
肺

が
ん

の
診

断
と

治
療

牧
野

　
晴

彦
第

三
内

科
診

療
科

群
分

子
病

態
か

ら
診

療
が

理
解

で
き

る
．

分
子

診
断

、
分

子
標

的
治

療
、

分
子

薬
理

学

1
/
1
1
(金

)
肝

細
胞

が
ん

の
診

断
と

治
療

汐
田

　
剛

史
遺

伝
子

医
療

学
肝

細
胞

が
ん

の
病

因
、

診
断

、
治

療
、

予
防

法
を

理
解

で
き

る
。

ウ
イ

ル
ス

性
肝

炎
、

腫
瘍

マ
ー

カ
ー

、
活

性
酸

素

1
/
1
6
(水

)
が

ん
と

幹
細

胞
尾

﨑
　

充
彦

病
態

生
化

学
が

ん
幹

細
胞

説
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

が
ん

幹
細

胞
説

、
が

ん
転

移
、

発
が

ん
微

小
環

境
、

e
xo

so
m

e
、

m
iR

N
A

、
核

酸
医

薬

1
/
2
5
(金

)
が

ん
と

死
生

観
岡

田
　

太
病

態
生

化
学

が
ん

を
通

し
て

死
生

観
を

考
え

る
。

D
A

L
Y
s、

天
寿

が
ん

、
老

化
研

究
、

終
末

期
医

療

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

5
　

　
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
１

参
考

書
：
指

定
し

な
い

．
た

だ
し

，
「
な

る
ほ

ど
な

っ
と

く
病

理
学

 病
態

形
成

の
基

本
的

な
し

く
み

（
南

山
堂

）
」
「
や

さ
し

い
腫

瘍
学

（
南

江
堂

）
」
や

「
T
h
e
 B

io
lo

gy
 o

f 
C

an
c
e
r（

原
著

）
」
な

ど
を

参
照

す
る

こ
と

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
レ

ポ
ー

ト
1
0
0
%
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症
状

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

と
看

護

科
目

到
達

目
標

１
．

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
考

え
方

が
理

解
で

き
る

。
  
  
  
  
  
  
  
  
  
  

２
．

臨
床

で
遭

遇
す

る
機

会
の

多
い

症
状

の
発

生
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
南

前
　

恵
子

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
 m

ik
e
ik

o
@

to
tt

o
ri
-
u
ac

.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
4
(木

)
1

1
1
2

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
と

看
護

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

症
状

と
は

何
か

が
分

か
り

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
の

必
要

性
が

理
解

で
き

る
。

症
状

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

症
状

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト

2
1
0
/
1
1
(木

)
1

1
1
2

発
熱

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

発
熱

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

発
熱

、
熱

型
、

脱
水

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

ケ
ア

3
1
0
/
1
8
(木

)
1

1
1
2

疼
痛

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

疼
痛

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

疼
痛

、
疼

痛
体

験
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
ケ

ア

4
1
0
/
2
5
(木

)
1

1
1
2

消
化

器
症

状
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
嘔

気
・
嘔

吐
、

便
秘

・
蹴

り
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
嘔

気
・
嘔

吐
、

嘔
気

・
嘔

吐
体

験
、

下
痢

、
便

秘
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
ケ

ア

5
1
0
/
3
1
(水

)
1

1
1
2

意
識

障
害

・
不

安
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
意

識
障

害
・
不

安
の

メ
カ

ニ
ズ

ム
と

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
意

識
障

害
、

意
識

レ
ベ

ル
、

意
識

変
容

、
不

安
、

不
安

レ
ベ

ル
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

ケ
ア

6
1
1
/
8
(木

)
1

1
1
2

身
体

症
状

の
あ

る
患

者
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
事

例
患

者
の

症
状

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

を
理

解
し

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

苦
痛

の
あ

る
患

者
の

理
解

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

ケ
ア

7
1
1
/
1
5
(木

)
1

1
1
2

呼
吸

・
循

環
の

マ
ネ

ー
ジ

メ
ン

ト
三

好
　

雅
之

医
学

教
育

学
呼

吸
・
循

環
の

障
害

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

呼
吸

障
害

、
異

常
呼

吸
、

循
環

器
障

害

8
1
1
/
2
2
(木

)
1

1
1
2

シ
ョ

ッ
ク

症
状

の
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

三
好

　
雅

之
医

学
教

育
学

シ
ョ

ッ
ク

状
態

の
メ

カ
ニ

ズ
ム

と
マ

ネ
ー

ジ
メ

ン
ト

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

シ
ョ

ッ
ク

、
一

時
評

価
、

二
次

評
価

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

指
定

教
科

書
：
な

し

参
考

書
：
根

拠
が

分
か

る
症

状
別

看
護

過
程

、
南

江
堂

、
関

口
恵

子
（
編

集
）
、

2
0
1
6
年
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健
康

障
害

と
看

護
Ⅰ

科
目

到
達

目
標

：
  

慢
性

的
な

病
を

も
つ

人
へ

の
看

護
支

援
（
援

助
方

法
；
生

活
の

ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ、

治
療

に
関

す
る

ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ、

症
状

の
ﾏ
ﾈ

ｼ
ﾞﾒ

ﾝ
ﾄ、

労
働

・
受

診
支

援
な

ど
）
を

学
ぶ

。
  

1
. 
健

康
障

害
の

慢
性

期
に

あ
る

人
、

慢
性

的
な

病
を

も
つ

人
の

特
徴

お
よ

び
看

護
に

必
要

な
概

念
・
諸

理
論

を
理

解
し

説
明

で
き

る
。

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
2
. 
そ

れ
ぞ

れ
の

健
康

障
害

（
機

能
障

害
；
慢

性
的

な
病

）
に

一
般

的
に

必
要

と
さ

れ
る

看
護

支
援

・
看

護
援

助
を

理
解

し
説

明
で

き
る

。
  

  
  

  
  

  
  

  
  

  
  

3
. 
事

例
を

通
し

て
、

機
能

を
維

持
し

な
が

ら
、

機
能

障
害

や
病

と
と

も
に

生
き

て
い

く
こ

と
を

支
え

る
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

支
援

に
つ

い
て

記
述

し
説

明
で

き
る

。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
谷

村
　

千
華

　
(成

人
・
老

人
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
1
5
 　

メ
ー

ル
：
c
h
ik

a0
1
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
1
(月

)
4

1
1
1

慢
性

期
看

護
の

考
え

方
谷

村
　

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
講

義
・
演

習
（
慢

性
的

な
病

を
持

つ
人

の
イ

メ
ー

ジ
,学

習
内

容
,方

法
に

つ
い

て
,慢

性
と

は
,慢

性
期

と
は

,慢
性

疾
患

と
は

 ）
教

科
書

P
4
～

P
3
6

2
1
0
/
1
5
(月

)
4

1
1
1

慢
性

的
な

病
を

も
つ

人
の

特
徴

と
理

解
,看

護
援

助
谷

村
　

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
講

義
・
演

習
（
慢

性
的

な
病

を
も

つ
人

の
特

徴
,慢

性
的

な
病

を
も

つ
人

の
理

解
に

必
要

な
ア

セ
ス

メ
ン

ト
）

教
科

書
P

3
8
～

P
1
6
6

3
1
0
/
2
2
(月

)
4

1
1
1

セ
ル

フ
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
を

支
え

る
諸

理
論

・
看

護
方

法
谷

村
　

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
講

義
・
演

習
（
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

を
支

え
る

諸
理

論
・
看

護
方

法
）

教
科

書
P

3
8
～

P
1
6
6

4
1
0
/
2
9
(月

)
4

1
1
1

栄
養

代
謝

機
能

障
害

（
肝

炎
・
肝

硬
変

）
を

も
つ

人
の

看
護

谷
村

　
千

華
成

人
･老

人
看

護
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

5
1
1
/
5
(月

)
4

1
1
1

運
動

機
能

障
害

（
関

節
ﾘ
ｳ

ﾏ
ﾁ
）
を

も
つ

人
の

看
護

/
課

題
事

例
提

示
谷

村
　

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
基

礎
知

識
,身

体
的

特
徴

,心
理

的
特

徴
,看

護
の

視
点

教
科

書
該

当
ペ

ー
ジ

6
1
1
/
1
2
(月

)
4

1
1
1

栄
養

代
謝

機
能

障
害

（
糖

尿
病

）
を

も
つ

人
の

看
護

山
尾

　
美

希
成

人
･老

人
看

護
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点

7
1
1
/
1
2
(月

)
5

1
1
1

生
体

防
御

機
能

の
障

害
（
H

IV
感

染
者

/
A

ID
S
）
を

も
つ

人
の

看
護

山
尾

　
美

希
(非

常
勤

講
師

)
基

礎
知

識
,身

体
的

特
徴

,心
理

的
特

徴
,看

護
の

視
点

8
1
1
/
1
9
(月

)
4

1
1
1

内
部

環
境

調
節

障
害

（
慢

性
腎

不
全

）
を

も
つ

人
の

看
護

谷
村

　
千

華
(非

常
勤

講
師

)
基

礎
知

識
,身

体
的

特
徴

,心
理

的
特

徴
,看

護
の

視
点

教
科

書
該

当
ペ

ー
ジ

9
1
1
/
2
6
(月

)
4

1
1
1

小
テ

ス
ト

,課
題

事
例

の
進

め
方

・
事

例
紹

介
な

ど
谷

村
　

千
華

成
人

･老
人

看
護

学
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

1
0

1
2
/
3
(月

)
4

1
1
1

演
習

（
フ

ィ
ジ

カ
ル

ア
セ

ス
メ

ン
ト

・
血

糖
測

定
)

谷
村

　
千

華
成

人
･老

人
看

護
学

ア
ロ

マ
マ

ッ
サ

ー
ジ

、
血

糖
測

定
、

フ
ィ

ジ
カ

ル
ア

セ
ス

メ
ン

ト
　

な
ど

教
科

書
該

当
ペ

ー
ジ

1
1

1
2
/
1
0
(月

)
4

1
1
1

循
環

機
能

障
害

（
虚

血
性

心
疾

患
･心

不
全

）
を

も
つ

人
の

看
護

野
口

　
佳

美
成

人
･老

人
看

護
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

1
2

1
2
/
1
7
(月

)
4

1
1
1

脳
・
神

経
機

能
障

害
（
神

経
難

病
：
パ

ー
キ

ン
ソ

ン
病

）
を

も
つ

人
の

看
護

野
口

　
佳

美
成

人
･老

人
看

護
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

1
3

1
2
/
2
7
(木

)
4

1
1
1

が
ん

と
と

も
に

生
き

る
人

の
看

護
・
症

状
緩

和
に

活
用

で
き

る
ス

キ
ル

（
ハ

ン
ド

ト
リ

ー
ト

メ
ン

ト
）

大
庭

　
桂

子
成

人
･老

人
看

護
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

1
4

1
/
7
(月

)
4

1
1
1

呼
吸

機
能

障
害

（
閉

塞
性

障
害

・
拘

束
性

障
害

）
を

も
つ

人
の

看
護

三
好

　
雅

之
医

学
教

育
学

基
礎

知
識

,身
体

的
特

徴
,心

理
的

特
徴

,看
護

の
視

点
教

科
書

該
当

ペ
ー

ジ

1
5

1
/
1
5
(火

)
4

1
1
1

ロ
ー

ル
プ

レ
イ

谷
村

　
千

華
野

口
　

佳
美

大
庭

　
桂

子
三

好
　

雅
之

成
人

･老
人

看
護

学
ロ

ー
ル

プ
レ

イ
ン

グ

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
指

定
教

科
書

：
成

人
看

護
学

　
慢

性
期

看
護

　
病

気
と

と
も

に
生

活
す

る
人

を
支

え
る

、
南

江
堂

、
鈴

木
久

美
ほ

か
編

、
2
0
1
6
.

  
 3

.慢
性

疾
患

を
生

き
る

、
 医

学
書

院
、

S
tr

au
ss

 A
L
 e

t 
al

著
、

2
0
0
5
年

. 
  

  
  

  
  

　
　

　
　

　
　

　
  

4
.ｸ

ﾛ
ﾆ
ｯ
ｸ
ｲ
ﾙ

ﾈ
ｽ

、
医

学
書

院
、

ｱ
ｲ
ﾘ
ｰ

ﾝ
・
ﾓ
ﾛ
ﾌ
･ﾗ

ﾌ
ﾞｷ

ﾝ
著

、
2
0
0
7
年

.　
  

 5
.病

い
の

意
味

、
日

本
看

護
協

会
出

版
会

、
S
.K

e
y 

T
o
o
m

bs
著

、
2
0
0
1
年

. 
  
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 6
.ﾁ

ｪﾝ
ｼ
ﾞﾝ

ｸ
ﾞ・

ﾌ
ｫ
ｰ

・
ｸ
ﾞｯ

ﾄﾞ
、

法
研

、
ｼ
ﾞｪ

ｲ
ﾑ

ｽ
・
ﾌ
ﾟﾛ

ﾃ
ｪｽ

ｶ
著

、
2
0
0
5
年

. 
  

  
  

  
  

参
考

書
：
1
.ナ

ー
シ

ン
グ

グ
ラ

フ
ィ

カ
2
5
 成

人
看

護
学

　
セ

ル
フ

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
 医

学
書

院
、

安
酸

史
子

ほ
か

編
、

2
0
0
9
年

　
　

　
2
.慢

性
疾

患
の

病
み

の
軌

跡
、

 医
学

書
院

、
ピ

エ
ー

ル
　

ウ
グ

編
、

2
0
0
5
年

. 

評
価

：
定

期
試

験
7
0
％

、
小

試
験

2
0
％

、
課

題
事

例
演

習
・
レ

ポ
ー

ト
・
参

加
度

1
0
％
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健
康

障
害

と
看

護
Ⅱ

科
目

到
達

目
標

：
周

手
術

期
に

あ
る

人
へ

の
看

護
支

援
（
身

体
的

・
心

理
的

・
社

会
的

支
援

）
に

つ
い

て
学

ぶ
。

1
．

外
科

的
治

療
の

適
応

と
な

る
疾

患
の

概
念

，
外

科
的

治
療

の
特

徴
（
手

術
の

必
要

性
，

手
術

方
法

，
合

併
症

と
予

後
）
に

つ
い

て
理

解
し

，
説

明
で

き
る

。
2
．

周
手

術
期

（
術

前
・
術

中
・
術

後
）
に

あ
る

患
者

の
特

徴
を

理
解

し
，

回
復

過
程

に
応

じ
た

一
般

的
に

必
要

な
看

護
に

つ
い

て
理

解
し

，
説

明
で

き
る

。
3
．

機
能

障
害

や
ボ

デ
ィ

ー
イ

メ
ー

ジ
の

変
化

を
伴

う
患

者
の

看
護

援
助

に
つ

い
て

理
解

し
，

説
明

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
野

口
　

佳
美

　
（
成

人
・
老

人
看

護
学

）連
絡

先
：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
1
9

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
2
(火

)
2

1
1
1

周
手

術
期

看
護

の
考

え
方

　
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

周
手

術
期

と
は

，
周

手
術

期
に

あ
る

患
者

の
イ

メ
ー

ジ
，

学
習

内
容

・
方

法
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

。
周

手
術

期
，

手
術

，
手

術
を

受
け

る
患

者
の

特
徴

2
1
0
/
9
(火

)
2

1
1
1

手
術

を
受

け
る

患
者

と
そ

の
家

族
に

対
す

る
看

護
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

手
術

を
受

け
る

患
者

と
そ

の
家

族
へ

の
看

護
援

助
に

つ
い

て
理

解
　

で
き

る
。

術
前

看
護

，
術

後
看

護
，

M
o
o
re

回
復

過
程

，
術

後
合

併
症

3
1
0
/
1
6
(火

)
2

1
1
1

手
術

前
・
中

に
お

け
る

患
者

・
家

族
に

対
す

る
看

護
佐

々
木

　
朋

美
(非

常
勤

講
師

)
手

術
中

・
手

術
直

後
の

看
護

援
助

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

M
o
o
re

回
復

過
程

，
生

体
反

応
，

術
中

看
護

，
麻

酔

4
1
0
/
2
3
(火

)
2

1
1
1

肺
切

除
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

肺
切

除
術

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
が

理
解

で
き

，
必

要
な

看
護

援
助

に
つ

い
て

考
え

，
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

肺
が

ん
，

胸
腔

鏡
下

手
術

，
胸

腔
ド

レ
ー

ン

5
1
0
/
3
0
(火

)
2

1
1
1

開
頭

術
を

受
け

る
患

者
の

看
護

野
口

　
佳

美
成

人
・
老

人
看

護
学

開
頭

術
を

受
け

る
患

者
の

特
徴

が
理

解
で

き
，

必
要

な
看

護
援

助
に

つ
い

て
考

え
，

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
髄

膜
腫

，
J
C

S
，

G
C

S
，

頭
蓋

内
圧

亢
進

症
状

6
1
1
/
6
(火

)
2

1
1
1

人
工

股
関

節
置

換
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
谷

村
　

千
華

成
人

・
老

人
看

護
学

人
工

股
関

節
置

換
術

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
理

解
，

必
要

な
看

護
援

助
に

つ
い

て
考

え
，

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。
人

工
股

関
節

の
特

徴
，

脱
臼

，
腓

骨
神

経
麻

痺

7
1
1
/
1
3
(火

)
2

1
1
1

胃
切

除
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
大

庭
　

桂
子

成
人

・
老

人
看

護
学

胃
全

摘
術

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
が

理
解

で
き

，
必

要
な

看
護

援
助

に
つ

い
て

考
え

，
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

胃
癌

，
ビ

ル
ロ

ー
ト

Ⅰ
・
Ⅱ

法
，

ダ
ン

ピ
ン

グ
症

候
群

8
1
1
/
2
0
(火

)
2

1
1
1

ス
ト

ー
マ

造
設

す
る

大
腸

切
除

術
を

受
け

る
患

者
の

看
護

大
庭

　
桂

子
成

人
・
老

人
看

護
学

大
腸

切
除

術
お

よ
び

ス
ト

ー
マ

造
設

術
を

受
け

る
患

者
の

特
徴

が
理

解
で

き
，

必
要

な
看

護
援

助
に

つ
い

て
考

え
，

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

大
腸

が
ん

，
大

腸
切

除
術

，
ス

ト
ー

マ
造

設
，

ス
ト

ー
マ

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
，

ボ
デ

ィ
ー

イ
メ

ー
ジ

，
障

害
受

容

9
1
1
/
2
7
(火

)
2

1
1
1

子
宮

摘
出

術
を

受
け

る
患

者
の

看
護

、
前

立
腺

摘
出

術
を

受
け

る
患

者
の

看
護

大
庭

　
桂

子
成

人
・
老

人
看

護
学

子
宮

摘
出

術
，

前
立

腺
摘

出
術

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
が

理
解

で
き

，
必

要
な

看
護

援
助

に
つ

い
て

考
え

，
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

子
宮

が
ん

，
広

汎
子

宮
全

摘
出

術
，

排
尿

障
害

，
ﾎ

ﾞﾃ
ﾞｨ

ｰ
ｲ
ﾒ
ｰ

ｼ
ﾞ，

ﾘ
ﾝ
ﾊ

ﾟ浮
腫

，
ｾ

ｸ
ｼ
ｬ
ﾘ
ﾃ
ｨ，

前
立

腺
が

ん
，

ロ
ボ

ッ
ト

手
術

1
0

1
2
/
4
(火

)
2

1
1
1

乳
房

切
除

術
を

受
け

る
患

者
の

看
護

野
口

　
佳

美
成

人
・
老

人
看

護
学

乳
房

切
除

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
が

理
解

で
き

，
必

要
な

看
護

援
助

に
つ

い
て

考
え

，
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

乳
が

ん
，

乳
房

切
除

術
，

ボ
デ

ィ
ー

イ
メ

ー
ジ

，
乳

房
自

己
検

診

1
1

1
2
/
1
1
(火

)
2

1
1
1

心
臓

手
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

心
臓

手
術

を
受

け
る

患
者

の
特

徴
が

理
解

で
き

，
必

要
な

看
護

援
助

に
つ

い
て

考
え

，
理

解
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

狭
心

症
，

心
筋

梗
塞

，
バ

イ
パ

ス
術

1
2

1
2
/
1
8
(火

)
2

1
1
1

手
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
演

習
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

手
術

を
受

け
る

患
者

の
身

体
的

，
心

理
的

側
面

を
理

解
し

，
必

要
な

看
護

を
考

え
，

実
施

で
き

る
。

術
前

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
，

不
安

の
軽

減
，

呼
吸

訓
練

，
排

痰
法

，
対

象
理

解

1
3

1
2
/
2
5
(火

)
2

1
1
1

手
術

を
受

け
る

患
者

の
看

護
演

習

　
野

口
佳

美
谷

村
千

華
大

庭
桂

子
酒

井
知

恵
子

長
谷

川
慶

幸

成
人

・
老

人
看

護
学

手
術

を
受

け
る

患
者

の
身

体
的

，
心

理
的

側
面

を
理

解
し

，
必

要
な

看
護

を
考

え
，

実
施

で
き

る
。

術
前

ｵ
ﾘ
ｴ
ﾝ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

，
不

安
の

軽
減

，
呼

吸
訓

練
，

排
痰

法
，

術
後

合
併

症
，

対
象

理
解

1
4

1
/
8
(火

)
2

1
1
1

演
習

の
発

表
・
ま

と
め

，
振

り
返

り
　

野
口

　
佳

美
成

人
・
老

人
看

護
学

周
手

術
期

に
あ

る
患

者
の

特
徴

に
合

わ
せ

た
，

必
要

な
看

護
援

助
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
周

手
術

期
看

護
，

患
者

理
解

1
5

1
/
2
2
(火

)
2

1
1
1

周
手

術
期

看
護

に
つ

い
て

総
ま

と
め

　
野

口
　

佳
美

成
人

・
老

人
看

護
学

周
手

術
期

に
あ

る
患

者
の

特
徴

に
合

わ
せ

た
，

必
要

な
看

護
援

助
に

つ
い

て
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
周

手
術

期
看

護
、

各
種

検
査

・
処

置
時

の
看

護

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
教

科
書

：
「
成

人
看

護
学

　
急

性
期

看
護

Ⅰ
（
改

訂
第

2
版

）
　

概
論

・
周

手
術

期
看

護
」
林

直
子

ほ
か

編
，

南
江

堂
．

参
考

書
：
「
臨

床
外

科
看

護
総

論
」
医

学
書

院
．

臨
床

外
科

看
護

学
各

論
，

病
気

が
見

え
る

，
N

u
rs

in
g 

S
e
le

c
ti
o
n
他

評
価

：
定

期
試

験
6
0
%
，

小
テ

ス
ト

2
0
%
，

事
例

演
習

・
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

・
 発

表
・
レ

ポ
ー

ト
（
参

加
度

含
む

）
2
0
%
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老
年

看
護

学
演

習

科
目

到
達

目
標

：
高

齢
者

の
生

活
機

能
の

変
化

を
理

解
し

、
老

年
看

護
実

践
能

力
を

養
う

こ
と

が
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
山

本
　

美
輪

（
成

人
・
老

人
看

護
学

）
連

絡
先

：
質

問
等

は
メ

ー
ル

で
連

絡
を

く
だ

さ
い

。
そ

の
後

対
応

し
ま

す
。

m
-
ya

m
am

o
to

@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
4
(木

)
2

1
1
2

高
齢

者
疑

似
体

験
①

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
、

老
年

看
護

学
演

習
説

明
　

老
年

看
護

学
復

習
高

齢
者

疑
似

体
験

、
加

齢
に

伴
う

身
体

的
変

化

2
1
0
/
1
1
(木

)
2

1
1
2

高
齢

者
疑

似
体

験
②

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク
を

通
し

て
「
加

齢
に

伴
う

変
化

」
の

復
習

や
、

加
齢

に
伴

う
社

会
生

活
へ

の
影

響
を

考
察

で
き

る
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

、
加

齢
に

伴
う

身
体

的
変

化
、

復
習

、
社

会
生

活
、

影
響

3
1
0
/
1
8
(木

)
2

1
1
2

高
齢

者
疑

似
体

験
③

山
本

　
美

輪
成

人
･老

人
看

護
学

高
齢

者
疑

似
体

験
を

通
し

て
、

加
齢

に
伴

う
身

体
的

変
化

を
体

験
し

、
要

介
護

高
齢

者
へ

の
日

常
生

活
援

助
を

考
察

で
き

る
高

齢
者

疑
似

体
験

、
加

齢
に

伴
う

身
体

的
変

化

4
1
0
/
2
5
(木

)
2

1
1
2

障
害

の
あ

る
高

齢
者

へ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
技

術
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
高

齢
者

や
認

知
症

の
あ

る
高

齢
者

へ
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

意
味

を
考

察
し

、
看

護
援

助
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

、
傾

聴

5
1
0
/
3
1
(水

)
4

1
1
2

疾
患

の
あ

る
高

齢
者

へ
の

看
護

①
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
認

知
症

の
症

状
を

ア
セ

ス
メ

ン
ト

し
、

高
齢

者
・
介

護
家

族
へ

の
看

護
を

考
察

で
き

る
認

知
症

上
、

生
活

障
害

、
Ｂ

Ｐ
Ｓ

Ｄ
、

薬
物

療
法

、
介

護
家

族
へ

の
看

護

6
1
1
/
8
(木

)
2

1
1
2

疾
患

の
あ

る
高

齢
者

へ
の

看
護

②
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
脳

梗
塞

を
持

つ
高

齢
者

の
嚥

下
・
排

泄
パ

タ
ー

ン
の

変
調

と
看

護
の

方
法

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
・
オ

ム
ツ

体
験

課
題

排
泄

パ
タ

ー
ン

、
摂

食
・
嚥

下
障

害
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン

7
1
1
/
1
5
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

①
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
脳

梗
塞

の
病

態
と

生
活

機
能

障
害

の
関

連
づ

け
が

出
来

る
脳

梗
塞

、
生

活
機

能
障

害
、

加
齢

に
伴

う
変

化

8
1
1
/
2
2
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

②
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
脳

梗
塞

を
持

つ
高

齢
者

の
A

D
L
/
IA

D
L
の

評
価

を
と

お
し

て
健

康
レ

ベ
ル

に
応

じ
た

看
護

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
A

D
L
指

標
、

IA
D

L
指

標
、

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
,排

泄
パ

タ
ー

ン
、

摂
食

・
嚥

下
障

害

9
1
1
/
2
9
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

③
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
事

例
に

基
づ

き
、

脳
梗

塞
の

高
齢

者
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

①
摂

食
に

関
す

る
ア

セ
ス

メ
ン

ト
・
と

ろ
み

体
験

生
活

行
動

モ
デ

ル

1
0

1
2
/
6
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

④
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
事

例
に

基
づ

き
、

脳
梗

塞
の

高
齢

者
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

②
脳

梗
塞

患
者

へ
の

急
性

期
の

リ
ハ

ビ
リ

生
活

機
能

ア
セ

ス
メ

ン
ト

1
1

1
2
/
1
3
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

⑤
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
事

例
に

基
づ

き
、

脳
梗

塞
の

高
齢

者
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

③
脳

梗
塞

患
者

へ
の

回
復

期
の

リ
ハ

ビ
リ

転
倒

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
転

倒
後

症
候

群
、

高
齢

者
の

服
薬

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

1
2

1
2
/
2
0
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

⑥
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
事

例
に

基
づ

き
、

脳
梗

塞
の

高
齢

者
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
で

き
る

④
脳

梗
塞

患
者

の
家

族
へ

の
援

助
ア

セ
ス

メ
ン

ト
, 
家

族
へ

の
援

助

1
3

1
/
1
0
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

⑦
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
事

例
に

基
づ

き
看

護
診

断
が

記
載

で
き

る
介

護
保

険
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
課

題
・
地

域
包

括
ケ

ア
退

院
調

整
、

家
屋

調
査

、
介

護
保

険

1
4

1
/
1
7
(木

)
2

1
1
2

老
年

看
護

過
程

⑧
山

本
　

美
輪

成
人

･老
人

看
護

学
看

護
診

断
に

沿
っ

た
介

入
計

画
を

立
案

で
き

る
長

期
目

標
、

短
期

目
標

、
介

入
計

画
、

適
応

、
生

活
の

再
構

築

1
5

1
/
2
4
(木

)
2

1
1
2

障
害

の
あ

る
高

齢
者

へ
の

ﾌ
ｯ
ﾄｹ

ｱ
徳

永
　

基
与

子
(非

常
勤

講
師

)
障

害
の

あ
る

高
齢

者
の

フ
ッ

ト
ケ

ア
の

意
味

が
理

解
で

き
る

障
害

の
あ

る
高

齢
者

、
フ

ッ
ト

ケ
ア

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
、

5
、

6
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
2
,3

,4
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
4

指
定

教
科

書
：
 山

本
美

輪
監

修
：
高

齢
者

疑
似

体
験

か
ら

学
ぶ

　
高

齢
者

の
尊

厳
を

支
え

る
ケ

ア
　

三
報

社
, 
 カ

ル
ペ

ニ
ー

ト
著

，
看

護
診

断
ハ

ン
ド

ブ
ッ

ク
，

医
学

書
院

参
考

書
：
山

田
律

子
・
井

出
訓

編
：
生

活
機

能
か

ら
み

た
老

年
看

護
過

程
　

医
学

書
院

　
ナ

ー
シ

ン
グ

グ
ラ

フ
ィ

カ
　

老
年

看
護

学
②

　
高

齢
者

看
護

の
実

践
，

メ
デ

ィ
カ

出
版

評
価

：
老

年
看

護
過

程
　

課
題

記
録

提
出

 3
0
点

 　
　

 　
筆

記
試

験
　

　
　

　
　

　
70

点
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母
性

家
族

看
護

学
演

習
Ⅰ

科
目

到
達

目
標

：
周

産
期

の
母

子
と

家
族

の
生

理
・
心

理
・
社

会
的

変
化

お
よ

び
そ

の
看

護
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
佐

々
木

　
く
み

子
 （

母
性

・
小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
2
4
  

  
  

  
ks

as
ak

i@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(金

)
3

1
1
2

オ
リ

エ
ン

テ
ー

シ
ョ

ン
マ

タ
ニ

テ
ィ

サ
イ

ク
ル

の
看

護
の

概
要

妊
娠

出
産

に
か

か
わ

る
法

律
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

周
産

期
の

母
性

看
護

の
実

際
を

イ
メ

ー
ジ

を
で

き
る

周
産

期
基

本
用

語
、

家
族

中
心

的
ケ

ア
、

母
性

看
護

の
看

護
過

程
、

母
子

健
康

手
帳

、
妊

婦
健

康
診

査
、

周
産

期
医

療
ｼ
ｽ

ﾃ
ﾑ

、
産

科
医

療
補

償
制

度
、

妊
娠

出
産

関
連

法
律

2
1
0
/
1
2
(金

)
3

1
1
2

妊
娠

の
成

立
胎

児
と

胎
児

付
属

物
の

発
育

・
発

達
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

妊
娠

の
成

立
お

よ
び

胎
児

と
胎

児
付

属
物

の
正

常
な

発
育

発
達

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
妊

娠
の

成
立

、
胎

児
と

胎
児

付
属

物
の

発
育

・
発

達

3
1
0
/
1
9
(金

)
3

1
1
2

妊
娠

に
よ

る
母

体
の

生
理

的
変

化
妊

婦
と

家
族

の
心

理
的

変
化

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

妊
娠

に
よ

る
生

理
的

変
化

と
妊

婦
と

家
族

の
心

理
的

変
化

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
妊

婦
の

生
殖

器
と

全
身

の
生

理
的

変
化

、
妊

娠
期

の
親

役
割

獲
得

過
程

、
家

族
関

係
・
役

割
の

再
調

整

4
1
0
/
2
6
(金

)
3

1
1
2

妊
娠

期
の

逸
脱

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

妊
娠

期
の

妊
婦

と
胎

児
の

主
な

逸
脱

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
妊

娠
合

併
症

、
合

併
症

妊
娠

、
感

染
症

、
胎

児
異

常

5
1
1
/
2
(金

)
3

1
1
2

妊
婦

と
胎

児
の

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

妊
婦

と
胎

児
の

健
康

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

超
音

波
検

査
、

間
欠

的
胎

児
心

拍
数

聴
取

、
胎

児
心

拍
数

陣
痛

図
、

健
康

教
育

、
セ

ル
フ

ケ
ア

、
出

産
・
育

児
準

備
（
妊

娠
期

の
親

役
割

獲
得

支
援

）

6
1
1
/
9
(金

)
3

1
1
2

分
娩

の
生

理
と

胎
児

の
健

康
状

態
産

婦
と

家
族

の
心

理
・
社

会
的

状
態

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

分
娩

の
生

理
と

分
娩

が
胎

児
に

及
ぼ

す
影

響
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

分
娩

の
要

素
・
生

理
、

正
常

経
過

、
胎

児
へ

の
影

響

7
1
1
/
1
6
(金

)
3

1
1
2

分
娩

期
の

逸
脱

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

産
婦

と
胎

児
の

正
常

か
ら

の
逸

脱
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

，
産

科
手

術
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

分
娩

要
素

の
異

常
、

異
常

出
血

、
胎

児
機

能
不

全
、

吸
引

分
娩

、
分

娩
誘

発
、

帝
王

切
開

術

8
1
1
/
3
0
(金

)
3

1
1
2

分
娩

期
の

ヘ
ル

ス
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

分
娩

期
の

産
婦

と
胎

児
の

健
康

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

産
婦

と
胎

児
の

健
康

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

連
続

的
胎

児
心

拍
数

モ
ニ

タ
ニ

ン
グ

、
産

痛
緩

和
、

呼
吸

法
、

産
婦

と
家

族
の

心
理

へ
の

援
助

9
1
2
/
7
(金

)
3

1
1
2

産
褥

期
の

母
体

の
生

理
的

変
化

と
逸

脱
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

産
褥

期
の

母
体

の
生

理
的

変
化

と
逸

脱
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

子
宮

復
古

、
全

身
の

回
復

、
乳

汁
産

生
機

序
、

子
宮

復
古

不
全

、
産

褥
熱

、
乳

腺
炎

1
0

1
2
/
1
4
(金

)
3

1
1
2

産
褥

期
の

親
に

な
る

プ
ロ

セ
ス

産
褥

期
の

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

褥
婦

の
親

に
な

る
過

程
、

家
族

の
変

化
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

親
役

割
獲

得
過

程
、

家
族

役
割

・
関

係
調

整
、

育
児

知
識

・
技

術
、

ﾏ
ﾀ
ﾆ
ﾃ
ｨﾌ

ﾞﾙ
ｰ

ｽ
ﾞ、

産
後

う
つ

病
、

産
褥

精
神

病

1
1

1
2
/
2
1
(金

)
3

1
1
2

新
生

児
の

胎
外

生
活

へ
の

適
応

と
逸

脱
遠

藤
　

有
里

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
新

生
児

の
胎

外
生

活
適

応
過

程
と

逸
脱

に
つ

い
て

説
明

で
き

る

胎
外

生
活

適
応

機
序

、
新

生
児

の
生

理
的

特
徴

、
胎

便
吸

引
症

候
群

、
高

ビ
リ

ル
ビ

ン
血

症
、

新
生

児
一

過
性

ビ
タ

ミ
ン

K
欠

乏
症

、
低

血
糖

症

1
2

1
2
/
2
8
(金

)
3

1
1
2

産
褥

期
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

褥
婦

の
健

康
状

態
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

と
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

褥
婦

の
健

康
状

態
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
経

腟
分

娩
後

の
ケ

ア
、

帝
王

切
開

術
後

の
ケ

ア

1
3

1
/
1
1
(金

)
3

1
1
2

新
生

児
期

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

佐
々

木
　

く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

新
生

児
の

健
康

状
態

の
ア

セ
ス

メ
ン

ト
と

ケ
ア

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
新

生
児

の
健

康
状

態
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
新

生
児

の
ケ

ア

1
4

1
/
1
6
(水

)
3

1
1
2

早
産

低
出

生
体

重
児

の
生

理
的

特
徴

と
ケ

ア
村

田
　

千
恵

(非
常

勤
講

師
)

早
産

低
出

生
体

重
児

の
生

理
的

特
徴

と
ケ

ア
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

早
産

低
出

生
体

重
児

の
生

理
的

特
徴

、
早

産
低

出
生

体
重

児
の

看
護

、
家

族
中

心
的

ケ
ア

、
ﾃ
ﾞｨ

ﾍ
ﾞﾛ

ｯ
ﾌ
ﾟﾒ

ﾝ
ﾀ
ﾙ

ｹ
ｱ

1
5

1
/
2
5
(金

)
3

1
1
2

周
産

期
の

喪
失

と
ケ

ア
佐

々
木

　
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

周
産

期
の

喪
失

と
ケ

ア
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

ペ
リ

ネ
イ

タ
ル

・
ロ

ス
、

グ
リ

ー
フ

ワ
ー

ク
死

産
、

障
害

が
あ

る
新

生
児

を
出

産
し

た
親

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
2
、

5
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
を

し
て

く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

関
連

：
1

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
課

題
1
5
、

小
試

験
1
5
、

定
期

試
験

7
0

教
科

書
：
母

性
看

護
学

Ⅱ
マ

タ
ニ

テ
ィ

サ
イ

ク
ル

3
刷

、
南

江
堂

、
大

平
光

子
他

編
、

2
0
1
8
．

参
考

書
：
最

新
産

科
学

正
常

編
2
2
版

・
異

常
編

2
2
版

、
文

光
堂

、
荒

木
勤

、
2
0
0
8
・
2
0
1
2
．

そ
の

他
：
周

産
期

医
学

を
受

講
し

て
い

る
こ

と
が

望
ま

し
い
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小
児

家
族

看
護

学

科
目

到
達

目
標

：
小

児
看

護
を

実
践

す
る

た
め

に
必

要
な

小
児

の
特

性
と

健
康

障
害

に
つ

い
て

の
基

礎
的

知
識

を
理

解
す

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
南

前
　

恵
子

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）
連

絡
先

：
　

E
-
m

ai
l 
 m

im
e
ik

o
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
5
(金

)
1

1
1
2

小
児

看
護

学
の

概
要

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

小
児

看
護

の
対

象
と

看
護

の
目

的
と

役
割

が
理

解
で

き
る

。
小

児
、

親
・
家

族
、

子
ど

も
の

権
利

、
看

護
倫

理

2
1
0
/
1
2
(金

)
1

1
1
2

子
ど

も
の

成
長

と
発

達
と

看
護

①
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
子

ど
も

の
発

達
の

特
徴

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

理
解

で
き

る
。

成
長

・
発

達
、

身
体

発
育

の
評

価
、

発
達

課
題

3
1
0
/
1
9
(金

)
1

1
1
2

子
ど

も
の

成
長

と
発

達
と

看
護

②
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
子

ど
も

の
身

体
・
生

理
機

能
の

特
徴

と
ア

セ
ス

メ
ン

ト
が

理
解

で
き

る
。

身
体

発
育

、
機

能
の

発
達

、
反

射

4
1
0
/
2
6
(金

)
1

1
1
2

子
ど

も
の

成
長

と
発

達
と

看
護

③
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
子

ど
も

の
心

理
・
社

会
的

発
達

の
特

徴
と

ア
セ

ス
メ

ン
ト

が
理

解
で

き
る

。
言

葉
、

遊
び

、
学

習
、

ア
タ

ッ
チ

メ
ン

ト
、

乳
幼

児
健

診

5
1
1
/
2
(金

)
1

1
1
2

子
ど

も
の

日
常

生
活

と
看

護
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
子

ど
も

の
基

本
的

生
活

習
慣

の
獲

得
と

健
康

の
保

持
増

進
の

た
め

の
看

護
が

理
解

で
き

る
。

基
本

的
生

活
習

慣
、

し
つ

け
、

生
活

援
助

技
術

、
養

育
者

へ
の

支
援

6
1
1
/
9
(金

)
1

1
1
2

疾
病

・
障

害
が

小
児

と
家

族
に

及
ぼ

す
影

響
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
疾

病
や

障
害

が
子

ど
も

と
そ

の
家

族
に

ど
の

よ
う

な
影

響
を

及
ぼ

す
か

理
解

で
き

る
。

疾
病

・
障

害
の

受
け

止
め

・
理

解
、

支
援

、
重

症
心

身
障

害

7
1
1
/
1
6
(金

)
1

1
1
2

健
康

障
害

の
あ

る
子

ど
も

の
看

護
南

前
　

恵
子

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
療

養
の

場
と

看
護

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

外
来

、
入

院
、

在
宅

療
養

、
家

族
、

看
護

ケ
ア

8
1
1
/
3
0
(金

)
1

1
1
2

病
気

の
経

過
と

看
護

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

慢
性

期
、

急
性

期
、

周
手

術
期

の
子

ど
も

と
家

族
の

特
徴

と
看

護
が

理
解

で
き

る
.。

急
性

期
、

慢
性

期
、

、
周

手
術

期
、

看
護

ケ
ア

9
1
2
/
7
(金

)
1

1
1
2

症
状

と
看

護
①

南
前

　
恵

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

発
熱

・
痙

攣
・
意

識
障

害
あ

る
子

ど
も

の
看

護
が

理
解

で
き

る
。

発
熱

、
痙

攣
、

脳
症

、
解

熱
剤

、
ア

セ
ス

メ
ン

ト
、

看
護

ケ
ア

1
0

1
2
/
1
4
(金

)
1

1
1
2

症
状

と
看

護
②

南
前

　
恵

子
遠

藤
　

有
里

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
疼

痛
・
呼

吸
困

難
の

あ
る

子
ど

も
の

看
護

が
理

解
で

き
る

。
痛

み
表

現
、

咳
嗽

、
呼

吸
困

難
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
看

護
ケ

ア

1
1

1
2
/
2
1
(金

)
1

1
1
2

病
態

か
ら

み
た

小
児

看
護

①
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
呼

吸
・
循

環
器

疾
患

の
病

態
か

ら
み

た
看

護
が

理
解

で
き

る
。

肺
炎

、
気

管
支

喘
息

、
先

天
性

心
疾

患
、

呼
吸

不
全

の
管

理

1
2

1
2
/
2
8
(金

)
1

1
1
2

病
態

か
ら

み
た

小
児

看
護

②
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
肝

・
腎

・
消

化
器

・
内

分
泌

代
謝

疾
患

の
病

態
か

ら
み

た
看

護
が

理
解

で
き

る
。

胆
道

閉
鎖

症
、

ネ
フ

ロ
ー

ゼ
、

腸
重

積
、

ク
レ

チ
ン

症
、

小
児

糖
尿

病

1
3

1
/
1
1
(金

)
1

1
1
2

病
態

か
ら

み
た

小
児

看
護

③
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
発

達
障

害
・
神

経
疾

患
の

病
態

か
ら

み
た

看
護

が
理

解
で

き
る

。
発

達
ス

ク
リ

ー
ニ

ン
グ

、
発

達
遅

滞
、

て
ん

か
ん

、
髄

液
検

査

1
4

1
/
1
6
(水

)
1

1
1
2

症
状

と
看

護
③

遠
藤

　
有

里
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

感
染

症
の

子
ど

も
の

看
護

が
理

解
で

き
る

。
感

染
、

発
疹

、
予

防
接

種
、

川
崎

病
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
看

護
ケ

ア

1
5

1
/
2
5
(金

)
1

1
1
2

病
態

か
ら

み
た

小
児

看
護

④
花

木
　

啓
一

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
血

液
・
悪

性
疾

患
の

病
態

か
ら

み
た

看
護

が
理

解
で

き
る

。
白

血
病

、
抗

が
ん

剤
、

造
血

幹
細

胞
移

植
、

ア
イ

ソ
レ

ー
タ

ー

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4

授
業

の
レ

ベ
ル

：
3

評
価

：
定

期
試

験
　

　
　

1
0
0

教
科

書
：
系

統
看

護
学

講
座

　
専

門
分

野
Ⅱ

　
小

児
看

護
学

[２
]　

小
児

臨
床

看
護

各
論

、
医

学
書

院
、

奈
良

間
美

保
　

他
、

2
0
1
8
年
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精
神

看
護

学
演

習

科
目

到
達

目
標

：
精

神
障

害
に

対
す

る
精

神
看

護
看

護
診

断
、

看
護

計
画

の
立

案
が

で
き

る
。

科
目

責
任

者
（
所

属
教

室
）
：
吉

岡
　

伸
一

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
0
8
5
9
-
3
8
-
6
3
3
3
、

E
-
m

ai
l：

sh
iy

o
sh

i@
to

tt
o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
3
(水

)
3

1
1
2

ラ
イ

フ
サ

イ
ク

ル
と

精
神

保
健

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

を
理

解
し

、
各

ｽ
ﾃ
ｰ

ｼ
ﾞに

お
け

る
心

の
健

康
に

つ
い

て
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
ﾗ
ｲ
ﾌ
ｻ

ｲ
ｸ
ﾙ

、
ｴ
ﾘ
ｸ
ｿ
ﾝ
、

ﾋ
ﾟｱ

ｼ
ﾞｪ

、
ﾌ
ﾛ
ｲ
ﾄ、

心
の

発
達

と
健

康
、

知
的

障
害

、
発

達
障

害
、

自
殺

、
死

2
1
0
/
1
0
(水

)
3

1
1
2

学
校

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

実
践

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

学
校

に
お

け
る

ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
の

対
策

と
実

践
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

不
登

校
、

い
じ

め
、

養
護

教
諭

、
疾

病
教

育
、

特
別

支
援

学
級

・
学

校

3
1
0
/
1
7
(水

)
3

1
1
2

職
場

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
の

実
践

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

職
場

に
お

け
る

ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
の

対
策

と
実

践
に

つ
い

て
理

解
す

る
。

職
場

不
適

応
、

ﾗ
ｲ
ﾝ
、

産
業

保
健

ｽ
ﾀ
ｯ
ﾌ
、

労
働

安
全

衛
生

法
、

い
じ

め
、

ﾊ
ﾗ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄ、

復
職

4
1
0
/
3
1
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

を
も

つ
人

へ
の

地
域

に
お

け
る

精
神

看
護

と
家

族
看

護
栗

原
　

睦
美

（
非

常
勤

講
師

）
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

疾
患

を
も

つ
人

へ
の

地
域

に
お

け
る

精
神

看
護

と
家

族
看

護
を

理
解

で
き

る
。

精
神

疾
患

、
家

族
看

護
、

地
域

ケ
ア

5
1
1
/
7
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

を
持

つ
人

へ
の

看
護

の
展

開
と

か
か

わ
り

（
幻

覚
・
妄

想
と

生
活

）
吉

岡
　

伸
一

地
域

・
精

神
看

護
学

精
神

疾
患

を
持

つ
人

の
事

例
に

つ
い

て
、

特
に

精
神

症
状

と
生

活
の

つ
な

が
り

に
つ

い
て

の
ｱ

ｾ
ｽ

ﾒ
ﾝ
ﾄが

理
解

で
き

る
。

精
神

看
護

に
お

け
る

看
護

過
程

の
展

開
、

精
神

症
状

と
生

活
へ

の
影

響
を

と
ら

え
る

視
点

6
1
1
/
1
5
(木

)
3

1
1
2

統
合

失
調

症
患

者
の

看
護

大
森

　
眞

澄
（
非

常
勤

講
師

）
地

域
・
精

神
看

護
学

統
合

失
調

症
の

看
護

を
理

解
で

き
る

。
統

合
失

調
症

の
看

護
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

7
1
1
/
2
2
(木

)
3

1
1
2

気
分

障
害

患
者

の
看

護
大

森
　

眞
澄

（
非

常
勤

講
師

）
地

域
・
精

神
看

護
学

気
分

障
害

の
看

護
を

理
解

で
き

る
。

気
分

障
害

の
看

護
、

ケ
ア

プ
ラ

ン
、

ア
セ

ス
メ

ン
ト

8
1
1
/
2
8
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

と
身

体
合

併
症

を
も

つ
人

の
看

護
と

急
性

期
精

神
科

看
護

岩
崎

　
茜

（
非

常
勤

講
師

）
看

護
部

（
認

定
看

護
師

）
精

神
疾

患
と

身
体

合
併

症
を

も
つ

人
の

看
護

と
急

性
期

精
神

科
看

護
の

実
際

を
理

解
で

き
る

。
精

神
疾

患
、

身
体

合
併

症
、

急
性

期
精

神
科

看
護

、
総

合
病

院
、

リ
エ

ゾ
ン

9
1
2
/
5
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

を
も

つ
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

視
点

と
工

夫
　

高
田

　
久

美
（
非

常
勤

講
師

）
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

障
害

を
も

つ
人

と
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

視
点

と
工

夫
を

理
解

で
き

る
。

地
域

資
源

の
活

用
と

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

、
訪

問
看

護
の

実
際

、
多

職
種

連
携

1
0

1
2
/
1
2
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

を
も

つ
人

へ
の

ケ
ア

プ
ラ

ン
の

実
際

岩
崎

　
茜

（
非

常
勤

講
師

）
看

護
部

（
認

定
看

護
師

）
精

神
疾

患
を

も
つ

人
へ

の
ケ

ア
プ

ラ
ン

の
実

際
を

理
解

で
き

る
。

精
神

疾
患

、
ケ

ア
プ

ラ
ン

、
看

護
の

展
開

1
1

1
2
/
1
9
(水

)
3

1
1
2

精
神

疾
患

を
持

つ
人

へ
の

看
護

の
展

開
と

か
か

わ
り

（
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

と
生

活
）

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

精
神

疾
患

を
持

つ
人

の
事

例
に

つ
い

て
、

特
に

対
人

関
係

に
お

け
る

ｱ
ｾ

ｽ
ﾒ
ﾝ
ﾄが

理
解

で
き

る
。

精
神

看
護

に
お

け
る

看
護

過
程

の
展

開
、

対
人

関
係

と
生

活
、

情
報

整
理

、
情

報
の

解
釈

、
情

報
の

も
つ

意
味

、
情

報
の

分
析

、
事

例
紹

介

1
2

1
2
/
2
6
(水

)
2

地
域

・
精

神
看

護
学

実
習

室
(1

)
精

神
看

護
の

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
実

践
吉

岡
　

伸
一

安
部

　
由

紀
地

域
・
精

神
看

護
学

ﾛ
ｰ

ﾙ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
に

よ
る

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

法
を

学
び

、
臨

地
実

習
で

活
か

す
こ

と
が

で
き

る
。

臨
地

実
習

、
ﾛ
ｰ

ﾙ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
、

S
S
T
、

関
係

性
の

構
築

、
距

離
感

1
3

1
2
/
2
6
(水

)
3

地
域

・
精

神
看

護
学

実
習

室
(1

)
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
取

り
方

吉
岡

　
伸

一
安

部
　

由
紀

地
域

・
精

神
看

護
学

ﾛ
ｰ

ﾙ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
を

通
し

て
、

ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

法
を

習
得

し
、

患
者

・
利

用
者

と
の

関
係

性
を

図
り

、
情

報
収

集
が

適
切

に
で

き
る

。

面
接

技
法

、
ﾛ
ｰ

ﾙ
ﾌ
ﾟﾚ

ｲ
、

傾
聴

、
共

感
、

受
容

、
非

言
語

的
ｺ
ﾐｭ

ﾆ
ｹ

ｰ
ｼ
ｮﾝ

、
S
S
T
、

関
係

性

1
4

1
/
9
(水

)
3

1
1
2

プ
ロ

セ
ス

レ
コ

ー
ド

の
活

用
安

部
　

由
紀

吉
岡

　
伸

一
地

域
・
精

神
看

護
学

プ
ロ

セ
ス

レ
コ

ー
ド

の
活

用
を

理
解

で
き

る
。

プ
ロ

セ
ス

レ
コ

ー
ド

の
活

用
、

関
係

性
の

ア
セ

ス
メ

ン
ト

、
自

己
理

解
、

患
者

理
解

1
5

1
/
2
3
(水

)
3

1
1
2

医
療

現
場

に
お

け
る

メ
ン

タ
ル

ヘ
ル

ス
吉

岡
　

伸
一

地
域

・
精

神
看

護
学

医
療

現
場

に
お

け
る

ﾒ
ﾝ
ﾀ
ﾙ

ﾍ
ﾙ

ｽ
の

対
策

と
危

機
管

理
、

ｺ
ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
。

精
神

科
ﾘ
ｴ
ｿ
ﾞﾝ

、
精

神
科

ｺ
ﾝ
ｻ

ﾙ
ﾃ
ｰ

ｼ
ｮﾝ

、
ﾊ

ﾞｰ
ﾝ
ｱ

ｳ
ﾄ、

危
機

管
理

、
自

殺
予

防

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
、

5
、

6
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
1
、

2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
３

評
価

：
定

期
試

験
8
0
％

、
提

出
物

等
2
0
％

（
総

合
的

に
評

価
）

教
科

書
：
１

．
精

神
看

護
学

[2
] 

精
神

障
害

を
も

つ
人

の
看

護
 第

4
版

（
ﾒ
ﾁ
ﾞｶ

ﾙ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

社
、

岩
崎

弥
生

編
、

2
0
1
6
）

参
考

書
：
1
．

精
神

看
護

学
[1

]精
神

看
護

学
概

論
・
精

神
保

健
 第

4
版

（
ﾒ
ﾁ
ﾞｶ

ﾙ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

社
、

岩
崎

弥
生

編
集

、
2
0
1
5
）
　

　
2
．

精
神

看
護

学
①

精
神

看
護

の
基

礎
　

第
5
版

（
医

学
書

院
、

武
井

麻
子

他
編

、
2
0
1
7
）

　
5
．

精
神

看
護

学
Ⅱ

臨
床

で
活

か
す

ケ
ア

　
改

訂
第

２
版

（
南

江
堂

、
萱

間
真

美
他

編
、

2
0
1
5
）
　

　
　

6
．

根
拠

が
わ

か
る

精
神

看
護

技
術

、
ﾒ
ﾁ
ﾞｶ

ﾙ
ﾌ
ﾚ
ﾝ
ﾄﾞ

社
、

山
本

勝
則

、
藤

井
博

英
著

編
、

2
0
0
8
年

　
3
．

精
神

看
護

学
②

精
神

看
護

の
展

開
 第

5
版

（
医

学
書

院
、

武
井

麻
子

編
、

2
0
1
7
）
　

　
4
．

精
神

看
護

学
Ⅰ

精
神

保
健

・
多

職
種

の
つ

な
が

り
　

改
訂

第
２

版
（
南
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在
宅

看
護

学

科
目

到
達

目
標

：
1
.地

域
・
在

宅
で

病
や

障
が

い
と

と
も

に
生

き
る

人
と

そ
の

家
族

の
生

活
と

健
康

お
よ

び
と

り
ま

く
環

境
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

  
2
.在

宅
療

養
者

と
そ

の
家

族
が

「
ど

の
よ

う
に

生
活

し
て

い
き

た
い

か
」
を

尊
重

し
た

生
活

支
援

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
  

3
.在

宅
に

お
け

る
チ

ー
ム

ケ
ア

と
看

護
師

の
役

割
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

。
科

目
責

任
者

（
所

属
）
：
雑

賀
　

倫
子

（
地

域
・
精

神
看

護
学

）
連

絡
先

：
e
-
m

ai
l:m

ic
h
i1

5
@

to
tt

o
ri
-
u
.a

c
.jp

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

1
1
0
/
3
(水

)
2

1
1
2

特
性

①
　

在
宅

看
護

の
役

割
・
特

徴
雑

賀
　

倫
子

地
域

･精
神

看
護

学
在

宅
看

護
の

役
割

・
特

徴
を

説
明

で
き

る
生

活
の

継
続

、
地

域
包

括
ケ

ア
シ

ス
テ

ム

2
1
0
/
1
0
(水

)
2

1
1
2

特
性

②
　

在
宅

看
護

の
対

象
雑

賀
　

倫
子

地
域

･精
神

看
護

学
在

宅
看

護
の

対
象

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
在

宅
療

養
者

と
そ

の
家

族
、

意
思

決
定

、
権

利
擁

護

3
1
0
/
1
7
(水

)
2

1
1
2

認
知

症
の

人
と

家
族

へ
の

支
援

吉
野

　
靖

子
(非

常
勤

講
師

)
認

知
症

の
人

と
家

族
へ

の
支

援
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
中

核
症

状
(認

知
機

能
の

障
害

）
、

B
P

S
D

、
尊

厳
、

認
知

症
ケ

ア
、

家
族

支
援

4
1
0
/
2
4
(水

)
2

1
1
2

社
会

資
源

①
　

介
護

保
険

制
度

仁
科

　
祐

子
地

域
･精

神
看

護
学

介
護

保
険

の
し

く
み

を
説

明
で

き
る

介
護

保
険

法
、

要
介

護
認

定
、

介
護

支
援

専
門

員

5
1
0
/
3
1
(水

)
2

1
1
2

社
会

資
源

②
　

介
護

保
険

制
度

仁
科

　
祐

子
地

域
･精

神
看

護
学

介
護

保
険

に
お

け
る

サ
ー

ビ
ス

の
内

容
を

説
明

で
き

る
居

宅
介

護
支

援
、

介
護

保
険

給
付

、
居

宅
介

護
サ

ー
ビ

ス

6
1
1
/
7
(水

)
2

1
1
2

在
宅

終
末

期
ケ

ア
、

エ
ン

ド
・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

ケ
ア

吉
岡

　
伸

一
地

域
･精

神
看

護
学

終
末

期
ケ

ア
、

ｴ
ﾝ
ﾄﾞ

･ｵ
ﾌ
ﾞ･

ﾗ
ｲ
ﾌ
ｹ

ｱ
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
痛

み
、

終
末

期
ケ

ア
、

緩
和

ケ
ア

、
エ

ン
ド

・
オ

ブ
・
ラ

イ
フ

ケ
ア

7
1
1
/
1
4
(水

)
2

1
1
2

病
院

と
地

域
・
在

宅
と

の
連

携
木

村
　

公
恵

(非
常

勤
講

師
)

病
院

と
地

域
・
在

宅
と

の
連

携
の

実
際

を
知

る
地

域
連

携
、

退
院

支
援

、
退

院
調

整
、

退
院

前
カ

ン
フ

ァ
レ

ン
ス

8
1
1
/
2
1
(水

)
2

1
1
2

社
会

資
源

③
　

訪
問

看
護

制
度

仁
科

　
祐

子
地

域
･精

神
看

護
学

訪
問

看
護

制
度

の
し

く
み

を
説

明
で

き
る

医
療

保
険

、
介

護
保

険

9
1
1
/
2
8
(水

)
2

1
1
2

社
会

資
源

④
　

訪
問

看
護

制
度

仁
科

　
祐

子
地

域
･精

神
看

護
学

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
サ

ー
ビ

ス
提

供
体

制
・
管

理
・
運

営
に

つ
い

て
説

明
で

き
る

管
理

者
、

人
員

基
準

、
介

護
保

険
と

医
療

保
険

の
使

い
分

け

1
0

1
2
/
5
(水

)
2

1
1
2

社
会

資
源

⑤
　

社
会

資
源

の
活

用
と

多
職

種
連

携
雑

賀
　

倫
子

地
域

･精
神

看
護

学
社

会
資

源
活

用
と

多
職

種
連

携
の

方
法

に
つ

い
て

説
明

で
き

る
社

会
資

源
、

多
職

種
連

携

1
1

1
2
/
1
2
(水

)
2

1
1
2

地
域

･精
神

看
護

学
IC

F
の

概
念

、
考

え
方

、
枠

組
み

、
特

徴
、

使
用

目
的

を
理

解
す

る
IC

F
、

居
宅

介
護

支
援

(ケ
ア

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

）
、

居
宅

ｻ
ｰ

ﾋ
ﾞ

ｽ
計

画
(ケ

ア
プ

ラ
ン

)

1
2

1
2
/
1
9
(水

)
2

実
習

室
地

域
･精

神
看

護
学

在
宅

生
活

を
支

援
す

る
際

に
参

考
と

な
る

考
え

方
を

理
解

す
る

ス
ト

レ
ン

グ
ス

モ
デ

ル
、

生
活

リ
ハ

ビ
リ

テ
ー

シ
ョ

ン
、

パ
ー

ソ
ン

セ
ン

タ
ー

ド
ア

プ
ロ

ー
チ

1
3

1
2
/
2
0
(木

)
3

実
習

室
地

域
･精

神
看

護
学

生
活

へ
の

希
望

・
意

向
を

確
認

し
、

生
活

上
の

課
題

(ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞ)

を
 明

ら
か

に
で

き
る

。
必

要
な

ｹ
ｱ

ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
を

考
え

ら
れ

る
セ

ル
フ

ケ
ア

、
ケ

ア
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
、

継
続

看
護

1
4

1
/
9
(水

)
2

実
習

室
事

例
検

討
④

　
グ

ル
ー

プ
発

表
、

ま
と

め
雑

賀
　

倫
子

仁
科

　
祐

子
地

域
･精

神
看

護
学

在
宅

生
活

支
援

に
必

要
な

視
点

に
つ

い
て

、
自

分
の

意
見

を
述

べ
る

こ
と

が
で

き
る

。
在

宅
ｹ

ｱ
に

お
け

る
多

職
種

協
働

と
看

護
職

の
役

割
に

つ
い

て
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
チ

ー
ム

ケ
ア

、
連

携
・
協

働
、

自
律

・
責

任

1
5

1
/
2
3
(水

)
2

1
1
2

訪
問

看
護

師
の

基
本

姿
勢

と
倫

理
雑

賀
　

倫
子

地
域

･精
神

看
護

学
訪

問
看

護
師

の
基

本
姿

勢
と

倫
理

に
つ

い
て

意
見

を
述

べ
ら

れ
る

基
本

的
人

権
、

倫
理

、
ク

リ
テ

ィ
カ

ル
シ

ン
キ

ン
グ

、
マ

ナ
ー

、
個

人
情

報
の

保
護

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

4
、

5
、

6
、

7
※

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
を

し
て

く
だ

さ
い

。
学

位
授

与
の

方
針

と
の

関
連

：
3

授
業

の
レ

ベ
ル

：
2

評
価

：
定

期
試

験
　

 単
位

取
得

に
は

定
期

試
験

で
6
割

以
上

の
得

点
が

必
要

．
レ

ポ
ー

ト
　

4
0
%
　

(第
3
回

お
よ

び
第

7
回

の
非

常
勤

講
師

に
よ

る
講

義
時

の
レ

ポ
ー

ト
．

第
1
1
,1

2
,1

3
,1

4
回

の
事

例
検

討
と

レ
ポ

ー
ト

．
そ

の
他

非
定

期
の

ミ
ニ

レ
ポ

ー
ト

．
）

＊
レ

ポ
ー

ト
の

詳
細

は
授

業
中

に
提

示
す

る
．

 ＊
授

業
態

度
も

加
味

す
る

．
＊

事
前

連
絡

の
な

い
レ

ポ
ー

ト
の

提
出

遅
れ

、
未

提
出

は
大

幅
な

減
点

と
な

り
ま

す
．

教
科

書
：
河

野
あ

ゆ
み

編
、

新
体

系
看

護
学

全
集

　
在

宅
看

護
論

　
（
株

）
メ

ヂ
カ

ル
フ

レ
ン

ド
社

参
考

書
：
長

江
弘

子
編

著
．

生
活

と
医

療
を

統
合

す
る

継
続

看
護

マ
ネ

ジ
メ

ン
ト

．
医

歯
薬

出
版

　
社

会
保

険
研

究
所

．
訪

問
看

護
業

務
の

手
引

　
平

成
2
4
年

4
月

版
．

  
  
社

会
保

険
研

究
所

．
介

護
保

険
制

度
の

解
説

．
平

成
2
4
年

4
月

版

事
例

検
討

①
～

③
　

在
宅

療
養

者
と

そ
の

家
族

が
「
ど

の
よ

う
に

生
活

し
て

い
き

た
い

か
」
を

知
り

、
生

活
上

の
ﾆ
ｰ

ｽ
ﾞを

明
ら

か
に

す
る

。
ｹ

ｱ
ﾌ
ﾟﾗ

ﾝ
を

考
え

る
。

在
宅

生
活

継
続

を
支

援
す

る
た

め
に

必
要

な
視

点
に

つ
い

て
、

自
分

の
意

見
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
(個

人
ﾜ
ｰ

ｸ
・
ｸ
ﾞﾙ

ｰ
ﾌ
ﾟﾜ

ｰ
ｸ
)

雑
賀

　
倫

子
仁

科
　

祐
子

- 38 -



助
産

学
概

論
科

目
到

達
目

標
：
助

産
活

動
と

そ
の

役
割

、
意

義
に

つ
い

て
理

解
し

母
子

保
健

の
在

り
方

に
つ

い
て

考
察

で
き

る
。

①
母

子
の

生
命

の
尊

重
を

す
る

た
め

の
助

産
活

動
に

つ
い

て
理

解
し

，
助

産
活

動
の

役
割

と
専

門
性

に
つ

い
て

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
②

女
性

の
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

に
お

け
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
テ

ィ
ブ

・
ヘ

ル
ス

の
問

題
と

そ
の

援
助

に
つ

い
て

考
察

で
き

る
③

地
域

母
子

保
健

の
現

状
，

各
機

関
と

連
携

活
動

に
つ

い
て

理
解

し
，

母
子

保
健

の
課

題
に

つ
い

て
考

察
で

き
る

科
目

責
任

者
（
所

属
）
：
鈴

木
　

康
江

（
母

性
・
小

児
家

族
看

護
学

）

回
数

月
日

時
限

講
義

室
授

業
内

容
担

当
者

講
座

・
分

野
・
診

療
科

到
達

目
標

授
業

の
キ

ー
ワ

ー
ド

公 開

1
1
0
/
2
(火

)
1

1
1
1

ガ
イ

ダ
ン

ス
、

助
産

師
と

は
，

助
産

の
定

義
、

助
産

師
の

業
務

鈴
木

　
康

江
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

助
産

と
は

何
か

、
助

産
師

は
ど

の
よ

う
な

責
務

が
あ

る
の

か
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

助
産

師
の

コ
ア

・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

，
日

本
の

助
産

師
の

役
割

・
責

務
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

．

助
産

師
の

定
義

、
助

産
業

務
，

助
産

師
の

活
動

の
場

，
助

産
師

に
必

要
な

能
力

，
助

産
師

の
歴

史
，

職
業

倫
理

助
産

師
関

連
法

律
等

，
助

産
師

の
コ

ア
・
コ

ン
ピ

テ
ン

シ
ー

2
1
0
/
9
(火

)
1

1
1
1

女
性

と
健

康
：
女

性
の

生
涯

と
健

康
鈴

木
　

康
江

母
性

･小
児

家
族

看
護

学
女

性
の

健
康

を
支

え
る

た
め

に
身

体
構

造
や

生
理

に
つ

い
て

理
解

で
き

る
女

性
生

殖
器

の
解

剖
と

生
理

、
小

児
期

か
ら

高
齢

期
ま

で
の

女
性

の
身

体
変

化
と

疾
病

3
1
0
/
1
6
(火

)
1

1
1
1

母
子

保
健

の
動

向
と

課
題

鈴
木

　
康

江
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

母
子

保
健

の
動

向
を

知
る

と
と

も
に

、
社

会
が

抱
え

る
課

題
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

母
子

保
健

統
計

、
地

域
母

子
保

健

4
3

5
4

6
1
0
/
2
3
(火

)
1

1
1
1

リ
プ

ロ
ダ

ク
ツ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

、
女

性
を

中
心

に
し

た
ケ

ア
と

は
佐

々
木

  
く
み

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

リ
プ

ロ
ダ

ク
ツ

・
ヘ

ル
ス

/
ラ

イ
ツ

に
つ

い
て

理
解

し
女

性
の

地
位

と
意

志
決

定
を

支
援

す
る

た
め

の
助

産
活

動
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

リ
プ

ロ
ダ

ク
ツ

・
ヘ

ル
ス

／
ラ

イ
ツ

、
性

差
、

母
体

保
護

、
Ｄ

Ｖ
，

女
性

の
人

権
，

性
差

※

7
1
0
/
3
0
(火

)
1

1
1
1

家
族

を
対

象
と

し
た

ケ
ア

と
は

遠
藤

　
有

里
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

フ
ァ

ミ
リ

ー
セ

ン
タ

ー
ド

ケ
ア

の
概

念
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

家
族

関
係

、
助

産
師

、
家

族
支

援
、

家
族

看
護

8
1
1
/
6
(火

)
1

1
1
1

更
年

期
、

思
春

期
に

お
け

る
健

康
課

題
と

ケ
ア

池
田

　
智

子
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

更
年

期
・
思

春
期

に
お

け
る

健
康

課
題

に
つ

い
て

理
解

し
、

助
産

活
動

に
つ

い
て

学
ぶ

更
年

期
、

思
春

期
、

健
康

教
育

9
1
1
/
1
3
(火

)
1

1
1
1

遺
伝

看
護

と
助

産
笠

城
  
典

子
基

礎
看

護
学

出
生

前
診

断
お

よ
び

こ
れ

に
関

す
る

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
の

実
際

と
ケ

ア
に

つ
い

て
理

解
で

き
る

出
生

前
診

断
、

遺
伝

病
、

遺
伝

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
※

1
0

1
1
/
2
0
(火

)
1

1
1
1

助
産

教
育

の
将

来
展

望
、

助
産

研
究

鈴
木

　
康

江
母

性
･小

児
家

族
看

護
学

助
産

教
育

の
歴

史
と

現
在

の
教

育
，

卒
後

教
育

，
継

続
教

育
の

在
り

方
に

つ
い

て
理

解
し

，
自

身
の

将
来

像
に

つ
い

て
考

察
で

き
る

助
産

研
究

に
つ

い
て

理
解

で
き

る

看
護

基
礎

教
育

、
助

産
教

育
、

卒
教

育
、

継
続

教
育

、
専

門
看

護
師

（
C

N
S
)、

助
産

師
習

熟
度

認
定

（
Ｃ

Ｌ
ｏ
Ｃ

Ｍ
ＩＰ

）
，

助
産

師
出

向
※

教
育

グ
ラ

ン
ド

デ
ザ

イ
ン

と
の

関
連

：
1
、

2
、

4
、

5
、

6
、

7
※

実
習

関
連

病
院

等
助

産
師

へ
の

公
開

到
達

目
標

・
授

業
の

キ
ー

ワ
ー

ド
を

確
認

の
上

、
予

習
・
復

習
し

て
く
だ

さ
い

。

学
位

授
与

の
方

針
と

の
関

連
：
1
、

2
、

3
、

4
授

業
の

レ
ベ

ル
：
2

評
価

：
定

期
試

験
7
0
％

、
レ

ポ
ー

ト
外

3
0
％

他
指

定
教

科
書

：
助

産
師

基
礎

教
育

テ
キ

ス
ト

　
１

巻
　

助
産

概
論

　
日

本
看

護
協

会
出

版
会

助
産

師
基

礎
教

育
テ

キ
ス

ト
　

２
巻

　
女

性
の

健
康

と
ケ

ア
　

日
本

看
護

協
会

出
版

会
国

民
衛

生
の

動
向

そ
の

他
：
助

産
師

国
家

試
験

の
受

験
要

件
講

義

※
不

妊
治

療
、

生
命

倫
理

、
生

殖
医

療
、

1
0
/
1
8
(木

)
最

先
端

の
生

殖
医

療
と

そ
の

倫
理

的
課

題
見

尾
　

保
幸

非
常

勤
講

師
不

妊
症

と
そ

の
最

先
端

生
殖

医
療

に
つ

い
て

理
解

し
，

こ
れ

ら
の

問
題

を
抱

え
る

女
性

と
家

族
の

ケ
ア

に
つ

い
て

考
察

で
き

る
1
1
1
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